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当面の検討の進め方（たたき台） 

 

 

１．検討の前提  

○ 本年 7月から 9月にかけて実施した「看護業務実態調査」において、約 200 の業務・

行為について、 

① 現在、看護師が実施しているか否か 

② 今後、看護師が実施することが可能と考えられるか否か 

に関する医師・看護師双方の回答が集約された。 

○ 当該調査については、 

① 回答の回収率が低く、主に看護師の業務範囲の拡大に関心のある医師・看護師が

回答しているものと考えられることや、「他職種による実施が適当」という意思を

表明することが不可能であったことから、必ずしも医療現場の認識を正確に反映し

ているとは言えないのではないか 

② 調査項目の中には、「薬剤の選択・使用」等、表現の不明確なものが含まれてお

り、回答者によってイメージする行為が異なっていた可能性があることから、客観

性のある調査結果とは言えないのではないか 

といった意見が表明された。 

○ 一方、これらの意見に対しては、 

① 回答の回収率は決して高いとは言えないものの、実態調査として評価するに足る

回収率は確保されていると考えられること 

② 合計約 8,000 人という相当数の医師・看護師の回答が集約されていること 

等から、当該調査の結果は、看護業務の在り方について検討を進める際の基礎資料と

して使用することが可能ではないか、といった意見が表明された。 

○ 以上の意見を踏まえ、当面、看護業務実態調査の結果を基礎資料として、チーム医

療を推進するための看護業務の在り方について検討を進めることとするとともに、業

務範囲に関する具体的な取りまとめを行うに当たっては、「特定看護師（仮称）養成 調

査試行事業」の実施状況や学会・職能団体等の意見（必要に応じて聴取）を考慮する

など、安全性や医療現場の実態に十分配慮することとしてはどうか。 

 

  

資料１ 



２．看護師の業務範囲の検討  

○ 看護業務実態調査の結果は、チーム医療を推進するための看護業務の在り方につい

て検討を進める際の基礎資料となり得るものの、看護師の業務範囲や特定看護師（仮

称）の業務範囲に関する具体的な取りまとめについては当該調査の結果のみをもって

検討することは困難であり、看護師に対する教育・研修や医師の「包括的指示」の在

り方等とともに検討を進めることとしてはどうか。 

○ その際、まずは看護業務実態調査において「今後、看護師の実施が可能」との回答

が一定程度得られた業務・行為を中心に、検討を進めることとしてはどうか。 

○ また、看護業務実態調査において「現在、看護師が実施している」との回答が多数

得られ、かつ、「今後、看護師の実施が可能」との回答が多数得られた業務・行為に

ついては、看護師が広く実施できるよう、厚生労働省に対し、「診療の補助」の範囲

に静脈注射が含まれる旨を明確化した通知（平成 14 年 9 月 30 日付け厚生労働省医政

局長通知）等も参考に、現在の実施状況やその教育状況を踏まえ、今年度中を目途に

「『診療の補助』の範囲に含まれる」旨を明確化するよう検討を進めてはどうか。 

３．他職種との連携に関する検討 

○ 看護業務実態調査においては、他職種への業務実施の依頼等、他職種によって実施

される業務に対する看護師の関わりに関する調査項目が多数含まれていた。このよう

な業務・行為については、看護業務の在り方という視点にとどまらず、看護師と他職

種によるそれぞれの専門性を最大限に活用した連携の在り方という幅広い視点から

検討されるべきものであると考えられる。 

○ こうした観点から、当該業務・行為に関する調査結果については、主として「チー

ム医療推進方策検討ＷＧ」において、本ＷＧと連携しながら、看護師と他職種との連

携の在り方として検討するよう「チーム医療推進会議」に対して提言してはどうか。 

４．教育・研修の内容の検討  

○ 看護師の業務範囲を拡大する場合、医療の安全と患者の安心を確保するためには、

これに対応した何らかの教育・研修が必要となるものと考えられるが、現時点では、

看護師に対する教育・研修として医療現場・教育現場において実現可能な教育・研修

にはどのようなものがあるのかといった点も含め、看護師に対する教育・研修や教

育・研修を受けた看護師の活用等に関する具体的なイメージが共有されていない。 



※ 例えば、「チーム医療の推進に関する検討会」の報告書において提言された「特定看護師（仮称）」

については、同報告書においては「基礎医学・臨床医学・薬理学等の履修や特定の医行為に関する十

分な実習・研修が求められる」とされているものの、具体的な教育・研修カリキュラムの内容につい

ては提示されておらず、「チーム医療推進会議」及び本ＷＧにおいて検討することとされている。 

○ よって、看護師の業務範囲の拡大に当たり必要とされると考えられる教育・研修の

内容や養成された看護師の活用について、「特定看護師養成（仮称）養成 調査試行事

業」の実施課程から収集した情報を踏まえ、また、必要に応じて医療現場のヒアリン

グを実施しながら、大学院や研修施設を活用する教育・研修から各医療機関における

ＯＪＴに至るまで様々なレベルの教育・研修や教育・研修を受けた看護師の活用に関

する具体的なイメージを作成することとしてはどうか。 

５．その他  

○ チーム医療を推進するための看護業務の在り方を検討する際には、現在、主として

看護師が実施している業務のうち、他の医療関係職種や医療関係職種でなくても実施

できる業務については、他職種と積極的に役割分担を図り、その専門性を積極的に活

用するといった視点が重要である。 

○ 看護業務実態調査では、主として看護師が実施していると考えられる業務について、

他職種による実施が適当と考えられる業務がないかどうかについて、看護師の認識を

問う調査が実施されたところである。 

○ 今後、「チーム医療推進方策検討ＷＧ」において、当該調査の結果等を踏まえ、看

護師と他職種の役割分担・連携を推進する方策を検討するよう、「チーム医療推進会

議」に対して提言してはどうか。 
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特定看護師（仮称）養成 調査試行事業の指定・情報提供一覧 

 

                                     （五十音順） 

（Ａ）修士課程 調査試行事業 

16 大学院 32 課程 

 

◇ 大分県立看護科学大学大学院 看護学研究科（老年、小児） 

◇ 大阪府立大学大学院 看護学研究科（急性期、がん） 

   ◇ 岡山大学大学院 保健学研究科（がん） 

◇ 熊本大学大学院 保健学教育部（精神） 

   ◇ 慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科（老年） 

◇ 高知女子大学大学院 看護学研究科（がん、老人、小児、精神、在宅） 

◇ 国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科（慢性期） 

   ◇ 順天堂大学大学院 医療看護学研究科（慢性期） 

   ◇ 聖路加看護大学大学院 看護学研究科（老年、小児、精神、在宅、周麻酔期） 

◇ 千葉大学大学院 看護学研究科（がん） 

◇ 東京医療保健大学大学院 看護学研究科（クリィティカル） 

   ◇ 徳島大学大学院 保健科学教育部（がん） 

   ◇ 新潟大学大学院 保健学研究科（慢性期） 

   ◇ 日本赤十字看護大学大学院 看護学研究科（慢性期） 

   ◇ 兵庫県立大学大学院 看護学研究科 

（慢性期、がん、老人、小児、母性、精神、在宅） 

◇ 北海道医療大学大学院 看護福祉学研究科（プライマリ・ケア） 

 

 

（Ｂ）研修課程 調査試行事業 

1 研修機関 3課程 

 

◇ 日本看護協会 看護研修学校（救急、皮膚・排泄ケア、感染管理） 

  

資料２ 
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（Ｃ）養成課程 情報収集事業  

19 大学院 34 課程、2研修機関 2 課程 

［大学院］ 

□  青森県立保健大学大学院 健康科学研究科（クリティカルケア、小児、母性） 

□  石川県立看護大学大学院 看護学研究科（がん、老人、子どもと家族） 

□  大阪大学大学院 医学系研究科（がん） 

□  大阪府立大学大学院 看護学研究科（母性；リプロダクティブヘルス） 

□  北里大学大学院 看護学研究科（クリティカル、がん、母性、） 

□  京都橘大学大学院 看護学研究科（老人、母性） 

□  久留米大学大学院 医学研究科（がん） 

□  群馬大学大学院 医学系研究科（がん、老年） 

□  慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科（がん、精神） 

□  高知女子大学大学院 看護学研究科（家族） 

□  高知大学大学院 総合人間自然科学研究科（クリティカルケア、高齢者） 

□  滋賀医科大学大学院 医学系研究科 （皮膚・排泄ケア） 

□  聖隷クリストファー大学大学院 看護学研究科（がん）  

□ 千葉大学大学院 看護学研究科 

（がん・老人・小児・母性・精神；専門看護師強化コース） 

□ 東海大学大学院 健康科学研究科（クリティカル） 

□ 東京女子医科大学大学院 看護学研究科 

（クリティカルケア、がん、老年、小児、精神） 

□  東北文化学園大学（周術期・救急） 

□  兵庫医療大学（クリィティカル） 

□  広島大学大学院 保健学研究科（慢性期、がん）  

［研修機関］ 

□  北里大学 看護キャリア開発・研究センター（新生児集中ケア） 

   □  広島大学大学院 保健学研究科附属先駆的看護実践支援センター 

  （新生児集中ケア） 

 



資料３

クリティカル領域における特定看護師（仮称）クリティカル領域における特定看護師（仮称）クリティカル領域における特定看護師（仮称）クリティカル領域における特定看護師（仮称）
育成のためのカリキュラム育成のためのカリキュラム

東京医療保健大学大学院看護学研究科東京医療保健大学大学院看護学研究科 副学長副学長
東京医療センター東京医療センター 病院長病院長 松本純夫松本純夫
東京医療センター東京医療センター 副院長副院長 山西文子山西文子
東京医療保健大学大学院看護学研究科東京医療保健大学大学院看護学研究科 科長科長 草間朋子草間朋子
東京医療保健大学大学院看護学研究科東京医療保健大学大学院看護学研究科 准教授准教授 石川倫子石川倫子



クリティカル領域の特定看護師クリティカル領域の特定看護師((仮称）を仮称）を
養成することに至った経緯養成することに至った経緯養成することに至った経緯養成することに至った経緯

国立病院機構 東京医療保健大学国立病院機構 東京医療保健大学

１ Ｈ１６年１ Ｈ１６年 ４月４月 独立行政法人化独立行政法人化１．Ｈ１６年１．Ｈ１６年 ４月４月 独立行政法人化独立行政法人化
チーム医療の推進チーム医療の推進

看護職の役割拡大看護職の役割拡大

２ チーム医療における役割分担に関する認識調査２ チーム医療における役割分担に関する認識調査２．チーム医療における役割分担に関する認識調査２．チーム医療における役割分担に関する認識調査
（医師／看護師）（医師／看護師）

①高度看護実践能力をも た看護師の必要性①高度看護実践能力をも た看護師の必要性①高度看護実践能力をもった看護師の必要性①高度看護実践能力をもった看護師の必要性
②高度看護実践能力を持った看護師の業務の拡大範囲②高度看護実践能力を持った看護師の業務の拡大範囲

３．上記の２つの調査結果の基に３．上記の２つの調査結果の基に大学院の設置大学院の設置
2



チーム医療における役割分担に関する認識の調査チーム医療における役割分担に関する認識の調査
2008.122008.12月調査月調査

目的：チーム医療における看護職の役割拡大に対する認識調査目的：チーム医療における看護職の役割拡大に対する認識調査

対象 国立病院機構対象 国立病院機構145145施設内施設内 500500床以上の床以上の1717施設施設対象：国立病院機構対象：国立病院機構145145施設内、施設内、500500床以上の床以上の1717施設施設
医長以上の医師、看護師長以上の看護職（医長以上の医師、看護師長以上の看護職（975975名）名）

看護師は医師と協働し看護師は医師と協働し医師と医療職等との役医師と医療職等との役
割分担についてもっと割分担についてもっと
積極的に変更した方積極的に変更した方

看護師は医師と協働し看護師は医師と協働し
ていくために現在の法ていくために現在の法
に定められている業務に定められている業務
裁量権をも と拡大裁量権をも と拡大

看護師が高度なスキ看護師が高度なスキ
ルを身につけるためルを身につけるため
にはには教育年限をかけ教育年限をかけ積極的に変更した方積極的に変更した方

がよがよいと思ういと思う

医師医師 ８５．３％８５．３％
看護師看護師 ７５ ９％７５ ９％

の裁量権をもっと拡大の裁量権をもっと拡大
した方がよいと思うした方がよいと思う

医師医師 ９１．６％９１．６％

にはには教育年限をかけ教育年限をかけ
た方がよいと思うた方がよいと思う

医師医師 ６４．９％６４．９％
看護師看護師 ８６ ６％８６ ６％看護師看護師 ７５．９％７５．９％

医師医師
看護師看護師 ５９．６％５９．６％

看護師看護師 ８６．６％８６．６％
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医師臨床研修制度から抽出した医療行為をもとに医師臨床研修制度から抽出した医療行為をもとに医師臨床研修制度から抽出した医療行為をもとに医師臨床研修制度から抽出した医療行為をもとに
看護師に拡大してもよいと考える医療行為看護師に拡大してもよいと考える医療行為

○救命救急に関連した技術○救命救急に関連した技術

・緊急時のトリアージにおける重症度及び緊急度の把握・緊急時のトリアージにおける重症度及び緊急度の把握
・検査データの解釈（読影）・検査データの解釈（読影）検査デ タの解釈（読影）検査デ タの解釈（読影）
・動脈血ガス分析の実施・動脈血ガス分析の実施
・救急搬送時のショックの診断・救急搬送時のショックの診断
造影剤造影剤 線検査 よる造影剤 点滴 施行線検査 よる造影剤 点滴 施行・造影剤・造影剤ⅩⅩ線検査による造影剤の点滴の施行線検査による造影剤の点滴の施行
・切開、排膿・切開、排膿
・抜糸・抜糸

◎副作 出現時 説 生活指導など 説 技術◎副作 出現時 説 生活指導など 説 技術

・抜糸・抜糸

◎副作用出現時の説明、生活指導などの説明技術◎副作用出現時の説明、生活指導などの説明技術
4



クリティカル領域の特定看護師（仮称）としてクリティカル領域の特定看護師（仮称）として
修得を目指す医行為修得を目指す医行為

１．救急患者等のトリアージに必要な検査の施行・評価
（心電図、エコー、胸部・腹部Ｘ－Ｐ、血液検査、生化学検査など）

２．救急患者及び術前、術後患者等に対する創傷関係の医療処置
・直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定した切開・排膿
・直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定した皮膚縫合法・直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定した皮膚縫合法
・外傷や術後の創傷処置
・縫合状態が良好な単純創に限定した抜糸
・ドレーン抜管時期の判断と抜管
・褥瘡の壊死組織の判断とデブリードマン

３・救急患者のショックの判断・評価と初期治療
・ショックの原因の判断と状態に応じた薬剤の選択
・出血性ショックに対する圧迫止血・出血性ショックに対する圧迫止血

４．一般病棟での患者の急変時、またはハイリスク状況における医療処置
・動脈血ガス分析の採血と結果解釈による酸素投与量の決定
・気管挿管の必要性の判断と気管チューブの選択および挿管

５．高度な検査・処置が必要な患者に対する医療処置
・ＩＶＲ時の造影剤の投与
・カテーテル挿入時の介助
・検査中・検査後の患者の状態アセスメントと応急処置・検査中・検査後の患者の状態アセスメントと応急処置

・超音波ガイド下の穿刺に限定した中心静脈ラインの確保
・胸腔・腹腔穿刺における穿刺針の抜去 5



症状の早期改善、患者の不安の軽減等症状の早期改善、患者の不安の軽減等
サービスの向上につながる

救急外来において、必要時に応じた検査を実施救急外来において、必要時に応じた検査を実施
した上でトリアージを含む初期対応を行うことが可能した上でトリアージを含む初期対応を行うことが可能

○患者の重症度の評価や治療の効果判定等○患者の重症度の評価や治療の効果判定等
のための身体所見の把握や検査のための身体所見の把握や検査のための身体所見の把握や検査のための身体所見の把握や検査
○胸部の単純○胸部の単純ⅩⅩ線撮影、ＣＴ・ＭＲＩ等の実施の判断線撮影、ＣＴ・ＭＲＩ等の実施の判断
○動脈血ガス分析測定のための採血等○動脈血ガス分析測定のための採血等○動脈血ガス分析測定のための採血等○動脈血ガス分析測定のための採血等
侵襲性の高い検査の実施侵襲性の高い検査の実施
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患者のＱＯＬの向上、患者の満足度患者の の向上、患者の満足度

★人工呼吸器装着患者への対応において、★人工呼吸器装着患者への対応において、
①呼吸状態や①呼吸状態や 検査データ等の把握から酸素投与量の調整検査データ等の把握から酸素投与量の調整
②抜管の時期の判断 抜管の実施②抜管の時期の判断 抜管の実施②抜管の時期の判断、抜管の実施②抜管の時期の判断、抜管の実施

に至るまでの一連の行為を行うことが可能に至るまでの一連の行為を行うことが可能
★創部ドレーンの抜去や創傷処置について★創部ドレーンの抜去や創傷処置について★創部ドレ ンの抜去や創傷処置について、★創部ドレ ンの抜去や創傷処置について、
患者の身体的状態や療養生活の状況から適切な実施時期患者の身体的状態や療養生活の状況から適切な実施時期
を判断して実施することが可能を判断して実施することが可能

○人工呼吸器のウィニング 気管挿管 抜管○人工呼吸器のウィニング 気管挿管 抜管○人工呼吸器のウィニング、気管挿管・抜管○人工呼吸器のウィニング、気管挿管・抜管
○創部のドレーン抜去○創部のドレーン抜去
○○縫合等の創傷処置縫合等の創傷処置○○縫合等の創傷処置縫合等の創傷処置
○褥瘡○褥瘡の壊死組織のデブリードマンの壊死組織のデブリードマン などなど
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効率的なチ ム医療の推進効率的なチーム医療の推進

効率的・効果的な医療サービス
体制の確立

○医師は医師でなければできないことに専念できる○医師は医師でなければできないことに専念できる
医師の過重労働の解消医師の過重労働の解消医師の過重労働の解消医師の過重労働の解消

○看護師のキャリアアップ○看護師のキャリアアップ
看護が魅力的な職業看護が魅力的な職業
中途退職者の防止中途退職者の防止

8



患者の治療に手を差し伸べられないもどかしさ患者の治療に手を差し伸べられないもどかしさ

＜学生の声＞＜学生の声＞＜学生の声＞＜学生の声＞
患者にとって必要な医行為が判断できるのに患者にとって必要な医行為が判断できるのに
できないもどかしさを感じているできないもどかしさを感じているできないもどかしさを感じている。できないもどかしさを感じている。

＜期待＞＜期待＞＜期待＞＜期待＞
今まで培ってきた看護経験の上で医学の知識を今まで培ってきた看護経験の上で医学の知識を
身につけることで さらにチ ム医療を効果的に身につけることで さらにチ ム医療を効果的に身につけることで、さらにチーム医療を効果的に身につけることで、さらにチーム医療を効果的に
進めることができると思っている。進めることができると思っている。
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東京医療保健大学大学院看護学研究科
における教育課程

教育目的教育目的

東京医療保健大学大学院看護学研究科（高度東京医療保健大学大学院看護学研究科（高度東京医療保健大学大学院看護学研究科（高度東京医療保健大学大学院看護学研究科（高度
実践看護コース）では、実践看護コース）では、クリティカル領域での国民クリティカル領域での国民
のニーズに応えるための自律した判断と実践がでのニーズに応えるための自律した判断と実践がでのニーズに応えるための自律した判断と実践がでのニーズに応えるための自律した判断と実践がで
きる特定看護師きる特定看護師((仮称）の育成を目指している。仮称）の育成を目指している。
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活動の領域

総合病院における急性期総合病院における急性期患者、患者、ハイハイリスク患者リスク患者に対するに対する
医療医療((ケアとキュア）の提供ケアとキュア）の提供

救命救急における医療救命救急における医療
集中ケアにおける医療集中ケアにおける医療

医療医療((ケアとキュア）の提供ケアとキュア）の提供

救命救急における医療救命救急における医療

場 ：救急外来等
対象 救急搬送 患者

集中ケアにおける医療集中ケアにおける医療

場 ：ＩＣＵ CCU等
対象 ：重症患者

対象 ：救急搬送の患者
対象 ：重症患者

周術期患者

般病棟 イリ ク患者般病棟 イリ ク患者一般病棟のハイリスク患者一般病棟のハイリスク患者
に対する医療に対する医療

場 ：一般病棟
対象 ：重症患者

急変患者

＊＊ハイリスク患者とは、ハイリスク患者とは、 急激な生命の危機状態に対して、急激な生命の危機状態に対して、 専門性の高い医療を必要と専門性の高い医療を必要と
する患者である。する患者である。 11



クリティカル領域におけるクリティカル領域における特定看護師特定看護師((仮称）に仮称）にクリティカル領域におけるクリティカル領域における特定看護師特定看護師((仮称）に仮称）に
必要な高度看護実践能力必要な高度看護実践能力

【状況を総合的に判断【状況を総合的に判断
((診察・包括的健康アセスメント診察・包括的健康アセスメント))できる能力】できる能力】

【状況に対応した治療を実践できる能力】【状況に対応した治療を実践できる能力】【状況に対応した治療を実践できる能力】【状況に対応した治療を実践できる能力】
【医療従事者との協働・ネットワーク推進能力】【医療従事者との協働・ネットワーク推進能力】
【倫理的意思決定能力】【倫理的意思決定能力】【倫理的意思決定能力】【倫理的意思決定能力】
【トップマネジメント能力】【トップマネジメント能力】
【研究開発能力】【研究開発能力】
【クリティカル領域における看護実践能力】【クリティカル領域における看護実践能力】
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【状況を総合的に判断【状況を総合的に判断【状況を総合的に判断【状況を総合的に判断
（（診察・包括的健康アセスメント）できる能力】診察・包括的健康アセスメント）できる能力】

救急患者 周術期患者 イ ク患者等救急患者 周術期患者 イ ク患者等救急患者、周術期患者、ハイリスク患者等に、救急患者、周術期患者、ハイリスク患者等に、

１）全身を隈なく 五感を駆使して診る１）全身を隈なく 五感を駆使して診る１）全身を隈なく、五感を駆使して診る１）全身を隈なく、五感を駆使して診る
フィジカルアセスメント能力フィジカルアセスメント能力

２）その上で患者に検査が必要か否かを判断し、必要と判断２）その上で患者に検査が必要か否かを判断し、必要と判断
した場合は医師との協働のもとに、血液検査やＸ線撮影した場合は医師との協働のもとに、血液検査やＸ線撮影
等の検査のオ ダ をし 実施等の検査のオ ダ をし 実施等の検査のオーダーをし、実施等の検査のオーダーをし、実施

３）その検査結果を解釈し３）その検査結果を解釈し 患者の健康状態を判断する能力患者の健康状態を判断する能力３）その検査結果を解釈し、３）その検査結果を解釈し、患者の健康状態を判断する能力患者の健康状態を判断する能力
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【状況に対応した治療を実践できる能力】【状況に対応した治療を実践できる能力】

救急患者救急患者 周術期患者 ハイリスク患者等に周術期患者 ハイリスク患者等に救急患者、救急患者、周術期患者、ハイリスク患者等に、周術期患者、ハイリスク患者等に、

１）１）診断に基づく、健康回復のための必要な治療の診断に基づく、健康回復のための必要な治療の））診断に基 く、健康回復のための必要な治療の診断に基 く、健康回復のための必要な治療の
判断とその実施できる能力判断とその実施できる能力

①創傷関係 療処置①創傷関係 療処置①創傷関係の医療処置①創傷関係の医療処置
②呼吸状態改善に向けた医療処置②呼吸状態改善に向けた医療処置
③一定の範囲の薬剤について薬物の種類と量の選択③一定の範囲の薬剤について薬物の種類と量の選択③一定の範囲の薬剤について薬物の種類と量の選択③一定の範囲の薬剤について薬物の種類と量の選択

などなど
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【医療従事者との協働 ネ トワ ク推進能力】【医療従事者との協働 ネ トワ ク推進能力】【医療従事者との協働・ネットワーク推進能力】【医療従事者との協働・ネットワーク推進能力】

各職種の役割・機能を認識し、患者のニーズに向かって各職種の役割・機能を認識し、患者のニーズに向かって
連携し 協力し合い 特定看護師連携し 協力し合い 特定看護師((仮称）として患者の仮称）として患者の連携し、協力し合い、特定看護師連携し、協力し合い、特定看護師((仮称）として患者の仮称）として患者の
医療を支えていく能力医療を支えていく能力

特にクリティカル領域は、患者の救命にかかわるため特にクリティカル領域は、患者の救命にかかわるため
に迅速な診断と治療が必要であり、特定看護師に迅速な診断と治療が必要であり、特定看護師((仮称）は仮称）は
医師と互いに信頼しあい認め合う中で、患者の治療計画医師と互いに信頼しあい認め合う中で、患者の治療計画
について意見を交わし合意をしていくことが重要である。について意見を交わし合意をしていくことが重要である。

自分が対応できる範囲を見極め、必要であれば適宜医師自分が対応できる範囲を見極め、必要であれば適宜医師
に相談、確認する態度が不可欠に相談、確認する態度が不可欠に相談、確認する態度が不可欠に相談、確認する態度が不可欠
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表１ クリティカル領域における特定看護師(仮称）に必要な高度看護実践能力表１　クリティカル領域における特定看護師(仮称）に必要な高度看護実践能力

上位能力 中位能力 下位能力

フィジカルアセスメント（Ad d）能力 身体的変化の把握と判断状 を総合的 (診察 包 フィジカルアセスメント（Advanced）能力 身体的変化の把握と判断

心理的変化の把握と判断

状況を総合的に判断(診察・包
括的健康アセスメント）できる
能力

成長発達段階に応じた健康課題の把握と判断

症状に関連した日常生活の把握と健康査定症状に関連した日常生活の把握と健康査定

即時的、優先的に把握する情報の判断と実施

診断をするため 検査 判断能力
検査の必要性の判断

診断をするための検査の判断能力
検査の必要性の判断
検査の実践

疾病の判断 臨床症状とデータの解釈による判断

状況に対応した治療を実践する
能力

救急・周手術期・ハイリスク患者の状
況に対応した治療を実践する能力

生命の危機状態にある患者の健康回復に向け
ての治療の判断

生命の危機状態にある患者への治療(医療処
実践置）の実践
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上位能力 中位能力 下位能力

医療従事者との協働・ネット 異なる立場や意見をもつ医療従事者と 他職種に相談する能力医療従事者との協働 ネット
ワーク推進能力

異なる立場や意見をもつ医療従事者と
の協働関係の形成能力

他職種に相談する能力
他職種に受け入れられ、相談される能力

自己の実践できる範囲の見極め自己の実践できる範囲の見極め

医師の指示の必要性の判断

ネットワーク推進力
医療・保健・福祉に関する経済的・政策の活用
と開発
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卒業時の到達目標卒業時の到達目標

（１）（１）クリティカル領域における患者の状況を総合的に判断クリティカル領域における患者の状況を総合的に判断
（診察・包括アセスメント）できる（診察・包括アセスメント）できる（診察 包括アセスメント）できる。（診察 包括アセスメント）できる。

①救急患者のショックの判断・評価①救急患者のショックの判断・評価 などなど

（２）クリティカル領域における患者に必要な治療を実践できる（２）クリティカル領域における患者に必要な治療を実践できる（２）クリティカル領域における患者に必要な治療を実践できる。（２）クリティカル領域における患者に必要な治療を実践できる。
①救急患者のショック時の初期治療①救急患者のショック時の初期治療
②患者の血中酸素濃度を判断し、酸素投与量の決定②患者の血中酸素濃度を判断し、酸素投与量の決定
③気管挿管の必要性の判断と気管チューブの選択及び挿管③気管挿管の必要性の判断と気管チューブの選択及び挿管③気管挿管の必要性の判断と気管チュ ブの選択及び挿管③気管挿管の必要性の判断と気管チュ ブの選択及び挿管
④人工呼吸器装着中のウィニングと抜管④人工呼吸器装着中のウィニングと抜管
⑤直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、切開・排膿⑤直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、切開・排膿
⑥直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、皮膚縫合⑥直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、皮膚縫合⑥直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、皮膚縫合⑥直視できる皮膚に対する皮膚表層への処置に限定し、皮膚縫合
⑦縫合状態が良好な単純創に限定した抜糸⑦縫合状態が良好な単純創に限定した抜糸
⑧ドレーン抜管時期の判断と抜管⑧ドレーン抜管時期の判断と抜管
⑨褥瘡の壊死状態の判断をし、適切なデブリードマン⑨褥瘡の壊死状態の判断をし、適切なデブリードマン などなど⑨褥瘡の壊死状態の判断をし、適切なデブリ ド ン⑨褥瘡の壊死状態の判断をし、適切なデブリ ド ン などなど

（３）患者の診断・治療において他職種と連携し、協働することが（３）患者の診断・治療において他職種と連携し、協働することが
できる。できる。できる。できる。
①自分のできる範囲を見極め、医師の指示の必要性を判断し相談①自分のできる範囲を見極め、医師の指示の必要性を判断し相談
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卒業時の到達目標卒業時の到達目標

（４）患者の尊厳と権利を守る看護の提供ができる。（４）患者の尊厳と権利を守る看護の提供ができる。

（５）自らの実践について説明する責任を負うことができる。（５）自らの実践について説明する責任を負うことができる。

（６）特定看護師（仮称）として、看護職の教育ができる。（６）特定看護師（仮称）として、看護職の教育ができる。

（７）特定看護師（仮称）の活動による医療の質の向上への（７）特定看護師（仮称）の活動による医療の質の向上への

取り組みを考えることができる。取り組みを考えることができる。

（８）自己の課題を科学的に検証し続けることができる。（８）自己の課題を科学的に検証し続けることができる。

（９）患者の状況を判断し、適切な支援ができる。（９）患者の状況を判断し、適切な支援ができる。
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平成22年度授業科目・単位・時間数 学習進度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

授　業　科　目

履修年次

必修選択
1年次 2年次

１単

位当

たり
の時

間数

時

間
数

単位

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

クリティカルＮＰ特論 2 15 30

解剖生理組織学 2 15 30

臨床薬理学特論 2 15 30

病態学特論 2 15 30

間数

病態学特論 2 15 30

診察・診断学特論（包括的健康アセスメン
ト）

2 15 30

臨床推論と疾病病態（フィジカルアセスメ

ント演習）
2 30 60

スキルミックス実践Ⅰ
(検査におけるスキルミックス実践）

1 15 15

スキルミックス実践Ⅱ
2 15 30

スキルミックス実践Ⅱ
(診断におけるスキルミックス実践）

2 15 30

スキルミックス実践Ⅲ
(治療におけるスキルミックス実践）

2 15 30

スキルミックス実践Ⅳ
(診断におけるスキルミックス実践演習）

2 30 60

スキルミックス実践Ⅴ
(検査におけるスキルミックス実践演習）

1 30 30

キ ク 実践スキルミックス実践Ⅵ
(治療におけるスキルミックス実践演習）

3 30 90

統合実習（スキルミックス統合実習） 12 45 540

スキルアップ実習

(看護マネジメント実習）
2 45 90

専門職と看護倫理 2 15 30

インフォームドコンセント特論
（コンサルテーション・インフォームドコ

ンセント特論）

1 15 15

チーム医療とスキルミックス 2 15 30

医療安全特論 1 15 15

政策医療特論 2 15 30政策医療特論 2 15 30

学習援助論 2 15 30

保健医療福祉システム論 2 15 30

病院経営論 2 15 30

研究の進め方 2 15 30

原著論文講読 2 30 60

課題研究 3 30 90

合計 52 4 20



３Ｐのうちのフィジカルアセスメントに関する科目

診察診断学 担当臨床教授（医師）担当臨床教授（医師） ５名５名 大学院教員大学院教員 ３名３名診察診断学

科目目標科目目標 １．患者の状況に対応した診察方法を理解する。１．患者の状況に対応した診察方法を理解する。
２ 診断のための検査デ タの解釈 画像診断を理解する２ 診断のための検査デ タの解釈 画像診断を理解する

担当臨床教授（医師）担当臨床教授（医師） ５名５名 大学院教員大学院教員 ３名３名

２．診断のための検査データの解釈、画像診断を理解する。２．診断のための検査データの解釈、画像診断を理解する。

１．臨床に必要な診察・診断１．臨床に必要な診察・診断
１）患者へのアプロ チ１）患者へのアプロ チ

授業内容授業内容
１）患者へのアプローチ１）患者へのアプローチ
２）診察のプロセスと病歴・診察の重要性２）診察のプロセスと病歴・診察の重要性
３）病歴の取り方３）病歴の取り方
４）診察の仕方と所見の解釈４）診察の仕方と所見の解釈４）診察の仕方と所見の解釈４）診察の仕方と所見の解釈
（１）診察の進め方（１）診察の進め方
（２）全身状態の捉え方（２）全身状態の捉え方
２ 診察・診断の実際２ 診察・診断の実際２．診察 診断の実際２．診察 診断の実際
((包括的健康アセスメント）包括的健康アセスメント）

３．診察に伴う検査の必要性とアセスメント３．診察に伴う検査の必要性とアセスメント
１）診断に伴う基本的な検査１）診断に伴う基本的な検査１）診断に伴う基本的な検査１）診断に伴う基本的な検査
２）血液検査の必要性と解釈２）血液検査の必要性と解釈
３）心電図・モニター心電図の解釈３）心電図・モニター心電図の解釈
４）胸部４）胸部ⅩⅩ線検査と読影線検査と読影部部 線検 読影線検 読影
５）超音波検査と読影５）超音波検査と読影
６）血液ガス分析の必要性と解釈６）血液ガス分析の必要性と解釈 21



臨床推論と疾病病態

３Ｐのうちのフィジカルアセスメントに関する科目

臨床推論と疾病病態

科目目標科目目標 １ 症候ごとの臨床推論の進め方について理解する１ 症候ごとの臨床推論の進め方について理解する

担当臨床教授（医師）担当臨床教授（医師） ５名５名 大学院教員大学院教員 ２名２名

科目目標科目目標 １．症候ごとの臨床推論の進め方について理解する。１．症候ごとの臨床推論の進め方について理解する。
２．クリティカル領域で遭遇する症状に対する的確な２．クリティカル領域で遭遇する症状に対する的確な
臨床推論ができる。臨床推論ができる。

授業内容授業内容 １．フィジカルアセスメントの重要性と看護師としての臨床推論１．フィジカルアセスメントの重要性と看護師としての臨床推論
２．各症候の臨床疫学的頻度２．各症候の臨床疫学的頻度
３ 般的な訴えと臨床推論の実際３ 般的な訴えと臨床推論の実際３．一般的な訴えと臨床推論の実際３．一般的な訴えと臨床推論の実際
１）発熱１）発熱
２）胸痛２）胸痛
３）腹痛３）腹痛３）腹痛３）腹痛
４）意識障害４）意識障害
５）呼吸困難５）呼吸困難
６）全身倦怠感６）全身倦怠感６）全身倦怠感６）全身倦怠感
７）けいれん７）けいれん
８）浮腫８）浮腫
９）嘔吐・下痢９）嘔吐・下痢９）嘔吐 下痢９）嘔吐 下痢
１０）ショック１０）ショック
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３Ｐのうちの臨床薬理学に関する科目

臨床薬理学特論 担当臨床教授（医師）担当臨床教授（医師） ２名２名 大学院教員大学院教員 ３名３名

科目目標科目目標 １．人体における薬物動態を理解する。１．人体における薬物動態を理解する。
２．クリティカル領域で用いる薬物療法と薬物と生体との反応機序２．クリティカル領域で用いる薬物療法と薬物と生体との反応機序
に 理解するに 理解するについて理解する。について理解する。

３．治療のための安全な処方計画が立案できるための知識を理解する。３．治療のための安全な処方計画が立案できるための知識を理解する。
授業内容授業内容

１．薬物動態の理解１．薬物動態の理解
１）薬物の体内動態：吸収、体内分布、代謝、排泄１）薬物の体内動態：吸収、体内分布、代謝、排泄
２）生体内の情報伝達システム：薬物受容体２）生体内の情報伝達システム：薬物受容体
）薬物 体内動態に影響を与える要因）薬物 体内動態に影響を与える要因３）薬物の体内動態に影響を与える要因３）薬物の体内動態に影響を与える要因
４）薬理遺伝学４）薬理遺伝学
５）発達段階と薬物動態：胎児、新生児・乳児、幼児・小児、高齢者５）発達段階と薬物動態：胎児、新生児・乳児、幼児・小児、高齢者
６）病態時における薬物動態６）病態時における薬物動態 腎疾患 肝疾患とクリアランスなど腎疾患 肝疾患とクリアランスなど６）病態時における薬物動態６）病態時における薬物動態 腎疾患、肝疾患とクリアランスなど腎疾患、肝疾患とクリアランスなど
７）薬物の相互作用（薬と食品の相互作用を含む）７）薬物の相互作用（薬と食品の相互作用を含む）

２．クリティカル領域における疾病に対して用いられる薬物の理解２．クリティカル領域における疾病に対して用いられる薬物の理解
１）呼吸器系作用薬１）呼吸器系作用薬 ２）循環器系作用薬（血液含む）２）循環器系作用薬（血液含む）１）呼吸器系作用薬１）呼吸器系作用薬 ２）循環器系作用薬（血液含む）２）循環器系作用薬（血液含む）
３）中枢神経、自律神経系作用薬３）中枢神経、自律神経系作用薬 ４）消化器系作用薬４）消化器系作用薬 ５）化学療法薬５）化学療法薬

３．薬物の安全管理と処方３．薬物の安全管理と処方
１）薬物の適用法と処方：医薬品の剤形 医薬品の種類 処方箋の書き方１）薬物の適用法と処方：医薬品の剤形 医薬品の種類 処方箋の書き方１）薬物の適用法と処方：医薬品の剤形、医薬品の種類、処方箋の書き方１）薬物の適用法と処方：医薬品の剤形、医薬品の種類、処方箋の書き方
２）薬物の有効性と安全性：薬物毒性、薬の副作用など２）薬物の有効性と安全性：薬物毒性、薬の副作用など
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３Ｐのうちの病態生理学に関する科目

病態学特論 担当臨床教授（医師）担当臨床教授（医師） １０名１０名 大学院教員大学院教員 １名１名病態学特論

科目目標科目目標
１．病態生理を通して、クリティカル領域における頻度の高い疾病の理解ができる。１．病態生理を通して、クリティカル領域における頻度の高い疾病の理解ができる。頻頻
２．患者に起こっている症状を臨床推論し、診断につながる疾病の理解ができる。２．患者に起こっている症状を臨床推論し、診断につながる疾病の理解ができる。

授業内容授業内容
１）講義１）講義１）講義１）講義
（１）病態生理と臨床症状（１）病態生理と臨床症状
（２）心臓・血管の動きと心音（２）心臓・血管の動きと心音
（３）血液は何をしているのか（３）血液は何をしているのか
（ ）水と電解質 病態生理（ ）水と電解質 病態生理（４）水と電解質の病態生理（４）水と電解質の病態生理
（５）がんの生物学（５）がんの生物学

２）演習２）演習
（１）心不全の機序と分類に応じたアプローチ（１）心不全の機序と分類に応じたアプローチ（１）心不全の機序と分類に応じたアプロ チ（１）心不全の機序と分類に応じたアプロ チ
（２）肺の生理からみた呼吸管理（２）肺の生理からみた呼吸管理
（３）全身麻酔の作用と呼吸循環に与える影響（３）全身麻酔の作用と呼吸循環に与える影響
（４）中枢神経異常の局在診断（４）中枢神経異常の局在診断
（ ） ギ の考え方と免疫疾患（ ） ギ の考え方と免疫疾患（５）アレルギーの考え方と免疫疾患（５）アレルギーの考え方と免疫疾患
（６）消化システムからみた疾患と臨床（６）消化システムからみた疾患と臨床
（７）病理解剖で分かること（７）病理解剖で分かること
（８）視覚のメカニズムと臨床（８）視覚のメカニズムと臨床（８）視覚のメカ ズムと臨床（８）視覚のメカ ズムと臨床
（９）聴覚・平衡覚のメカニズムと臨床（９）聴覚・平衡覚のメカニズムと臨床
（１０）痛みと鎮痛のメカニズム（１０）痛みと鎮痛のメカニズム 24



修得する医行為とカリキュラムとの関連修得する医行為とカリキュラムとの関連
診察・包括的健康アセスメントの場合診察・包括的健康アセスメントの場合

診察診断診察診断 診察 診断 実際診察 診断 実際 統合実習統合実習

講義講義 演習演習 実習実習

診察診断診察診断
1)1)病歴の取り方病歴の取り方
2)2)診察の方法診察の方法
((フィジカルアセスメント）フィジカルアセスメント）

診察・診断の実際診察・診断の実際
１）クリティカル領域で１）クリティカル領域で
遭遇する症状における遭遇する症状における
事例での診察 診断の事例での診察 診断の

統合実習統合実習
＜総合診療科の実習＜総合診療科の実習

２単位＞２単位＞

１）患者に応じたフィ１）患者に応じたフィ
ジカ メジカ メ

((フィジカルアセスメント）フィジカルアセスメント）

3)3)診察に伴う検査の診察に伴う検査の
必要性と判断必要性と判断
①胸部①胸部ⅩⅩ線・超音線・超音

事例での診察・診断の事例での診察・診断の
実際実際
①腹痛①腹痛
②発熱②発熱

ジカルアセスメントジカルアセスメント
等を実施し、包括的等を実施し、包括的
に健康をアセスメンに健康をアセスメン
トできるトできる波検査と読影波検査と読影

②血液ガス分析の②血液ガス分析の
必要性と解釈必要性と解釈

臨床推論臨床推論

②発熱②発熱
③意識障害③意識障害 などなど

検査の解釈と実施検査の解釈と実施
１）症例のＸ線・超音波１）症例のＸ線・超音波

トできる。トできる。

臨床推論臨床推論
１）臨床推論の実際１）臨床推論の実際
①発熱①発熱
②胸痛②胸痛

の読影の読影
２）動脈採血の方法と２）動脈採血の方法と
シミュレータを用いてのシミュレータを用いての

実習前実習前OSCEOSCE試験試験
１）クリティカル領域１）クリティカル領域
で遭遇する事例でで遭遇する事例で②胸痛②胸痛

③腹痛③腹痛 などなど 実施実施
で遭遇する事例でで遭遇する事例で
フィジカルアセスメフィジカルアセスメ
ント等を実施し、包ント等を実施し、包
括的に健康をアセ括的に健康をアセ
スメントする。スメントする。
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修得する医行為とカリキュラムとの関連修得する医行為とカリキュラムとの関連
人工呼吸器のウィニングと抜管、気管挿管の場合人工呼吸器のウィニングと抜管、気管挿管の場合

病態生理病態生理 治療 必 な技術治療 必 な技術

講義講義 演習演習 実習実習

病態生理病態生理
肺の生理からみた呼吸肺の生理からみた呼吸
管理管理

呼吸器に関する課題呼吸器に関する課題

治療に必要な技術治療に必要な技術
１）呼吸管理の技術１）呼吸管理の技術
①人工呼吸器の基礎的①人工呼吸器の基礎的
理解理解

統合実習統合実習
＜ＩＣＵの実習：２単位＞＜ＩＣＵの実習：２単位＞

①人工呼吸器を装着①人工呼吸器を装着
した患者の状況を包した患者の状況を包呼吸器に関する課題呼吸器に関する課題

１）ＣＯＰＤ急性増悪１）ＣＯＰＤ急性増悪
((人工呼吸器含む）人工呼吸器含む）
２）肺炎２）肺炎

理解理解
②人工呼吸器装着中の②人工呼吸器装着中の
患者の離脱の時期の患者の離脱の時期の
判断判断

した患者の状況を包した患者の状況を包
括的にアセスメントす括的にアセスメントす
る。る。
②医師の指示に基づ②医師の指示に基づ

３）喘息症状の管理３）喘息症状の管理
４）病態に応じた人工呼４）病態に応じた人工呼
吸器の使用吸器の使用
①換気障害①換気障害

③気管挿管・抜管の方法③気管挿管・抜管の方法
④気管挿管の実際④気管挿管の実際
（シミュレータによる）（シミュレータによる）

②医師の指示に基②医師の指示に基
き患者の離脱と抜管き患者の離脱と抜管
の時期を判断し、実の時期を判断し、実
施する。施する。
＜周術期実習 ２単位＞＜周術期実習 ２単位＞①換気障害①換気障害

②低酸素②低酸素
＜周術期実習：２単位＞＜周術期実習：２単位＞

①手術患者の状態を①手術患者の状態を
包括的にアセスメント包括的にアセスメント
する。する。
②手術患者の気管②手術患者の気管
挿管のリスクを把握挿管のリスクを把握
し、患者に適した挿し、患者に適した挿
管を実施する管を実施する

シミュレーションシミュレーション
「クリティカルな事例が変化を起こした時「クリティカルな事例が変化を起こした時
の患者の状況判断とその対応」の患者の状況判断とその対応」
例例 術後患者の人工呼吸器離脱場面術後患者の人工呼吸器離脱場面 管を実施する。管を実施する。例例 術後患者の人工呼吸器離脱場面術後患者の人工呼吸器離脱場面
などなど
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統合実習（１２単位）統合実習（１２単位）

診察 包括的健康アセスメント診察 包括的健康アセスメント
周術期（消化器外科）周術期（消化器外科）

診察・包括的健康アセスメント診察・包括的健康アセスメント
の実習（総合診療科外来など）の実習（総合診療科外来など）

周術期（消化器外科）周術期（消化器外科）

周術期（呼吸器外科）周術期（呼吸器外科）

ＩＣＵＩＣＵ

救命救急センター救命救急センター 入院

ＣＣＵＣＣＵ

ＨＣＵＨＣＵ

救急外来救急外来

ＯＮＣＵＯＮＣＵ

プ実 単プ実 単スキルアップ実習（２単位）スキルアップ実習（２単位）

27



教育方法の工夫教育方法の工夫

○シミュレータを使用し、学生自身が技術のスキル○シミュレータを使用し、学生自身が技術のスキル
アップを図る。アップを図る。アップを図る。アップを図る。

○系統的に一貫した教育ができるように、同じ医師が○系統的に一貫した教育ができるように、同じ医師が○系統的に 貫した教育ができるように、同じ医師が○系統的に 貫した教育ができるように、同じ医師が
一連の講義一連の講義ーー演習演習ーー実習に関わるようにしている。実習に関わるようにしている。

○臨床現場のリアリティな事象を用いて、授業を展開○臨床現場のリアリティな事象を用いて、授業を展開
している。している。している。している。
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指導体制指導体制

○○臨床教授（医師）を中心とした指導体制臨床教授（医師）を中心とした指導体制

○大学院担当教員は評価責任を担い、指導体制○大学院担当教員は評価責任を担い、指導体制
を調整を調整を調整を調整

○大学院カリキ ラム検討委員会 教授会○大学院カリキ ラム検討委員会 教授会○大学院カリキュラム検討委員会、教授会、○大学院カリキュラム検討委員会、教授会、
臨床教授会を開催臨床教授会を開催
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／空二］   

看護業務実態調査の結果について（前回の宿題事項）  

、看護師が行う医行為の範囲に関する研究（速報）  

（平成22年度厚生労働科学特別研究事業主任研究者防衛医科大学校教授前原正明）  

■資料4－1施設区分別回答状況、散布図  

資如＿  

・〔  

資料4－3   

〔  

資料4－4  

〔  

1．特定機能病院 2．特定機能病院以外の病院 3．診療所（有床診療所）   

4．訪問看護ステーション   

看護師・認定看護師一専門看護師別回答状況、散布図   

看護師（専門看護師と認定看護師を除く）t認定看護師・専門看護師別   

病床区分別回答状況、散布図  

1．20～199床．2．20d～499床 3．500床以上   

医療処置項目別回答状況   

1．「現在看護師が実施」の降順リスト（医師・看護師）   

2．「今後看護師の実施が可能」の降順リスト（医師・看護師）   

3．「今後について」図（医師・看護師）  

資料4－5「現在看護師が実施」から「今後看護師の実施が可能」へのベクトル図  

〔  
全体、カテゴリー別  

資料4－6 「現在看護師が実施していない医行為についてその理由」  

及び「看護師が実施している状況」に関する集計結果   

資料4－7 第3回チーム医療推進のための看護業務検討ワーキンググループ訂正資料  

〕   

回りこキンググループ提出予定  

「現在看護師が実施」の回答割合が低い項目に「現在看護師が実施」と回答した  

回答者の属性分析  

※この結果は速報値により、今後変更の可能性があります。  



●施設区分別回答状況：1．特定機能病院 （n＝2月92）  

医療処置項白   

■  動廓ラインからの採血   

2  直接動脈穿刺による採血   0．鍋  3丁．4艶  82．8％  15．4‰  47．3，i  0．3％  55．0％  45．0％  5．3，i  a9．丁％  
3  動脈ラインの抜圭・圧迫止血   25．1鶉  1†．2，G  88．的  58．8，ら  32＿0％  24．3，島  23．0％  丁7．0％  47．噂  30．0ウi  
●  トリアージのための檎繊査の実施の決菜－   3．5％  36．g％  63．1！i  靂7．19i  46．1％  2．8鴬  48．3％  51．丁％  丁．8％  43．8％  
l  トリアージのための検体横ま特集の評価   2．9％  58．7馬  41．3％  丁．5％  33．8％  1．5篤  TO．1％  2≦I．9％  3．3繁  26．5％  
○  治療効果判定のための検体検査の実施の餞虐   1．6‰  55．0＄  45．0％  10．2％  34．8％  1．1，i  Tl．1％  28．9％  2．9！も  28．0％  
l  治療効果判定のための検体検査結果の評価   1．8‰  了2．9％  2了．1％  3．g％  23．2％  1．1％  84．9駕  15．1％  1．9％  1a．2％  
l  手術前陸生の夷施の決定   T．2篤  49．6％  50．ヰ施  18．8％  31．8％  0．鍋  β2．6％  3丁．4％  7．9弘  29．即i  
8  単軌線纏影の実施の決定   0．8％  43．8％  56．2％  17．9％  38．2％  0．8％  51．0鴇  49．0％  8．8％  40．2％  
lO  単純X線楓影の画像詳優   1．之％  了4．6％  25．4％  5月乳  之OA覧  0月篤  80月乳  1g．6％  t．8％  17．8覧  
ロ  0．3％  丁5．2乳  24．8％  2．1％  22．7％  
l之   0．1％  92．3％  丁．丁％  0．3％  丁▼5％  

了8．2，i  41．8％  3¢．5鳥  10．2鴇  49．6％  50．4％  21．3％  2乱0％  
6．7‰  3臥5％  0，3％  84．0％  1t芦．0％  0．9％  15．1＄  

t5  経腹部的廉胱超音虞検査【残昂滑走8仰の果施の決定   59．5亀  19．6％  39．9％  ヰ．5％  52．8％  4了．4‰  16．3％  3T．1％  

ll  縫腹部的膀胱超音波検査（棲尿測定目的）の奥施   6⊆l．3％  之0．4鴇  4臥9施  丁．1％  50．5％  49．5％  †丁．丁％  31．8％  
打  腹節超昔滴検査の実施の決定   42．ヰ％  10．1％  82．3％  0．之％  71．6％  28．4鴇  3．3鶉  25．1鴇  
t8  醜静超音波検査の実施   0．2ち  4丁．梢  52．4％  4．8％  4丁、6％  0．2％  69．2，i  30，】摘  2．4％  之乱4％  
一旬  腹書l超音波桟茸の結集の評価   0．0≠  丁6．0字i  24．0！も  2．1篤  之1．9％  0．1％  90＿9％  9．1蒐  0．3‰  8，7％  
き○  心鼎鰻音波検壬の累施の決定   0．ユ‰  59．6％  40．4％  19％  32．5％  0．2％  76．8％  23．2鴇  1．9％  2I．3％  
2t  心廠超音歳検査の実施   0．2％  48．耶島  引＝偶  4．2％  46．9％  0．2％  74．2篤  25．8％  1．9％  23．8％  

22  心蔽組音波検査の綺羅の評価   0．之％  丁8．49i  21．6％  2．5％  19．0％  0．2ウi  92．6％  7．4％  0．2％  丁．2％  
王I  在勤腑超音波検査の露施の決定   10．2％  34．3％  0．1％  丁6．2篤  23．896  2．1％  21．8＄  
24  表在超音波検量の爽施の決定   10．8％  35．一宮  0．5鼠  Tl．1％  之8．9％  3．3％  25．6！i  

0，8艶  70．0％  30．0！i  4．0％  26，0熟  
ヱl  術後下肢劇廊ドップラー検査の実施の決定   15．2！i  53．7％  46．3％  之1．8％  24．5篤  

之丁  ほ誘軋b毛凪楓土の棄施の決定   87．2％  26．8％  7且2！i  52，0％  2†．1％  

加  t2誘軌♭棚橡玉の輿施   70．8％  5．1％  94．g弘  82．4％  ほ由  
旦9  t2陳平心t田横壬の鋳鋼の評価   丁．8％  58．6％  ヰl．4％  †5．8％  25．8％  

勺0  8．鍋  38．7％  巳t．ユ％  24．1％  ユ丁．2鴇  

】1  60．ユ％  28．6％  32．血  1g．9，i  80．1％  52．2乳  之丁．9％  

32   31．5鶏  28．5，i  3．4％  57．ヰ％  42．6％  17．1％  25．5％  

狙  染瀬感受性横生臭施の決定   20．2％  3ヱ．8％  0．4，i  67＿†％  32．9鶏  6．0熟  之6．9ウ8  

糾  纂菌検査の実施の決定   22．朋i  34．0！i  1．丁9昌  58．2％  41．8％  10．9‰  30．猶  

3S  貫首捜査の結果の評価   14．0覧  26．元  0．鍋  73．9％  26．1％  5．5％  20．6％  

朋  ■辛■攣検葦稟随の決定   2．0％  41．7≠  58．3！も  22．7％  35．6弘  1．1％  64．0臨  36．0ウi  丁．9鴇  28．用  
ユ7  ●亨横葦の実施：スワブ羞   31．3％  14．5％  85．5％  5丁．5％  28．0％  36．2％  31．8％  68．号％  4【l．7％  1乱5％  
18  薬物血中濃度検査（TDH）実施の決ま   1．1％  45．3％  54．7％  18．5％  38．ヱ％  0．9％  67．ヰ％  32．6％  5．之％  21．5艶  
的  スパイロメトリーの実施の洩層   1．4％  4丁．3ウi  52．7％  柑．1！i  33．8％  0．9  郎＝鮪  乱Il  ■丁砺  2g．†熟  

0．3  78．7t  23．‡■  ・乞軋  20，丁％  

42  膀胱内圧測定実施の儀虐   0．8％  TO．8％  29．2！i  8．5‰  ヱ0．8％  0．0％  丁6．0％  24．0％  ．2．6％  2T．4％  

亜  膀胱内圧封定の策億   1．7％  69．8％  30，2‰  6．†％  24．1％  

41  血流評価検査【AOレPWV／SPP）検査の実施の決定   0．6％  48．5％  51．5‰  16．9％  34．6篤  0．2％  75．2％  24．8％  3．3％  21．5％  
1S  血流評価検査仏B刑V／SPP〉嶺萱の巽鹿   4．5％  28．7％  71．3，i  28．3％  43．0％  1．3鴇  69．3％  30．7％  5．3％  25．4％  

ヰl  血流評価桟糞仏BMP〟V／石戸P）検壬の葛果の評価   0．6！i  66．4酪  33．6％  9．ユ％  24．即島  0．3％  8t；．了％  T3．3％  1．4払  1．1．9％  

■1  骨密度検王の実施の決定   0．6％  42．6払  57．4免  20．6％  3‘き．7％  0，2！i  6ユ0％  3丁．0％  7．4％  29．6％  

骨密度検壬の無慮の評価   0．之％  5丁．5％  42．59乙  12．6臨  2g．9％  D．2ウも  77．3％  22．7鴇  3．丁％  ．19．0％  

t■  喋下達影の奥施の決定   0．6篤  52．7貼  4丁．a％  t3．5％  33．8％  0．2％  62．5％  3了．5％  5．之％  3呈．3ウi  

0．之％  5乱5臨  40．5％  11．g％  ユ8．6ヽ  0．用  68．8％  al，ヱ％  3．さ％  2了．9寓  

0．0％  丁3．摘  26．1％  3．3‰  之2．9％  0．0鵠  84．丁％   

ロ  根底検査の央施の決定   0．2％  53．9界  18．1ヽ  l乱8！i  32．3％  0．1！i  73．0％   
眼底検査の夷施   0．2％  5丁．  4乱Ol  7．ユ  35▲6駕  0．4払  丁4．4篤  25．6％  3．5％  22．T篤  

由  眼底検査め結果の評価   0．0％  80．5≠  1鋸沌  乙7l  16．8l  0．0熟  90．5≠  且剖l  0．4％  9．1翳  

l汚  腫¶活性化凝固時Ⅶ〉の測定夷施の決定   5．ヰ％  35．61  糾．4l  弧q筆  34．4鴇  2，9％  61．61  加．硝  10．4％  28．0％   

【現在について】  

・A（現在暑蹟肝が集施している）：すべての回曹（①「この匡行為は尭施さ九ていない」を五択した国香を除く．）のうち、②一瞥泣群が垂足している」を選択した四季の割合   

【サ睦lこついて】 代現在について】で、①rこのE簡■靖■古れでいない一モヨ択した印書書は、【今後について】の回答はしていない）  

†8（医師が来臨ナぺき）：すべての回答のうち、㊥r脚■∫べ書一婁■択した卓書¢れ合  

一C搾脚が芙応可謄）：すぺての回答のうち、細■曲が可tニー■■1■J⑪r■櫨嘩の来島が可肘特定看■嘩（伝削」のどちらかを遭航した回答の割合  

・D（肴は紆一敗〉  ．すべての回答のうち、⑨r■■■の纂■が可tユー■t■■」僅王れした回答の割合  

・【（特電看蹟臍（偏削 二すべての国事のぅち、⑥r●t■瑚叫帥呵■州境書Ⅱ■（榊）」春男択した回答の割合   



引  気管カニューレの選択■資換   

椅  人工呼吸管理下の鎮静管理   

1．7％  41．8％  58．2％  6．鍋  51．8！i  3．2％  44．0％  5t芦．0篤  4．8‰  51．2％  

42．5！i  17．1酪  82．9％  59．鍋  23．1鵠  46．1％  13．3％  86．丁乳  65．4％  21．3％  

4丁．5％  10．3％  89．7％  60．8％  29．ヰ覧  50．5％  14．7％  85＿3％  59．2％  之6．1％  
6．8温  48．3％  53．7篤  1：I．4％  40．3％  8．1払  39．6篤  80．4！i  ．8．1％  52．2乳  
0．即i  58．6％  41．4鴇  5．0％  36．3覧  0、2％  71．4％  28．8％  2．0％  26，6％  
21．1％  34．澗  65．3％  31．7鼠  33．6％  15．6％  42．7％  5丁．3匁  15．6％  41．丁％  
1之．9覧  32．4弾  67▼6‰  27，0％  40．8％  8．4％  55．0％  45．0弘  9．8％  ユ5二2％  

丁5  表飢ぐ非感染軒畑縫合：皮下細織塵でl手術鼻外で）   0．ヰ％  59．も％  40．ヰ％  5．0％  35．4％  0．1％  74．6％  25．4％  1．3鵠  2ヰ．1，も  

70  非感染創の縫合：皮下組織から筋層まで（手術塵外で）   0．8％  7T．4％  28．6％  3．0，i  之5．6鴇  0，1％  88．6％  11．4％  0．5‰  10．99i  

77  医療用ホッチキスの使用（手折玉外で）   

10  体賽面創の抜糸・抜的   

了ヨ  動脈ライン確保   

末縞静脈挿入式静脈カテ一千JHP把¢）挿入   

．且ユ  膵管・虐管チューブの管理：洗浄   

鋸  廊管・止管チューブの入れ替え   

■鰹Fレーシ低圧特種吸引中の吸引圧の蘭雇・変更   

l†  ●l書ドレーン接去   

●1  ■肝レーン短切（カット）   0．8覧  40．蛸  5≦l．ヰ％  2ロ．1％  39．3，古  0．2％  65．8％  34．2％  丁．7％  之6．5％  
●l  r一ヰ的ベースメーカー」の操作・管理   3．3！i  53．ユ％  46．7鴇  8．0％  4（】．丁％  7．8％  84．7％  35．3％  8．†％  2丁．ヱ矩  
■l  r一繹的ペ⊥スメーカーJの槙圭   0．0鴇  59．0覧  41－0臨  8．8％  32．4篤  0．叩  85．4％  14．6％  0．8％  13．8！i  
P伊S腑の管瑠・穣作   1．1≠  62．2％  31．8鴇  2．7％  35、1％  3．0％  7g．3鴇  20．7％  2．1％  18．6≠  
訓；  大動脈′くルーン′くンビングチューブの捜査   0．0†i  丁6．0％  2ヰ．0覧  2．3％  21．7％  0．2％  93．5％  8．5！i  0．2笥  6．8％  
叩  小児のCT・MR【検ま時の帥爽■の決定   D．耶i  88．8％  33．2，乙  8．用  25．1駕  0，4覧  81．6％  18．4％  ヱ．8％  15．8％  
98  小児のCT・MRl検査周の鏑静の稟鷹   3．0，i  81．6貼  38．4％  10．4％  之7．9％  8．4％  74．4％  之5．6％  g．6弘  18、0，i  
99  小児の臍カテ㌻臍勤脈の■液揮確保   0．0！i  71．丁％  28．3％  ヰ．2％  之4．2％  0．0！i  9之4％  丁．6％  0．0％  7，6！i  
11坤  幹細胞移ぜ：接続と滴散印暮   

102  彊同・腎歴カテーテルの絶入及び鰻去劇決定   1丁．丁％  32．3％  即．7％  3丁，29i  80．4‰  42．8％  20．4％  Tg．8％  59．7％  19．g鴨  

t03  導尿・曾置カテーテルの挿入の果描   5丁．9％  10．2％  89．8％  66．2％  23．β％  82．1％  丁．4％  g2．8％  84．7貼  丁．9％   

【現在について】  

・A（現在看護印が冥施している）：すべての回答t①rこの匿行為は翼長されていない一を選択した回答宇除く。）のうち、③r看護師が実施している一を邁択した回答の割合  

（今後について】 （【塊在について】で．①「この旦斤▲は軸されてい¢いJ看過択した師看は、【今後lこついて】の回答ほしていない）  

・8（医師が実施すべき）：すべての四季のうち、＠I正■が募集ナべき」喜■択した回答の割●  

■C〔看吐防が果臨可肘：すべての回答のうち．即■■鴨場ほ‖腋が司■：一曲■覆■J肘■■騎の実施が可能こ特定者旺師腰削」のど与らかを退撰した回書の割合  

■D（■■■一般）  ：すべての日管のぅち、啓一■旺鋳の裏梅が可蛇：一般看臨時Jを選択した回苔の割愴  

・引輔丈■■書（犀剛：ナべての国事のうち、⑥l■辻師の束托が可托：疇定看護即位削」を遇択した回答の割合   



（医師816、者護師1．椚8）  

医瓜処置項冒   

†0l  飲水の開始・中止の決定   

l鴫  食事の隣地・中止の決克   8．ヰ†i  39．8％  60．4％  23．6％  36．8％  11．9％  ユ4．坤  丘5．6覧  之丁．3％  叫声  

8．耶i  34．了隠  85．3％  2乙ユ％  43力％  11．q覧  35．1％  64．9％  18．2‰  46．了覧  

自．0嵐  コ6．1％  63．9％  18．拍  44．†％  5．即与  43．59i  56．5施  T2．3％  44．2％  

叩l  小児の経口電解乳液の細始と濃度．曇の決定   4．6弘  45．3％  54．7％  14．綿  40．0％  2．2‰  58．3％  41．丁％  5．3弘  36．4％  

血  腸ろうの管理、チューブの入れ替え   3．5弘  48．4†i  51．6％  11．0％  40．百％  1．3％  69．3％  30．7％  3．8弘  26．9％  

lll  円ろう、謄ろうのチューブ抜去   5．4％  35．2％  64．8弘  20．1％  44．7％  1．8％  55．1覧  44．9％  10．7％  34．2％  

ロ  橙菅栄虞用の■管の挿入、入れ替え   1T．0％  2g．1％  TO．9％  28．即i  ヰ2．用  1⊆l．5鴇  32．7％  即．3％  36．丁％  30．8％  

Ht  肯ろうチ1一ブ・ボタンの交換   4．3％  35．8％  84．4％  1！〉．4％  ヰ5．0鴇  2．即ふ  55．4％  4ヰ．6覧  9．9％  34．7％  

膀胱ろうカテーテルの交換   3．5笈  38．2％  6†．8％  16．1％  45．7％  乙硝  65．2臨  34．鍋  5．8％  2g．0％  

lIl  安静度・活動や滞j粟の範囲の決定   16．9％  2（i．5％  丁3．5％  38．鍋  ユ丁．2弘  別．鍋  25．5％  74．5％  40．5％  34．0％  

」l胃  騨鮭の間絶と解静の判断   柑．8篤  28．6％  Tl．4％  3占．5鮎  35．拍  主8．きl  ヱ9．2％  70．措  38．3％  a2．6覧  

11l  拘束の聞崩と解除の判断   封．耶i  1乱5％  80．5鴇  45．4％  a5．q％  55．跳  1丁．6％  8之．4％  58．5鴇  22．g％  

tlT  全身麻酔の導入   0．3弘  印．1≠  16．9払  0．8％  T6．†％  0．ヱ％  89．之％  10．8％  0．4覧  川．4％  

‖l  輪中の麻酔・呼吸・惜壇管理（瞬酔虞魔の調軋鳶榊・且素月与濃虎．輸液1攣の甘露  0．0％  83．0％  ユ丁．0％  1．6％  35．4鴬  0．2，i  85．5％  14．5％  0．8％  T3．7％  

0．0％  73．¢％  26．4％  0．引i  25．9％  0．6％  85．8篤  14．2％  1．2％  13．1鴇  

0．0施  84．1，i  15．g％  0．5％  T5．4％  0．2％  g2．6％  7．4％  0．4％  丁，0％  

丁．0覧  39．4％  80．8％  11．鏑  48．8鵠  8．†％  65．1弘  34．摘  10．ヰ％  24．6弘  

0．0鶉  90．0％  10．0％  0．4％  9．6％  0．2％  95．9弘  4．1％  0，0覧  4．1％  

1】  硬膜外チューブの抜圭   1．0，i  48．2％  53．8，i  T9．踏  34．1％  2．6％  6G．5％  33．5％  8．T％  25．4％  

」丘1  皮膚表面の麻酔（注射）   0．0％  60．7％  39．3鴇  5．0％  34．3％  0．3篤  丁5．1％  2ヰ．9％  3．5％  2†．3‰  

は．  手術執刀優での準備（体位．消蕾）   16．7％  之7．6％  丁2．4％  34．6鴇  37．8貼  21，0％  43．2％  56．8鶉  30．9％  25．9％  

手垢時の敗戦や手簡戦機の把持及び保稿（手稲の罷－・第二跡引   3．6％  a6．7‰  63．3％  17．綿  ヰ5．4鼠  3．q‰  69．鴫  3q．2％  8．5乍i  且1．了％  

手術時の嵐器や手術器械¢把持及び保持【気管切開零の小手術助手）   5．9％  27．5％  72．5％  24．丁％  47．8％  3．0％  83．9％  36．†％  1†．2％  2ヰ．8‰  

7．5％  33．ロ％  6丁．0％  1丁．1％  49．9％  臥4ウも  63．3％  36．丁％  11．6％  25．1弘  

1T．5賂  38．2％  61．8％  21．0†；  40．8％  11．4％  76．0％  24．0％  11．6％  12．5％  

1▲l  畢輌サマリーの作疇   丁．8％  引．7％  48．3％  15．措  32．6！古  5．5％  85．3％  T4．7％  6．2％  8．5‰  

14．5†i  36．9％  6ユ．1％  22．7％  40．4％  Tg．ロ％  38．2‰  61．8篤  22．5％  3！l．3覧  

57．0％  6．D％  g4．0％  88．9％  25．2％  7B．2鶉  4．5％  9与．5‰  83．0鴇  12．5％  

【  触由職と穐正（▲■）・   18．9‰  35．別i  7．6％  4ユ．6％  56．4％  16．3‰  40．Hi  

正  東縞血書仙⊥ト岬と♯讃＃贈与   61．4‰  29．4％  66．3‰  丁．7％  92．3篤  丁4．4％  17．8％  
＝■弛I  1丁．丁弘  82．3％  耶主．9‰  33．4％  57．2％  15．11  84．6％  63．0％  21．即右  

叫l  屯■■止●事へのt■的醐雫■   1相l  1む蟻  81．6％  ‘＝．3％  4Q．3％  18．1  1¢．3  69．1％  34．2‰  35．5％  

け「  血地坪・仰向■作．血■   乱3t  41．3％  58．7％  Tl．8％  46．8％  10．9％  糾．8㌔  45．了芳  9．0％  36．7％  

1軸  榔由■棚F伽一書■♯t小膿）   ○二7l  5≦I．g％  40．1％  6．g％  33．2％  0．9％  申．幼  Tβ．鍋  0．5潔  1¢．3覧  

出猟  d4．g％  55．1％  18．7％  38．4施  1．之鴇  百丁．壬1  32．8％  4．  28．1％  

＝量■安生  TO．0％  90．0  8乱8！i  31．4覧  3ti．0％  ヱ5．9t  丁4．用  53．9l  ■ 20．2％  

丁．乃  如．5％  82．5％  2丁．晒  ■ 35．1％  3．4弘  町側  35．3％  8．1！i  ヱ7。2％  

邑  82．摘  椚．2％  19．0％  48．3％  0．0弘  蛇．即i  37．4％  5．9％  31．5†i  

2．5％  41．0％  59．0％  16．4％  42．6％  0．0％  6g．9％  コ0．1％  3．5l  26．即i  
】▲1  東陽がん検診：便潜血オーダ（一次スクリーニング）   5．09i  22．9施  TT．1，i  3丁．1％  40．耶i  †．6％  53．5％  4良5％  11．5≠  34．8％  

l●l  1がん検診：祝辞・触静（一柳リーニンケ】   4．3％  35．丁弘  64．3％  1丁、4％  47、0鳥  0．3％  83．9％  コ6．1％  4．9■  31．3％  

I・♯  随血企謁弁抽温択・使陶   了．4％  6丁．9％  32．1％  10．1％  21．5％  22．5％  60．ヰ％  39．鍋  ま3．9％  15．6％  

」l  ■旺刑の邁択・使用   9．1粗  68．誠  31．7％  10．1％  2†．β％  2丁．0％  5乱6％  40．4％  26．4％  14．0％  

l■l  ■同病治療無の選択・使用   8．6臨  TO．印  2g．4l  乱ユ％  20．0％  26．8％  5丁．8％  42．4％  28．1％  18．4％  

【  ♯尿障害治療薬の選択・膚■   丁．4鴇  閲．0％  3之．0％  9．蝿  22．6％  21，8％  悶．2％  36．8‰  22．g％  18．鍋  

1朗  子宮収縮抑制剤の選択■使用   5．7！l  丁3．8％  26．4％  8．4鵠  20．0％  18．4鴇  丁叫％  27．6鴇  †5．g弘  11．丁％  

8．9％  66．4％  3コ．即i  11．2弘  22．4％  23．2％  84．血  a6．0％  22．9％  1ユ．†％  

8．6％  了3．5％  26．59右  9．2％  17．3％  22．9％  6丁．2ウi  32．8％  21．3熟  11．4ウ占  

利尿輌の選択・使用   10．4ウi  64．1弘  35．9％  12、2％  23．6臨  27．1％  5乱ヰ％  40．6％  2丁．4％  13．2％  

1l■  基本的な鞠液：高カロリー輸液   9．1％  55．0％  45．0％  12．帥  32．5％  之5．3％  49．9％  50．1％  之7．4％  22．7％  

1出  指示き九た期間抑二薬がなくなった場合の縦横薬剤【全般】の継鋳使用   13．2％  ユー．5％  由．5㌔  3ヰ．鍋  3コ．丁％  24．9覧  3丁．4％  62．6％  34．6覧  之8．0％   

【現在について】  
・Aく現在モ護師が実施している）：すべての回答【①「この医行為は異廃されてい創りを週択した回寄書除く．）のうち、②r看は師力l墳丘している」書過撰した回答の割合  

【ヰ世l＝ついて】 （【規在について】で．（》l■この医行為l士t■有れていない」書道択した回答有は．【今挟について】の回答はしていない）  

・日【匿飼が菓施すべき）「す六ての回答のうち．④「匿師が稟■すべき」を過択した回音の割合  

・C【■■脚抽可鴨）：すべての回書のうち．⑥rt一書¢纂■が可■：－膿■虞■」釘■脚の11日t可t：特定書証削仮称）」のどちらか喜過択した回答の割合  

・0【看は師一般）  ：すべての回答のうち．⑤r看護師の茶席が可能：一般看吐軌箸盈択した回答の割合  

・E（特定電設師（仮称）：すべての句苓のうち．（彰「嘔吐騎の臭脆が可能二鵠夏毛膿師（伍騒）ユを選択した風苔の割合   



（医師818、看護師1．ヰ78）  

今後について  風狂につい   珊こついて  
A  ． 11  1  G  

笹瞭位置項自   

下嘩七含む）の選択・床用  31．3  軋4％    tは．釧‖ 2皿酬  

1了．3％  35．1％  64．9‰  37，7鶉  27．2％  37．3％  29．4％  TO．6％    47．3‰ 23．3％  
17．8！i  32．1％  巧7．g％  40．9熟  之7．0％  37▼2％  28．7％  Tl＿3％    47．5，i 23＿8‰  
19．用  27．8％  72．4％  44．5％  2丁，9％  ヰ0．1％  22．8覧  77．2鬼    53．5！8 23．7静  
23．0％  30．9％  69．1％  ヰ1．丁％  27．4％  ヰ4．9％  23．6％  76．4％    52．9％ 23．4％  
T9、．8％  3之．7％  6丁．3％  40．8％  2亡；．5％  42．9臨  2ヰ．1％  75．9％    52．8叫 23．摘  
28．3％  36．ヨ％  63．7鴇  37．8％  25．8％  4了．4†も  2良9‰  73＿1篤    5D．5％ 22．6％  

l●  の轟択・使用   27．5％  34．3％  65．7鳥  40．2％ 25．6篤   48．ヰ‰  2¢．6‰  73．4％    与2．2覧 21．2ウ占  
【  岬【小児）の選択・使用   13＿9％  45．1％  54．9弘  ヱ6．1，i  28．7覧  32．2％  48．5％  51．5％    32．粥‖18．5笥  

12．4％  56．8％  ヰ3＿2熟  15．g，i  27．3％  29．9％  57．4鶉  42．6％    28．3％ 14．ヰ％  
1¢．8覧  53．5％  46．5％  21．0％  2【i＿5％  25．3％  52．3％  4了．7ウi    28．1鴬 19．6％  
28．9％  25．4％  74．6％  45．9％  28．7鴇  47．7，i  之0．9％  了乱1％    55．0％ 24．2％  
ユ4．払  21．1％  78．g％  4a．白鼠  35J〕％  78．鵬  lq．1乳  89」9覧    66．g％ 2乱q阻  
2ヰ．5％  43．9％  56．1％  30．8蕗  2亭3覧  42．4％  35．5％  64．与％    小＝摘l‘柑．6弘  
†3．1％  ¢7．6％  3ヱ．4鶉  1ユ．7％  †8．丁％  32．8％  58．6駕  43．ヰ熟    ヱ9．即i13．6％  

叩t  抗不貞爛戒曜邸・使用   15．4％  80．7％  39．3％  j7．9払  ヱ1．ヰ％  封．3％  53．3馬  48．7％    32．3％ 14＿4乳  
lT量  轟プライサーの開始、庇用薬液の選択   2ヰ．0％  29．5％  70．5覧  37．5翳  33．0ち  30．0熟  26．6％  丁3．4％    4：〉．0％ 3D．4酪  
【  蜘■如秦物（抗生剤等）の選択（全身授与、局所投与軒   4．3％  72．3弘  ヱ了．7ウi  8．6弘  21．柑  9．8％  72．1％  27．9％    9．6％ 18．4艶  
正  帥期の決定．変更時闇の決定   2．丁％  丁6．5鶉  23．5％  4．5施  19．0％  5．1％  75．ヰ％  之4．6％    5．9％ 18．7施  

＝ －  45．8艶  54．2鴇  1丁．朋i  3¢．8％  22．用  41．2％  58．8％    26．1矧：柑．7％  
之．3％  79．9％  ヱq．1！i  2．4％  1丁．7％  11．5％  丁6．5％  23．5篤    9．6矧1ほ．9％  
8，9払  82．8％  3了．2覧  8．4％  30．8％  22．ユ％  48，6％  53．4篤    19．即‖二泊．8％  

丁．6％31．7，島  

5．1％  52．5％  47．5鴇  1D．3！i  37．2％  11．7†i  40．2鴇  59．8％    †乱3覧 43．鍋  
E  ■ホ無血ボの確正による薬剤の中止．＃量．変更の決定   2．9！i  TO．8％  29．2％  5．9％  2乱3鵠  5．6％  67．丁％  32．3％    7．8矧l：H．引i  
E  書▲肘■．（雀妊‖＝おける低用量ビル   3．4鴇  57．8％  42．2％  8．鍋  ユ3．6鴇  2．5％  60．0弘  40．0％    3，6％ 3且4％  

血  ナ㌻プからの鎮痛剤の投与【投与量の甜凱   3．9鶉  57．7慮  42．3％  9．4笈  32．9嵐  10．8％  62．0％  38．0％    12．2％ 25．8曳  
＄、1％  ヰ8．D％  57．0鴬  1了．7％  3！l．3％  29．0払  24．5冤  75，5％    39．1％ －36▼ヰ払  

4．1％  52．8幣  47．2％  8．1篤  41．1％  了．3乳  43．6％  58．4鼠    7．1憫IJ柑．3＄  

4．7％  48．9鶉  51．1％  6．6％  44．5％  9，4％  41．1％  58．9％    丁．鍋J 5†．用  

2．咄  54．1％  45．訓‘  4－7弘  41．2％  7．6％  45．4％  54．6％    6．8％ 47．9％  
32．6鶏  11．OIi  89。0％  46．4％  42．8％  73．8％  4．9％  g5．1施    丁4．5％ 20．6賂  
39．3％  15．4笥  84．6％  4了．3芳  ユ丁．3％  51．丁％  23．8覧  78．之鴇    54．†‰ 之ヱ．1冨  
13、2％  20．2％  79．8％  3ヰ．8篤  45．0％  28．8臨  17．4％  82．8％    4ユ．2‰ 39．4％  
5．6払  40．7＄  59，3％  †5．ヰ％  43．8％  4．7慧  51＿4％  48．即i    乱丁馴こ柑．0％  
7．7％  21．3ウi  78．7％  30．了％  48．0％  12．1％  24．3％  75．丁％    34．3％ 41．朋i  
1．之％  6丁．8％  32．2％  11．8％  之0．4％  4．2％  62．8％  朗．09i    1ヱ．丁％ 25．3％  
1．0％  89．4弘  ユ0．触  8．5諷  22．0％  3．9％  76．2‰  23．鍋    8．0％ †丁．g％  

℡  霜で▲柵ワ曲してきた凰肴の死亡確認   1．2％  61．ヰ％  32．も％  7・鱒  25．＄％  l，9％  81．2％  18．8％    2．6％ 18．3％  
マリー（舶♯）の作成   4．1篤  61．5艶  138．5！i  13．4％  25．1篤  ヱ了．5％  59．5乳  40、5！も    之6．4％ 14．用  

36．3鶏  16．5，a  8く）．5％  3丁．了％  ヰ5．8鷺  76．9％  8．1篤  91．3％    60．4％ 31．0％  
薫饗士への書■Il■鮮■【脚■示鋼罫で）   18．5覧  T2．7％  87．3！i  43．5覧  43．8％  26．鍋  14．3％  85．7％    54．4％ 31．3％  

1丁．8％  ヱ3．4鵠  丁¢．¢篤  38．9％  3丁．丁％  35．1覧  1了．2％  82．8鶉    45．朋‖ 37．4％  
ll■  嚢■■瞳・中空連竺ンケの憫   1丁．1，i  14．5％  85．5％  3g．柑  46．3％  25．8‰  21．8％   

5．0％  3†．5％  68．5鵠  24．g％  43．6†i  7．1％  38．5％   
5．9％  3了．1篤  82，9！i  1g．4臨  ヰ3．5％  4．溝  49．7％  50．3罵    8．6％ 41．7％  

王締約精神療法の実施の決定   11．4％  29．8払  70．4％  28．0％  44．4％  12．柑  42．8％  57．4％    1き．8乳 38．6楚  

■者の入腐と退院の判断■   2．4％  78．4賂  2l．梢  5．0％  18．6％  2．5％  75．5％  24．5覧  5．7弘 18．8％   

【現在について】  
・A（暁在智は師が臭揮している1：すべての国軍（①にの匡行員は実施されてし1なしり壬選択した回答を除く。）のうち、①「キ礼節が裏施している」を遭訳した向答の司台   

【キ後について】  く【現在について】で．①「この医帯封よ気絶されていない一舌遥択した回答者kL【号撞l＝ついて】の向幸一よしていない）  

・8（医師が典範すべさ）．すべての由薔のうち、＠ー占鐸が軸丁ぺさ」を遭択uヒ回春の割合  

・¢（蜜Ⅷ印が実施可托）．丁べての回答のうち．⑪r■鵬の和が可■ニー触■■■」◎r■は鋳の実施が可能．簡琵誓巳師（庶怜）」のどちらかを選択した向管の割合  

・ロ（看護軒一如   丁すべての回菅のラち、⑤r毒性師の実施が可能：一般名吐師」を遭択Lた向宰の糾合  

・E【特定肴珠瞬【仮称）こすべての向育のラち、琶Ir音は節の巽施が可能：特写奄旺停（仮称）」書退択」た回啓の割合   



◆施設区分別酔答状況：2．特定棟能病院以外の病院（∩＝4．455）  

（医師1．408、看粗師3．047）  

匡膚処置項旨   

■  動脈ラインの抜去・圧迫止血   

■  トリアージのための検体換査の実施の決定   

■  トリアージのための検体検査結集の評価   

¢  治療勃黒判定のための検体検士の集施の決定   

丁  治療勤果判定のための検体捜王穂先の評価   

手術前観王の果施の決定   

叩  阜鰍せ機影の画像評価   

ロ  m‾、HR臓査の異廉の決定   

l壬  仁一．川場董のⅦ騰評価   

2．4！i  8くi．4雅  36．6％  5．7弘  30＿9％  8．7％  82．8％  1丁．4匁  2．8鵠  14．5％  
12．ユ％  38．朋i  61．8％  31・5単  30．†％  ‖．9％  53．6篤  46．4臨  19．7％  28．7％  

よ○  心■超音波検査の来臨・巾法定   

ヱt  心舶音波検査の果施   

I2  心■超音波検査の編果劇闇■   

廉趨青鷹検査の実■の決定   

27  一之排軋b霊園挨壬の果絡め璃   

鱒  t御心t図検査の菓艦   

lI  感染症検賓lインフ仙＝こ・ザ・ノqウィノ仏寺）の畿■の■■   

83  薬剤感受性捜査■の決定   

jl  真■穣査の実施ゐ決宝■   

15  真鶴♯空の絵筆の評価   

卯  微生一半哺鷹稟施の決雇   

ユ7  生紬学挨壬の稟施：スワプ法   

18  薬穐■中濃廣検蟄【TDH）実施の決定   

Jl  スパイロメトリー巾九■由良琵   

直腸内圧∬定・m内在測定実施の決建   

3．5％  48．0％  52．0％  19．8鴇  32．7覧  2．7％  70．7％  29．3％  丁．2％  22．1％  
0．8覧  59．研i  ヰ1．0弘  14．了％  之8．8％  1．鍋  丁6．9％  23．1％  4．7％  柑．4％  

●亭  膀胱内圧測定の巣箱   之．6％  50．ヰ％  ヰ9．6％  18．0，i  31．6弘  4．丁％  TO．3％  29．7篤  丁．9％  2l，8％  
l■  血鱒■♯茸（A8レPW／SPP）換量の♯■釘決定   1．9％  51．6黙  48．4鴇  18．9覧  ユ†．5％  1．5％  了3．4覧  26．6鶉  ヰ．8％  2†．7％  

．嶋  ＝     ＝・・こ ・  ・・甘 － J   4．1％  34．も乳  85．4％  之5．5乳  調．9％  1．1鴇  66．1％  33月％  6．6乳  2了．3％  
ll  血讃評価棋王〔卿WV／＄肝瀬まの醐瑚   0．6％  糾．6！8  35．ヰ％  10．引i  25．0％  0．4篤  83．6％  18．ヰ弘  2．1笈  †イ、3l  

†．6％  45＿即i  54．与％  20．6％  33．9駕  1▼7翳  6之．台％  37．丁％  10．5％  27．2％  

骨密度検査の結果の評価   0．99i  58．1％  41．9鴇  †2、1笥  29．8％  0．5％  74．0％  26．0％  5．0％  21．0％  
1l  蟻下追給の稟施の決定   2．0％  51．9％  48，1闇  13．1乳  35．0％  2．3％  58．0％  42．0％  丁．7弘  34．2＄  
噴下内視鏡嶺査の果施の決定   1．4覧  5丁．8終  ヰ2．4％  9．ヱ覧  33．3％  l．8‰  65．D％  85．0‰  5．8弘  29．2％  
如  轄下内視鏡検査の実施   0．8偽  丁6．2％  2：】．8％  4．8％  1g．4艶  0．3！8  82．4篤  17．8鶉  1．5％  18．†％  
葛才  眼底検量の奥臨の決定   0．8鴇  53．4賂  4ti．6％  12＿2粗  封．4％  1．8鴇  71．1鶉  之8．9％  5．9鴇  23．0％  

2．3ち  58．5宇島  4†．5！与  9．0％  ユ2．6％  4．8％  68．2鼠  31．8％  8．6覧  23．2％  
ら  眼底検量頑噂儒沌儲相   0．4％  丁9．3％  20．7％  3．6％  17．0％  0．2覧  87．9弘  12．†％  1．6％  TO．5％  
魯  ACTほ性化細Ⅶ〕の珊定異施の決定   8．2％  39．4％  60．梢  Z6．7％  3ヰ．0％  5．石駕  63．之％  38．8％  12．2％  2ヰ．6％   

【現在について】  

・A（現在響鱒師が茶席している〉：すべての個儒祇）「この匿行為は舞血書れていない」奇遇択した回答モ象く。）のうち、◎r看皿節が実施している】看遇択」た回答の割合   

【中級について】 （【現在について】で、G）「この尾行▲は異▲軌ていない」菅遭訳した同着書は．【す後lこついてIの田舎はしていない）  

・B【匿嘩が声施すぺき）：すべての国事の号ち．＠r■■ポ勲■亨・べ昔婚』択した回答の糾合  

・C槽比師が真滝可肘：すべての回春のうち・卿■岬艦力呵托：一般有性師鯛伊■■師の乗嵐轟呵鮫特定卓上■軌仮称＝のどちらかモi択した回答の割合  

・0【看は師一級）  ・すべての回答のぅち．⑧l柵の事tが可能：一艇肴哩軌畑択した回答¢割合  

・∈（特定書式嘩（伝帆：すべての回書のうち．⑥r■■■の撤が可能：措定看は師（¢特〉J看過択した回書の割合   



匿慮血置項目   

紳投与の開始、中止．投与量の調整の判断   

■l  ホtカニユーレの遼肘交換   

tl  ■瞳胸気管専属針（トラヘルパー等）の挿入   2．3熟  71．3酪  28．7％  8．2％  25．5％  0．8鼠  丁8．之％  21，8嵐  2．2％  1≦I．8％  

28．2笥  22．モ摘  TT．ヰ％  34．8％  42．89i  1†．9％  44．0％  58．0％  T4．8篤  4T．2妬  

ロ  崎口ik鼻挿甘の実施   7．1％  56．2％  43．．鍋  9．3†ら  3ヰー4％  4．丁覧  82．5％  a7．占施  5．0篤  32．5％  

如  ■■□こ鐘鼻挿曹チューブの抜管   11，g，i  42．1，i  57．9％  1丁．g篤  40．1鴇  8．8†i  48．1帽  5†．9％  13．0％  38．9％  

■ヤ  ・⊥エ■畷審モードの敗走・変更巾判順・実施   14．l  85．引i  64．5％  13．4％  51j洩  11．鶴  45．丘鼠  54．4％  9月つi144．5％  

有  人工■吸管理下の♯肘管理   27．1酪  33．4％  朗．6翳  24．9％  41，丁熟  26．g％  46．g％  53．1駕  21．†％  32．0，i  

人エ■畷器装着中の点者のウイニングスケジュール作成と実應   8J蝿  占叫  7．9  41．1％  58．9％  丁．6％  引．3％  

小児の人工呼吸等の遭択：HFO対応か軍か   之醜  紺p  0．  78．之％  21．8％  0．8篤  20．摘  

80．7！i  8．丁％  91．3％  68．5笥  22．8％  67．0％  12．3％  87．丁％  6丁．2嵐  20．5，i  

、こ▲  47．7％  52．3鴇  10．5％  41．9協  8．1鴇  43．0％  57．D鴇  8．7ウi  48．2払  

1．3篤  61．6％  38．4嵐  4．5％  3き．9％  0．7！i  72．8％  2丁．4繋  1．8熟  25．8弘  

22．7翳  3ヰ．0繁  朗．0篤  ユ0．4％  ＄5．6払  2】．2％  40．3％  5乱7儀  21．6篤  38．1％  

72  ■鍵こ1耶良姫直（コーンカッター等用いた処置）   13．6酪  35．6％  84．4嵐  2丁．6％  36．9覧  1†．5％  50．2！i  49．8％  15．6鴇  34．2！i  

虫  皮下■痛の切断・梼慮：皮下相織まで   T．2％  86．ユ％  33．丁％  5．7％  28．0覧  1．†鴇  72．1篤  2丁．9％  2．丁％  25．之％  

節用庇剛岬級別切   柑．1管も  52．1％  47．9覧  11．即6  36．ヰ％  †1．6％  63．8％  38．3鴇  10．2，i  28」％  

】与  由＝l■虞■）の尊台：皮下卿伸銅皇外で）   1．3鴇  63．丁％  38．3！i  ヰ．3％  32．018  0．隅  76．8％  2a2鶉  1．1払  之2．1％  

T  癖攣の牡書：皮下趨姓から上●奮で陣爾王外で）   1．3鴇  74．3％  25．7鶏  之．8％  22．9鴇  0．5％  87．5％  lき．5l  吼机  11．7％  

1．丁％  53．9％  4ti．1％  10．3払  35．8％  0．5％  71．8％  出  3J  24．8％  

1．8％  33．9％  86．1％  22．0弘  44．†％  0．8鴇  す3．2うi  一柑．由  10．2％  36．由  

2．4覧  59．2t  40．8笈  4．8％  38．2％  0．8％  Tti＿4匁  23．6鴇  1．5％  22．1臨  

4．3篤  嘩‘押  33．丁％  4．5％  29．之％  T．2％  87．7篤  12．8％  1．4篤  10．8％  

1．3％  8丁．7％  12．3％  0．TIi  †1．5％  0．柑  糾．6篤  5．4！8  0．【粘  5，4鶉  

3．5％  34．7％  85．3鴇  26．9％  ユ8．4馬  之．8乳  6q．1％  38．g％  1〔l，6％  29．2≠  

9．2篤  48、0洛  52．0覧  18．7，i  35．4‰  丁．0施  6日．ヰ駕  30．8％  9．8鴇  2（】．8％  

1．丁％  82．6％  1丁．4鴇  1．8％  15．6％  0．3鶉  96．4％  8．6鶉  0．2％  3。ヰ％  

1．3％  88．9！i  13．1％  1，3鼠  11．8％  0．1篤  95．5駕  4．5％  0．3！も  4．2蒐  

どレーン練毒（腹腔穿和談の縫針含む   2．9臨  50＿7！i  4！），8％  18．2％  3l．1％  3－2翳  Tl．7鴬  28．3％  8．6！8  柑．8鴬  

1．3ウi  8乳9％  10．1％  1．1ウも  g．0％  0．2％  g7．T％  2．g弘  0．2馬  2．8％  

2．1†昌  59．丁％  40．3ウi  10．4％  29．9％  0．8％  別．4％  18．6％  3．0％  15．6韓  

■  腑レーニ雌正持8岬引中の吸引圧の独走・変更   15．ロ％  40．8％  59．2％  20．4霊  38．9！i  ●・  56．朋i  ヰ3．6篤  21．0‰  22．6％  

1．3！i  64．8熟  35．1！i  8．5駕  2良6％  0．4％  90．耶i  9．之％  0．8鼠  8．朋i  

1．2臨  48．5蒐  51．5％  †8．4％  33．用  0．8％  69．8％   

ヱ．4篤  48．2％  53．8％  柑．4覧  34．4‰   

r一■中小スメーカー」の操作・管理   8．0鴇  引．6％  48．4％  g．8篤  ユ8．6％  1†．9臨  65．3鴬  34．7臨  10．2％  24．5％  

l一柳尊べ「■メーカー川抜毛   1．1％  61．5％  38．5％  8．3乳  ユ0．3鶏  0．5篤  83．8％  18．2払  †．9認  †4．ユ％  

粥  P坪叩岬轟環の管理・操作   3．9％  82．6＄  ユ7．4％  3．5篤  33．9！i  4．2％  丁8．7％  21．3嵐  3．7％  1丁．6鶉  
1■  大鵬〈ルーシバンビンプチューブの蛤垂   T．2％  丁9．6％  20．4％  l．8％  1乱8％  － 0．4％  93．ヰ％  6．6％  0．7％  8．0払  

17  叫l施靭∬ト僻】検査時の鎮静実施の決定   2．5％  68．49i  3l．6％  8．0鶉  23．6篤  1．1％  82．0％  18．0％  3．8％  14．4％  

H  4御eT・㈹検査時の仏静の冥櫓   16．8！も  53．4熟  46．6％  20．0篤  2鼠6％  †乳与烏  69．4％  30．8％  18．溝  ほ、3％  

○●  小策肺臍械の♯液蕗確保   2．0！i  73．5払  26．5！i  3．1％  23．5乳  1．0鴬  91．9％  8．1％  0．3％  7．8，i  

ヰ．3％  63．8％  3ちヱ％  8．与％  27．6鶉  3．αi  85．5！i  †4．5篤  3．0％  11．5％  

1．4％  88．4鶉  13．6％  1．3覧  12．3％  0，2！i  94．5％  5．5覧   0．5鴇  5．1％  

3ヰ．9％  之6．3％  73．了為  4了．9l  15．8鴇  58．4楓  lT．了％  8旦．弘  6ち．ヰ乳  t5．耶i  

it■カテーテルの挿入の実施   78．2％  7．2％  9之．払  ＝；⊥  日劇  即．  7．フ■  l92．8％  85．7％  ¢．7払   

【現在について】  

・Aく現在宥は師が槌している上＝すべての回答（①「この臣行もは実施されていない」モ選択した回書を除く．）のうち．②「電醜研が策施している」を選択した国吉の割合   

【今後lこついてI く【現在について】で．①rこの匿行為は真庭さ九ていない一を遇択した回答者は、【今挫lニついて】の回答lよしてい1礼、）  

・B（温顔が男鹿すべ割 けペての風音のぅち．④r臣節が栗鼠すべ卓」を遵択した旬筈の割合  

・¢（署ま嘱が■■可能）：すべての向書のうち．⑤「看t■の■■が可髄：一■■■飢⑥「肴慣師の■上が可能：拝完■鰻■【正郎」のどちらかを選択した回答の割合  

・D【暑■好一般〕  ：すべての内幸のラち．jF書乱蹄の算施が可■：一線書旺騨一を週択した回答の欄含  

・∈（掃翼窄膿断（債韓】：すべての句昔のうち．⑥r讐辻野の責施が可能：措定讐環訂（伝林）」を遇撰した周書の椚台   



直瓜処置項白   

1四  食事由開始ヰ止の決定   13．2％  40．2臨  59．鍋  27．用  3之．7％  T8．8％  37．0施  63．0％  3D．3％  32．6％  

■■  浄環食（経騰崇葺合む〉内辱の決定・変更   1乱之％  29．9％  70．†篤  軍．0弘  42．1ヲ良  T8．9鴬  34．0％  66．0施  ヱ4．†％  ヰ1．9弘  

小児のミルクの機嫌・凰・濃度の決宜   18．3％  32．7鴇  87．3％  2B．5偽  4D．8％  1さ．研i  ヰ3．6％  58．4％  18．2％  38．2％  

TⅦ  小児の経口電解環濠の開始と慮廣．量の決雇   8．8払  42．2鶉  57．8％  †8．鍋  3乱8％  4．8％  57．3％  42．丁弘  乱4覧  33．3％  

細ろうの管理、チューブの入れ替え   3．9％  54．4鴇  ヰ5．8％  10．5％  35．1％  1．訓i  75．4弘  24．6％  2．9％  21．7†i  

110  甲ろう、鳥lろうのチューブ臆去   5．8％  ユ8．丁％  61．鍋  21．1％  40．2％  2．鍋  62．2‰  37．8％  8．ヰ％  29．哺  

軽菅栄糞用の■tの挿入、入九甘え   38．9％  27．5％  72．59i  39．溝  33．2％  40．9％  32．5％  67．鍋  45．1％  ヱヱ．4鶉  

8．3鴬  44．8％  55．2％  16．D払  39．3％  ．2．即i  6乱0施  31．0臨  8．0！i  25．D鴇  

9．4％  4†．3％  58．7％  1丁．9鵠  40．9％  4．ヰ％  Tl．3％  28．7％  6．8％  ヱ2．4％  

25．3％  23．ヱ％  丁8．さ笈  ‘‖．9終  34．9％  ヱ8．6％  2与．1％  74．g％  48．3％  之8．6‰  

ヱ8．1％  ヱ7．0！i  73．0％  3丁．3払  35．8％  23．1‰  3ヰ．5％  65．5鴇  35．柑  30．3覧  

4ti，7％  18．8％  83．2篤  54．2％  29，0％  5≦l．g鶉  17．丁％  82．3％  62．7％  19．8％  

1．1％  88．D％  14．0％  1．1％  12．9％  1．9％  91．9％  8．1％  1、5％  6．8％  

の調飢毛細・色濃投与靂丘、増液1奪の闘董）  3．3％  89．8％  30．29i  1．調  ヱ9．0％  2．79i  85．8弘  14．2％  †．5施  12．6％  

1．3％  79．8鶉  20．2％  0．5％  19ノ丁％  1．0％  8丁．8弘  12．ヱ％  1．0！i  †1．之％  

1．3％  86．7％  13．3％  0，‘拍  12．3％  0．5発  95．3％  4．7％  0．4％  4．8％  

14．5鴬  40、0％  60．0％  15．8弘  44．2覧  イ3．5％  63．一弘  36．鍋  11．9％  24．4嵐  

0．9貼  91．6％  8．4％  0．9％  7．5％  0．a％  96．2％  3．8鵠  0．1％  3．丁％  

lll  硬虞外チューブの坂主   1．8％  ヰ5．2％  54．8％  之0．9払  38．8％  1．8％  89，8％  き0．2％  7．即i  22．鍋  

l辛■  皮膚表面の麻酔（注射）   1．0弘  83．9％  38．1％  丁．3％  28．8％  0．7％  8D．3％  19．7鵠  1．8％  17．8％  

30．9鴇  28．0％  72．0弘  4ヰ．g％  2丁．T％  28．3弘  42．4ウi  57．6施  33．1％  24．5％  

15．D弘  35．4％  64．6鴇  23．4＄  41．3％  10．9％  62．0†i  38．0矩  12．5％  25．6％  

22．2％  23．7％  丁6．3％  34．2鴇  4ヱ．1％  18．即ら  55．4％  44．6鴇  t7．3％  27．a鴇  

舶量七帥乍■上州T■婁小けた戊明  13．5％  86．5弘  63．5％  22．5％  41．1％  T4．2％  60．5％  39．5％  13．5％  2t；．0‰  

23．1％  35．4％  84．8％  2臥3％  35．4％  †8．3鴇  70．＄％  2g．ヰ％  14月％  14．6％  

lll  手幣サ刊－の伸慮   15．2％  51．3％  48．8％  21．6賂  27．2％  10．3鴇  丁7．了％  22．3弾  9．7％  12．丁％  

tIl  血糧胤に応じたインスリン投与量の判断   20．2％  33．1†ら  66，8％  2ti．3％  4亡l．6％  21，8‰  42．2％  5丁．8％  22．8％  35．0％  

【  旺血♯時のブドウ欄授与   71．7臨  5．T％  94．8％  78．5鶉  ．18．4％  81．咄  8．0†i  糾．0％  82．梢  1†．4％  

▼1t  脱水の判断と補正（点角削   5．6％  43．8％  58．ヱ鴇  15．8％  40．8％  1‘l．1弘  44．8％  55．2％  17．2％  a8．0！i  
丁7．3％  T5．9％  80．鍋  7．6％  92．4％  80．0‰  12．4，i  

59．1！i  27．0％  68．3！ら  14．8％  85．29畠  69．1％  16．1％  

2†．ヨ％  18．ヱ％  8†．8％  ヰ4．5％  3了．3繋  20．0％  32．5％  67．5％  ・32．8弘  35．0％  

14．3％  34．8％  65．之亀  15．2％  49．9％  柑．＄％  45．4％  54．鍋  16．1％  38．5篤  

1．8％  80．ヰ％  3【）．6篤  9．之鵠  30．4！8  1．2％  85．1％  H＝摘  3．3，i  11．6％  
4．1鴇  42．5†島  57．引i  15．8l  41．6％  4．6％  85．7％  34．鍋  8．7l  25．8施  

46．2％  11．9％  88．1％  63．  24．5％  52．8‰  27．3％  72．7喘  56．8箆  15．g％  

T8．0弘  35．6％  ¢4．4鶉  26．細  37．8％  15．5臨  54．2％  45．8鵠  17．9％  27、9％  

ヱ．4臨  85．9％  84．1％  17．朗i  46．2％  T．0篤  88．4％  31．8払  4．6％  27．0％  

2、g篤  46．7，i  53．3弘  16．丁％  38．6％  0．8％  71．丁覧  28．3％  3．a％  25．0！G  

8．0％  27．9％  72．1％  31．1ウi  41．D†i  5．8％  54．5％  45．5％  T7．3％  28．2％  

2．5％  4白．8％  5r．1％  11．3％  39．7駕  0．ヰ％  85．丁％  34．3％  3．7％  30．6鴇  

降圧剤の選択・償用   

正  躊同病治療薬の選択・使用   9．5％  68．6％  30．4％  10．7％  19．丁鶉  35．6％  5乙了％  4了．3光  33．4，i  13．9％  

Il■  排尿障害治療義の慮択・使用   6．2％  朋．3％  30．7篤  10．4％  20．3％  30．8％  56．g鵠  43．1熟  31．0鴇  12．1％  

向  子音収縮抑制封の遭択■使用   6．2弘  丁2．9％  ヱ7．1鶉  丁．3鴇  19．丁％  25．9！ふ  63．2，i  36一鍋  ヱ4．2芳  12．8％  

叩  K、Ol．他の選択・任用   8．2鴇  88．6％  31．4％  10．5乍も  20．鍋  32．3鴇  58．8％  41．2鶉  29．4％  11．8％  

正  九千コラミンの選択・便用   13★2l  87．7％  32．3％  13．6％  †8．8％  a3．4‰  59．T，も  40．9笈  30．2％  10．即も  

鴫  利尿顛の選択■使用   14．8％  82．椚も  37．之％  1臥2％  21．0％  37．7％  53．1％  46．9闊  35．9鴇  11．1†i  

丘  基本的な輸液：高カロリー輸液   9．8％  57．5％  42．5％  13．0％  之9．5％  35．0％  47．嶋  52．6％  34．0％  18．8％  

■5ユ  梓示きれた期間内に薬がなくなった場合の棚板量■畑＃桟使用   之2．8％  30′5％  69．5％  40．4！i  之9．0％  31．5蒐  39．9％  60．1％  37．ユ％  2之．8‰   

【現在について】  
・A（現在暑牧師が来臨している）：すべての風音く①「こ巾玉戸■は夷施さ九てL＼ない一を道択した回菅を除く。）のうち．②r看は師が実施している」も諷択した回答の割合  

【中性lこついて】 【【甲在l＝ついて】で，①rこ巾庄市▲は帖き九ていないJ壬遺択した国事すは，【今後l＝ついて】の国菅はしていない）  

・郎塵鱒が男施すぺき）：すべての回答のうち、釦「榊が纂慮ナべき」を遇択した回答の割合  

・C（書暮■が藁施可肘：すべての風音のうち．⑨rtlt■の■■が可能：一般事鵬J⑥「考嵐師の巽施が可能：特定者技師（即那一のどちらかを立沢した回答の割合  

・○（甘覆■一般） ：すべての国事のうち、⑧r■且■の■義が可能：一般■■書」モ選択した回答切嘲博  

・モ【無定石改印【伍柳：すべての層菩のうち、や【書■鯵巾1畿が可簡：鴨耳℡h畔（碩職）」を遇択した回答の割合   



吐靂  1．3％  52．†％  47、g％  6．0管i  ヰ1．9％  5．8％  5了．之％  42．8鴇  5．一缶  3丁．2％  

ホ択■ 責l：  12．之％  46．4％  53．6％  17．7†も  3＄．D％  22．ヰ％  5丁，3％  42．7％  18．9†i  23．9％  

■債  一周   10．3％  3g．8％  60．2％  19＿′摘  40，9％  28．8％  ヱ8．1％  Tl，9算  3e冨．4％  35，5％  

41．4％  58．6％  8．0†i  50．6％  】糾  痛みの強さや削作用症状に応じたオビ才イドの投与1・用法明澄．召完されたオビオ イFローテーション¢栗橋時期定：WHO方式がん痔痛治療法等  5．3％  46．3％  53．丁％  7．6％  ヰ6．2，も  9，6％  
t15  痛みの誇さや副作用症状に応じた非才ビオイト鋼瘍練物策の遺択と詮与書・用法調 整州HO方式がん喀痛治療法琴  6．2％  43．0％  57．0％  8．丁％  48．2‰  11．2％  39．4％  80．6馬  9．1％  51．4％  

Il絡  がんのI云移、浸潤に伴う苦痛症状のための豪斉qの選択と辞価   5．4臨  49．3％  50．7％  鋸摘  43．8弘  8．5％  42．1％  57．鏑  6．8篤  51．1％  
I8丁  肪闘■談の必要性由判航続鰯   35．9％  T2．4％  87，6‰  4丁．7％  39．8％  63．丁％  丁．4‰  92．綿  68．5％  28．0％  
lIl  日々の網状、経過の疎脚（時肌をかけた説明l   44．2％  l射蟻  81，6％  4g．5％  3之．1％  5丁．6覧  1g．5％  8q．5％  55．4‰  之5．1％  

‖柑  リハビリテーション【噴下、呼吸、運動故地アップ専）の必要性の判断、依傾  1了．3％  21．7％  78．3％  35．19i  43．2％  31．2％  I7．ユ％  82．7％  43．6％  3g．0％  

】鋸）  定形外科領域の補助具の決定．注文   5．6％  41．2％  58★8l  15，3！i  ヰ3．5％  8．ヱ％  50，6％  4g．4％  12．6％  36．8‰  
l●1  理学償慮士・慮♯運動指導士への運動指導依頼   9．7％  23．2％  丁6，8％  33．8％  43．1†i  14．1篤  29，2％  70．8％  34．8％  ＿36．ヱ‰  

lサ2  他料〈の診療依頼   4．9％  61．5％  38．5％  16．4≠  22．0％  11．0！i  80．7％  3g，3％  17．8％  ZT．5‰  
叩亨  地利・他院への診療情報援供暮作成（紹介および返信）   2．4％  65．8％  34．ヰ％  11．4†i  23．】鵠  3．7％  了7．5‰  22．5％  6．3％  16．2％  

川■  在宅で終末期ケア曹集結してきた患者の死亡確認   1．8i  55．之％  44．8‰  13．6％  31．2！も  ．2．6％  74．8％  25．29i  5．6％  19．6％  

tgi  退院サマリー（ホ院全体）の作成   8．gきi  54．5％  45．5‰  19，1Ii  26．4‰  28．8％  57．2％  ヰ2．8％  27．2％  15．¢％  
叩6  t者・家族・医療従事者教書   4壬‡．9％  13，7％  88．3でi  4臥4％  37．9％  77．3％  9．4弘  90．6％  55．8％  34．9％  

柑丁  栄養士への食事指導債抑：既存の指示内琴で）   2t∋．8％  12．9％  8丁．1％  ．51．5％  35．6％  36．9％  15．0覧  85．0％  ’55．3％  之9．7！i  

柑凪  他の介註サービスの菓随可・不可の判ホ（リハビリ、血圧・体温なと）   之0，g％  之0，．9‰  79．1協  4A．9％  84．2‰  41．8％  15．6％  ．84．4％  5q．3％  84．0％  

】拍  象族療法・カウンセリングの依朋   25．2％  16．3％  83．7％  42．5％  ヰ1．2％  32．4粗  19．4％  自0．8％  43．1％  37．5％  

2Ⅷ  巳知・行動療法の俵娼   4，9％  2⊆l．1％  70．9％  28．即も  42．2％  13．2モi  34．3％  65．7†i  26．3％  39，4％  

21‖  認知・行動療法の実席・評価   7．8％  35．了％  64，3％  21．4％  42．9％  9．了％  40，5％  5g．引i  15．丁％  43．8％  

封ほ  支持的精神療法の実應の決定   16．7％  30．4％  69．6％  28．49右  41．2％  14，5％  41．1％  5臥9％  1！I．8％  39，柑  

三○：l  患者の入院と退院の判断   3．3％  TT．9％  之2．1％  6．8％  15．4％  4．4％  了0、6％  29．哺  8．2％  21．1％   

【現在について】  
・A憫在宅醜酎喋琵している）＝すべての回套仰ーこの医帯封よ実施さ九ていない」を週択した風音を騰〈。）のうち．㊤「看囁防が実廃しているjを選択した回答の割合   

【す挫について】 （【現在についてIで．①rこの医行為lま実施されていなしリ書道訳した回答軒ま．t今憤について】の回答はしていなし1）  

・D（医師が巽托すべ古）すべての回答のうち．噂）「医師が実施すべき」虐娼択した国事の割合  

・C（看濱野が実施可能）－すべての回答のうち、⑤r■注解の宴席At可能：一胆軋腑凱侶「看旺師の巽施が可柁：靖宣看ほ師（伍削」のどちらかを遼択した風答の割合  

・D（f吐師一般）  ：すべての包容のうち、⑤「■講師の実施が可慮こ一般看唖師」を選択した回答の割悼  

・E（筒定着辻師【伍削：すべての匂昔のうち．⑥「看護師の挑が可賄：特定層法師（仮称）」を選択した自答の割合   



施設区分別回答状況：3．診療所（有床診療所）（∩＝108）  ■診療所は慢性欄質問れであるため．t－）印のある璃自には回答なし  
●ヰヒグレーがかかっているものは、回苔致が川東扁の回答一  

」■盲■帽に；1±ヒ     現墓について  今瞳l   ついて   現在につい  ヰ憤について  

医療処置項白   

ロ  治療効嘆制度のための嶺体横王結果の評価   

i  単鹿X繰撮影の実施の決定   

u  亡T、HRl検査の画像評価   

也  耽郡超音波檎士の結果の評価   

カ  心臓超音波検生め粟施の決定   

1  

l  

0．0％  糾．2％  15．8l  5月■  川．  ○，  耶．  3．糾  0．耶乙  3．8％  

Ⅷ  p．肌  65．2％  3ヰ．8％  乱1I  ：腸．  1  l■．6  u．l  l．飢  1．1＿5％  

瓜  0．0％  丁4．之％  2鼠8鴛  8．写ヽ  tl  8．  7乱王t  之0．鵬  l．3鵬  12．5！i  

Il  下肢血管且音波検まの巽施の決定   n  紺．m  2p．0■  6」恨  13．3％  

∫d  術後下肢動脈ドップラー捜査の集結の決定  ロ．  8q．仇  4m騰  IO．鵬  30．0％  

T4．6‰  39．8％  60．4％  37．5，i  22．9賜  

87．0％  5．6％  g4．ヰ％  90．丁％  3．7％  

0．0†乙  78．0％  22．0†i  丁．3l  14．即i  2．】‰  72．3％  2丁．丁％  ヱ．1％  25．5％  

9．3％  48．8％  51．2臨  寧訣珊  1T．6％  4．3％  48．9鴇  引．1％  27．7％  之3．4弘  

59．6％  25．0％  丁5．0％ 65．4％   9．8‰  

10．4％  6ヰ．6！i  35，4％  20、8弘  14．6％  

5．1！i  89．2鴬  30．8篤  †丁．9篤  1旦．8％  2．3鴇  68．2％  31．8％   

5．1％  89．2％  30．8熟  †5．4駕  15．4嵐  2．ユ％  陀．8！i  a7．2％   

■  2．6熟  76．3！i  23．丁％  13．2％  10．5篤  2．ユ％  88．0払  14．0％  4．丁％  9．3！i  

微生物宇検董実施の決定   5．0  65．0％  35．0％  20．0％  15．0艶  2．坤  Tl．4篤  之8．8％  16．丁％  11．9乳  

l  微生物宇検査の翼施：スウブま   32．5％  2丁．5％  72．5！i  62、5弘  10．0％  39．5  ユ9．毒1  血朗  5丁劇  ま8l  

【．  

薬物血中1庄嶺董汀D叫稟鉱の決定   5．7％  88．8％  31，4～  20．0賂  1†．ヰ％  2．  7l．軌  草8こ凸  1鼠  1は珊  

＊  スパイロ′トリー膿め鉄建   き．鍋  朗．鮨  ・3雷．丁触  2†．咄  1■t部‘  丁鴫  ち9．珊  40．乃  11．1％  ■2g二組  

Ⅶ   0．0！i  100．0ち  0．0％  0．0も  0．0％  25．0％  50．伽i  50．0％  25．0％  25．0！i  

■l  喧■内政・叩内聯神事片   0．0篤  100．0％  0．0％  0．0％  0．0％  33．3も  33．3％  朗．7ち  33．3％  83．3！i  

0．0％  100．0％  0．0蒐  0．D％  0．0鶉  0．0％  57．1％  42．9％  0．q！i  42．9％  

0．0％  75．0％  25．0鴇  25．0％  0二【粍  16．「％  50．bヽ  50．【粍  33．3％  18．フ％  

5．6％  72．2弘  2丁．由  2丁．8‰  0．0％  5．  ナ王．頭  ．之ナ．e  吉．飾  き2．2篤  

70．鍋  2こ‡．5％  78．5篤  76．5乳  0．0％  棉．ヰ鴇  之8．3†i  73．丁％  83．之％  10．5†i  

0．0％  印．2％  †1．8‰  1†．8路  q．0％  0．0％  72．2，；  27．8施  11．用  16．丁％  

き．1鴇  Tl．叫  28こ1I  2l、鵬  郎％  5．9％  朗．7％  35．3！i  17．8鴬  17．6覧  

0．0鴬  糾．4篤  15．8％  g．4，も  6．3％  0．0％  丁3．5％  21；．5篤  8．8％  17．6馬  

5∫9％  78．5％  23．5％  11＿8鴇  †1．8篤  0．0鶉  80．0髄  20．0乳  0．0！i  20．0篤  

丁、1払  78．6％  2l．4％  0．0篤  21．4篤  0．0％  81．8％  18．2，i  0．0！i  18．2％  

0．0嵐  100．0，i  0．0％  0．0％  0．0覧  0．0％  90．0ち  10．0％  0．0％  10．0％  

0．0％  66．7†i  33．3％  20．0†i  18．3熟  0．0％  81．9弘  ユ8．1％  1ヰ．3％  28．8覧  

23．†％  48．2！も  53．8曳  ユ8．5％  15，4乳  55．6％  2ナ．8％  72．2ウも  44．4％  27▼8弘  

0．0！i  93．3％  6．7鴇  8．7％  0．0％  0．0％  88．2％  11．8％  0．0％  11．8覧  

1こ〉．6篤  50．Dウi  50．0％  31．8％  18．2％  4．8％  88．7覧  33．3％ 14．3％   19、0％   

【現在について）  

・A偲在看は帥I稟施してい引＝すべて靡■軒①にの医行為は実施さ九ていないJ菅帆た鵬■く．）のうち、鵬施している」を邁択した回書の椚合   

†す後について】 （【現在l＝ついて】で．①rこの虞府鳥l土真庭されていない」をヨ抗した国電廿土．エー■lこついて】のl事■■していない）  

・B（医師が果施すぺき）＝すべての回書畠与ち、卸■軒が震度すべ舌」壬遇訳した国師■■  

・亡（看Ⅶ師が某局可能）：すべての国軍のうも．中一■江田の菓如何忙＝一般看旺牌鯛■■■■の彙■メ可■一書■■■（■■）」のどちらかを退供した回答ゐ割合  

・Dl■■■一郎  ：すべての国軍のうち．叩肝の実席が可什：一昭警旺師」をヨ撰した回春の割合  

・亡く■鷺■旺師〔侃l利一：すべての国笹申ぅち、¢lth飾の莫広が可吐こ特定電設師（仮称IJモモ択Lた国事の制令   



t  ・留置カテーテルの挿入及び抜去の決尭   22．2％  44．4‰  55．6％  42．2篤  13．3％  38．0％  3白．0覧  62．0％  5D，0％  12．0％  

⊂  岬・留置カテーテルの挿入の男優   80．4％  5．9％  94．1†i  88．29乙  5．9鴬  85．5％  9．■1％  90．9％  90．9％  0．0％   

（現耳lこついて】  

・A（現在電旺師が粟施している）：すべての回育【①「この医行動暮真正古れていない」書道択した回春を除く。）のうち、②「肴旗師が翼施している一相田した回答の割合  

【今後lこついて】 （【現在について】で．①「この匿行為は臭托さ九ていなし、」を遇罰した回書曹は．一号按について】の回答はしていない）  

・8（医師が実施すべき）：すべての回答のうち、①「藍師が来臨すべき」壬温択した回答の割合  

・C（■t♯が某誌可舵）：すべての回答のうち．⑤一事叩の■たが可t：一虫■■■J⑪「■h■の職が可能満足看は師（仮称）」のどちらか古淵択した国事の割合  

・○（有性師一釘）  ：すべての回宰のうち、①r■脚の霊鳥が可瞳：－¢■¶■」を邁罰した凸暮の割合  

・E（特有曹司師【厚別：すべての国事のうち，⑥r■虻書¢稟ルが可爬：楕走t■■（鑑削」を遇択した国辱の刊舎  

10   



l巾  ろうカテーテルの交換   

4q．5  仙闇  ・点9j醜  占乙4％  丁．t乳  l相．0  糾．鴨  8¢月1  斬．  4．0％  

．叩  一● ●・  60．0，占  60．0％    川．7≠  ‘軋†  8a二二痛  †8．丁  l＆7％  

0．8篤  80．0％  20．0％  10．0，i  10．0％  0．0‰  75．0％  25．0†i  5．8％  之0．0％  

2．朋i  92．7鴇  7．3％  4．9％  2．4％  柑．4％  7†．ヰ％  28．8％  18．鵬  10．2％  

l劇  排尿躊書治療薬の選択・使用   

150  子宮収縮抑制廟の選択・使用  

‾ 5．9％  85．ユ％  14．7％  8．8‰  5．9％  1T．9％  81．0％  19．0臨  11．卯乙  丁．1鴇  

4．9％  82．9％  17．1％  9．8‰  丁．3％  18．4％  75．5％  24．5％  16．3％  8．2％  

10．金％  丁5．Tl  24．3％  18．9％  5．4％  18．8臨  80．朋i  39．6％  20．鍋  18．8％  

持示毒れた軸Ⅶ内に薬がなくなった場合の＃観葉荊【全般）の縫鎮座用   2丁．5％  50．0  50．0％   3丁．5％  12．5％  2丁．1†i  45．B％  54．2％  Z9．2％  25．0％   

【現在につしlて】  

・A周荘重は師が翼陀Lている）：すべての回杏【①rこの毘行為は－き九ていない1菅選択Lた回寄を除く，）のうち、②r看護師が菓施Lている」を過択した回答の割合   

【今附＝ついて】 （【現在について】で．①rこの匿行訓よ諷佗き九てい机こ」雪道択した同署寺は．け蛙lこついて】の回筆はしていない）  

・郎医師が茶花すべ剖：すべての回雷のうち、㊨r題師が実施すべ塵」モ盈択Lた邑讐の鞘含  

・¢（看旺師が実施可掛：すべての回答のうち、⑤rモⅧ師の実施が可■：一般t■■」⑥r暮血■の紬が可陀：特定有性師（仮称）」のどちらか雪道択した国否の割合  

・D（看護頗一散）  ：すべての回首のうち．喀汀■t■師の素足が可■：一般t■拝」告遭嗣した回書の■書  

・E【特定肴旺師（店桝：すべての回答のう与、⑥「■且師の輿掩が可能：特定■■■く丘♯）」雪1訳した国富の割合   



■ －  

舷につい   今礪lこついて  現在にウいて   ヰ辻について  

匡療処置項昌   

l舛  下剤（坐薬も含む）の選択・使用   

1葛  ■薬：制酸剤の選択一便円   

15一  ■薬：甲粘陳保証剤の選択▲使用   

帽，  ■腸前の慮択・使用   

l■■  インフルエンザ築の選択・使用   

け1  横不爵薬の適訳・使用   

lI壬  ネブライザーの開始．使用典濱の選択   

17】  ■染働候時の染物（抗生剤等）の選択（全身投与、局所投与等）   

けd  抗雷剤榊始時期の決定、変更時期の決定   

tTl  嘉本的な輸液：糖真相滴、書解質蹄液   

一閃  ▲中濃庄モニタリングに対応した抗不塵肺荊の使用   

けl  抗癌剤時の皮下請出時のステロイド築の選択、局所注射の実施   

E  廿射線治療l＝よる副作用出現時の外用粟の選択   0．0篤  180．0鴇  0．0，i  0，D％  0．0‰  0．0％  81．8馬  18．2％  0．即i  18．2％  
2．8％  91．7‰  8．3％  5．6弘  2．さ％  †0．0％  75．0％  25．0％  10．0％  15．0％  

ーFl  t族計圃〔避妊）における悼用土ピル   0．0覧  50．0弘  50．0％  0．0‰  50．0％  11，1％  55．¢％  44．4％  22．2％  22．2†i  
lll  礫擾外チューブからの鎮痛剤の投与（投与1dI鵬）   8．ユ％  丁5．0％  25．0％  16．丁鴇  8．3覧  16．7％  86．丁％  33．3％  25．0％  8．3％  
ltI  自己血糖測謹開始の決定   7．5鵠  67．5覧  32．5％  1丁．5％  15．即i  17．8％  46．丁％  53．3％  24．4％  2乱9％  

I暮l  架空珊荘濫宅黒莞法監護習塾、想定軌たオビオ  5．9％  7g．4％  ヱ0．6覧  5．g％  †4．澗  6．5覧  58．1％  41．g％  8．5％  35．5％  
【  みの強さや■作用拙応仁た非オビオイド・鎮痛補助薬の過択と投与1・用法網 ：WHD方丈がん＃♯鎗■護雷  8．3％  89．4！i  30．6％  8．3％  22．2％  6．1‰  63．6％  36．4鴇  6．1覧  30．3％  
ll¢  がんの転移．讃潜に伴う苦痛症状のための藁御の選択と評価   2．9％  82．4‰  17．6鴇  2．9駕  14．7％  2．丁％  64．9％  35．1％  2．7％  32．4％  
【  鮪聞手護の必要性の判断、依頼   3■1．7％  4†．5‰  58．5％  48．8篤  9．8‰  26．0％  22．D％  丁8．0！i  ヰ8．¢％  30．0％  
叩l  日々の病状、経過の・襟足説明（時間をかけた説明）   63．0％  1丁．4弘  82．8％  80，9！も  21．7％  48．0鶉  20．0！も  80．0篤  52．0％  28．0％  
lll  リハビリテーション（構下、呼臥連動機能アップ等〉の必粟性の判帆敵情  15．8篤  50．0％  5D．0％  34．2臨  15．さ％  13．0％  43．5！占  56．5％  28．3％  28却  
l■l  王形外科領域の補助具の決定．達文   T4．丁％  58．8笈  41．2％  23．5％  17．6％  5．6％  81．1％  a8．9％  22．2％  16．丁，i  
t●1  書学療法士・健康運動指導士への鷹勤粗鋼懐頬   3．酎i  53．8％  46．2！右  30．8弘  15．4鴇  8．6％  54．3％  45．7％  34．き％  ＝．ヰ％  
t■l  地利への診療備州   2．4鶉  88．1％  Tl．卵i  4．8弘  7．一馬  6．3％  88．8％  31．3％  18．8％  12．5％  
⊂  せ朴他浣への謬彊什報提供書作成（博介および返信）   2．4％  9之．9％  丁．1％  0．0％  7．用  4．3％  65．2％  34．8％  15．之％  19．6％  

t■  宅で終末期ケア喜実施してきた患者の死亡確認   2．5％  77．5％  22．5％  1之．5％  川．0％  6．5‰  80．4％  1≦l．6％  8．7％  10．鍋  
院サマリー（病院全体〉の件成   38．ら％  38．5％  61．5％  48．7％  †2．郡  63．6鵠  †5．g％  84．1‰  悶．8％  20．5鵠  

11I  ■看・零隠匿叡従事者赦育   ヰ5．2％  35．7％  6ヰ．3％  40．5％  23．8％  60．0笈  18．0％  82．0％  56．0％  28．0％  
l■l  兼養士への食事檜卑怯矧紙＃の指示内容で）   25．0，i  43．8％  58．3鳥  40．6％  15．鍋  34．1％  27．3％  丁2．7％  50．0％  22．丁覧  
亀価介護サービスの実施可・不可血判析（リハビリ．血圧・件邁など）   25．6％  48．8‰  51．2％  39．5％  tl．8％  30．2％  ヱ8．3％  Tl．7鴇  47．2％  24．5％  
lW  貴族環法・カウンセリングの体積  34．6％  34．8‰  85．4†i  34．8％  30．鍋  20．了為  34．5％  65．5‰  4】．4％  24．I払  
月個・行動療法の億朋   8．3％  4†．丁％  58．3％  38．3篤  25．0％  1与．D％  40．0†i  60．0％  35．0％  25．0％  

コ  ∬知・行動療法の実施・評価   5．6％  55．6‰  44．鱒  2丁．8％  16．7％  25．D％  45．0！i  55．0％  20．0％  35．0％  

lOt  挿的積神慮涜の実施の決定   5．9％  64．一覧  35．3，右  之3．5弘  11．8％  12．5％  56．3％  43．8％  18．8％  25．0％  

T03  患者の入院と退院の判l抗   2．5％  90．0％  †0．0％  2．5％  7．5％  8．3％  75．耶；  之5．0％  14．8％  1（l．4％   

【現在について】  
・A（現在看は研が実施している）：すべての由都①「この医行為は褒施されていない」を遊牧した回書を粗く。〉のうち．②r看は師が実施している」看過択した回答の割合   

【今後について】  H現在についてIで．①rこの匿行為は輿施吉れていない」を選択した回答者は．【今掛こついて】の回答はしていなしり  

・B（医師が輿托すぺ幸）：すべての回答価うち．㊨「医師が実施すべ卓」舌撮優した回答の割合  

・引■t■がt雀可■）：すべての血書のうち．⑨r書仕靡の■tが可能：一般モ町野」⑥r看護師の実施が可能筒左右辻野（仮称）一のどちらかを遇択した回答の割台  

・O「曹u肝一般】 ：すべての血書のうち．⑨r■班可の1■が可能：一般看旺師」菅遥択した風害の割合  

・∈（特定看護靡腫静）＝すべての国書のうち、⑥r■よ■の■脆が可椎：特定看護師（伍削」モ恩沢した回零の割合  

12   







ホ訪開署護ステーションは慢性朋質問票であるため、（－）印のある項月lこは回答なし。  

E舶置項目  

l0l  れ♯の■か中止の決定  

【  書の開始・中止の決定  49．5％  22．4％  77．6嵩  49．5％  28．0弘  

鎗疇峰脚嘩含む】内容の決定・変更  33．3！i  27．8％  丁2．2％  2了．8％  44．4％  

25．0％  1g．4鴇  BO．6，i  30．6％  50．0％  
24．2％  27．ユ％  7乙7！i  24．2弘  朋l．5％  

8．8  隕9％  85．1％  5．3熟  之9．8，i  
10J9  ．46．9％  53．1％  17．2％  35．9％  

57，D  ：25．8％  74．2％  53．8駕  20．4％  
ユ．1l  60．0％  40．0％  8．2篤  33．8Ii  

31二触  50．0貼  50．0％  25．8％  24．2％  

皆．  」卓酬  8乳首篤  60．3臨  23．1‡  

31．  馳j丸  与l．？％  箪．3％  之8．3‰  

25．7  83．5†i  3ti．5％  24．3％  12．2‰  

【現在について】  

・A【現毒肴旺錦が冥施している）：すべての回答（①rこの医行動ま乗先手れていない」を遇択した国葬を除く。jのうち．①「看旺師が実見している1を遭罰した回答の割合   

【今優について】 （【軸について】で．①rこの正行■は■▲されていない」を遇択した周書蜘．【今触＝つし、て】の回答はしていない）  

・B（底■が井上すべさ）：すべての回書のうち．⑳J排が纂▲すべ軌モ靂択したF警の割合  

・¢（看h■轟一触可慮）：すべてd回答のうち．正一■吐■の嬢が可t：一触t■■J卸t■■の美臨が可托：情定着粗野（俵削ノのどちらかそ選択した回答の糾合  

・D（著Ⅶ儀一般〉  ：すべての国否のうち．卿■改訂の翼施が可托：一位看護師一を遥訳した回答の割合  

・E（特葺看護師相和：すべての回答のうち．卸■は師の某誌が可能：特定者旺耶仮削」を選択した国事の割合  

15   



■訪問者護ステーションは慢性期質問票であるため、（－）印のある項目には回答なし。  

医療処置璃8   

1！■  下剤（生薬も含む）の遺択・使用   

l即  習熟：制酬の選択・使用   

胃薬：胃粘鷹保護剤の選択・使用   56．丁％  21．2％  丁き．8％  63．5％  15．ヰ％  

1醐  整鴎剤の選択■任用   69．8％  14．D％  8t；．0鵠  72．9％  13，2洛  

110  制吐剤の選択・使用   82．6％  18．3‰  Bl．7％  6丁．0篤  14．8％  

11t  止痢剤の選択・使用   65．9％  15．1％  84．訓も  68．3駕  16．7，i  

柏  鎮痛剤の選択・使用   72．3ウ島  18．2篤  81．椚i  65．7‰  16．門i  

1辱a  解熱剤の選択・使用   74．ユ％  15．4篤  84．馴i  89．9鵠  14．7％  

1Fl  去虐凍H小児）の選択・使用   3丁．D％  88．g覧  61．門i  83．3洛  27．8ウi  

33．a％  50．9％  49．1％  26．3％  22．鍋  

ヱ9．5匁  5丁．7％  42．3％  32．1％  10．ユ％  

ll†  外用策の選択・使掲   78．8％  18．1寓  鯛，飢i  14．5％  1ヱ．4％  

．81．丁％  丁，7‰  9之．3％  73．g駕  1乱3％  

56．3弘  34」ヨ％  65．2％  48．2％  1丁．0％  

41．1％  54．4％  45、6覧  28．9鴇  18．7％  

45．4％  51．5％  48．5％  33．0％  15．5％  

48．8％  23．4臨  76．8％  50．0％  ね6％  

けl  抗替剤開始時期の決定、変更時期の決定   ヱ1．7％  6a．9％  3ti．用  20．5％  柑．了％  

t乃  基本的な輸液：鶴餌輪諷モ覿尭輸液   35．引右  35．5％  84．5駕  34．4臨  30．1篤  

正  血中濃度モニタリングに対応した抗不畳廓翻の使用   10．3ウi  82．8％  1丁．2！も  10．3％  6．9％  

11I  化学漁法副作用出現時の症状穏和の薬剤選択．処置   15．5％  85．5％  a4．5％  12．1％  22．4％  

1乃  抗癌剤等の皮下漏出時の且テロイド薬の遭択、局所注射の実施   4．5％  86．4％  13．8％  4．5‰  9．1％  

lfl  放射線治療lこよる副作用出現時の外用薬の選択   9．8％  65．g施  34．用  9．8弘  24．4％  

llO  副作用症状の確謬による典刑の中止．減量、変更の決定   20．即i  63：9臨  36．1％  15．3覧  20．8％  

l11  家族計画（避妊）における低用量ピル   6．7％  60．0％  40．0％  16．7％  23．ユ％  

岬  硬球外チューブからの鎮痛剤の投与（投与丑の調郵   †0．5篤  60．5！i  39．5％  5．3％  34．2％  

lll  自己血♯謝定帥姑の決定   33．7％  24．1％  了5．9％  48．2％  27．7％  

E  痛みの漁幸や副作用症状lこ応じたオビオイドの投与1・用法調整．想定されたオビオイドローテーションの茶花  26．6弘  36．丁†i  63．3％  15．2％  4鼠1鶉    時期雇・WHO方正がん鐸痛論皮法事  

l■  がんの葦云格、浸潤に伴う苦痛症状巾た．め曲集剤の遭択と評価   18．1％  4ユ．1覧  56．g％  15．3乳  ‘‖．7％  

lFT  訪問雷班の必要性の判断．依欄   72．5％  12．0鴇  88．0％  72．5％  15．5％  

1印  日々の病臥経過の補足説明亡晴間をかけた説明）   90．7％  12．0協  88．0曳  丁4．0％  14．0％  

且  リハビリテーション（儀下、呼吸、■紺■アップ等）の必雷性の判断、俵禎   丁6．g駕  11．6％  88．4％  66．7笈  21．8％  

正  整形外科領域の補助よの決定、注文   lヰ．81  3a．0％  6丁．0‰  21．8％  45．5鵠  

i一日  療法士・心木遇勤持場士への運動持場依頼   60．7l  17．2†乙  82．8％  61．5％  21．3鴇  

56．5  35．丁％  64．3弘  43．5鴇  20．9％  

l拍  鳥桝・他瞑への診薇†l租纏供暮作成欄介および遮庸）   35．5  52．丁％  4丁．3弘  30．†覧  17．2％  

在宅で絶末期ケアを乗略してきた患者の死亡確領   2†．7  59．0％  41．0％  ・■28．鍋  12．0％  

lボ  舶サマリー（病院会体〉の作成   84．4  TO．哨  8乱8％  71．9％  1丁、丁％  
94．  ユ．5鴇  モ沌．5鴇  74．1％  22．4％  

ll†  ＃義士への食事指導依頼（既存の持示内容で）   55．7％  10．2鵠  8g．81i  62．5％  2丁．3鴬  

l●l  他の介護サービスの実施可・不可の判鋪（リハビリ、血圧・♯■など）   8乞1l  12．1％  8丁．9％  75．0笈  12．g％  

けl  汝療法・カウンセリングの依組   5g．鍋  1丁．2！i  82．8％  50．8％  32．2鶏  

ヨ  知・行勤療法の随順   42．1l  21．1％  7乱9鵠  44．丁％  34．2％  

四  鞠・行動療法の実施・評価   38．55  21．8％  7壬‡．2払  39．7％  38．5％  
20  支持的精神療法の実施の決定   32．8鴇  28」％  TT．g弘  37．5％  34．4％  

患者の入院と退長の判断   25．6‰  53．8％  46．2％  25．6％  之0．5％   

【現在について】  

・Aく現在看坪野が茶庭している）：すべての回菅（①にの直行鼻lよ実施されていない一モ選択した回答曹除く．畑うち、中一■乳師が冥施している」看過撰した回否の割合  

【今後について】 （【現在について1で．①にの匿市島け票施されていない」書道訳した回答者l丸【今掛二ついて】の回答はしていない）  

・日（医輌が実施すべき）：すべての回菅のうち、④「医師が冥席すべき」を遥訳した回答の割合  

・¢【看環師が栗丘司柁）：すべての国昔のうち、⑤r看は紆の■塵が可牡：一腰●址■」副署は師の粟島が可爬：荷重畢諷酎仮削」のどちらか壬過択した回答の割合  

・D【暑印節一般） ：すべての回菅のうち．⑨「看講師の興■が可♯：－▲看鞠■」看過択した回筈の封愴  

・E（語尾せ乱蛎（伍恥）．すべて椚田答のうち、⑥r奄孤節の■■が可能1策定■旺醜く負t酎ユモ選択した国誉の割合  

16   



◆施設区分別散布図：1．特定機能帝院   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）  

l  

▼l  

Ⅷl  
l   

痛  l  l  

確  l  

現
在
「
看
陛
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
（
．
ユ
 
 

今後「看設師の嘆膿が可能」という割合   （－2）  

■r現在」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）   

5
 

現
在
「
看
軍
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
 

（
攣
－
）
 
 

今後「看護師の実施が可能」という割合   （●2）  

事1：【現在について】すべての回書く①rこの医行為は実施されていない」を選択した回書を除く。）のうち、  

（∋r看護師が実施Lている」を遼択した回答の割合  

■2：【今後について】すべての回書のうち、⑤r看護師の実施が可能＝看領師一般」⑥「看護師切実嘩が可能  

特定者講師（仮称）」のどちらかを選択した回答の割合（ただし、【堺田＝ついて】で①「この医行為は  

実施されていない」を選択した回答者は、【今後について】は回答していない）  

17   



■医師と看護師による回答状況  
（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

皿  

Ⅲ  
書  ■  

：t・  

叫  

♯  

J▲l  

■ 

・讐 

明
 
 

春
謹
師
の
回
答
 
 
5叫  

4Ⅷ  

30t  

20■  

川l  

仏t  

榔 皿 2≠ 狐Il蘭 卸l 鵬 I＃ 鞘 鋤1聞；  

医師の回答  

♯すべての回答（（D「この医行為は実施されていない」を選節した回答を除く。）のうち、  

（診「看護師が実施している」を選択した回答の割合   

■医師と看護師による回答状況  
（今痩「看護輌の実施が可能Jという回答の割合＊）  

l  

看
獲
師
の
回
答
 
 

医師の回答  

書すべての回答のうち、⑤「看径師の冥施が可能＝看護師一般」⑥「看護師の実施が可能：特定看講師服称）Jのどちらかを  
選択した回書の割含（ただし、【現在について】で①「この直行為は実施されていない」を選択した回昔看は、  
【今後について】は回答していない）  

18   



●施設区分別散布図：2．特定構能病院以外の病院   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）  
リU■．・  

■糾l■  

現
在
「
看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
（
．
ユ
 
 
 

疇 1叫 即1 3胚 相 馳鴬 郎嘉 聯 租 ○伸 一師     今後「看師の実施が可能」という割合   い之）  

護  

■「現在」と「今後」に関する回答状況（看護輌回答）  

筆  

l  

現
在
「
看
霞
師
が
実
施
し
て
い
る
】
と
い
う
回
答
の
割
合
 
二
：
こ
 
 
0鴛  川鴛  加蔦  3D＃  仙1 馳‘ 80貞  一弼  80溺  90駕 1（IO駕  

今後r看護肝の実施が可能」という割合  （■ヱ）  

♯1：【現在について】すべての回書（（D「この医行為は実施されていない」を選択した回書を除く。）のうち、  

（診「看護師が実施している」を遵択した回答の割合  

＊2こ【今後について】すべての回答のうち、⑥「看護蘭の実施が可能：看護師一般」⑥「看護師の実施が可能  

特定看護師（仮称）」のどちらか書適択した回書の割合（ただし、【現在について】で①「この匡行為は  

実施されていない」を遮択した回答者は、【今後について】は回答していない）  
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■医師と看護師による回答状況  

（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

室■ヰ■  

日  ▲  ＝サ√  

r■IT   ．♯   
醸  

由  

看
護
師
の
回
答
 
 

摘 1晒  20光  3t相  川％  5川  6tI芳  一O光  8ロ％  gq絡  川0駕  

医師の回答  

書すべての回書（（D「この匡行為は実廃されていなし1」を選択した回答を除く。）のうち、  

②「看講師が異施している」を選択した回答の割合   

■医師と看護師による回答状況  
（今後「看護師の実施が可能」という回答の割合＊）  

看
乱
読
の
回
答
 
 

叫  ■T01 2職  制l 側l 町竃  申旛・．1■． 鵬  州l 川αl  

医師の回答  

書すべての回答のうち、（勤「看護師の異施が可能二者講師一般」（診「■講師の実滝が可能：特定者領師（仮称）」のどちらかを  
について】鴨「この匡行為は軸されていないJを即した回答弧  

20   



◆施設区分別散布園：3．診療所（有床診療所）   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）  
■l   ■■1   l  

▼  l  

岬   

l  l  
瑚■．  

I _ ．＿ l  

l  

壷  
l  

事・＝   

晴≡   
l  l  

l  l   

現
在
「
看
護
師
が
実
施
L
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
（
．
エ
 
 

脚 lけ方 2抽■ 3D＃ 用滞 50籍 60拓 †臆 軸 g瞞 川場  
今後「看護師の実施が可能」という割合   （●引  

■「現在‾」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）  

現
在
三
者
謹
師
が
実
施
L
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
 
；
エ
 
 
脾 1叫 訓 御 用l も購 傭1 7瞞 帥l 珊 1叫  

今後「看護師の実施が可能」という割合   （一引  

＋1：【現在について】すべての回書（①rこの匡行為は実施されていない」を選択した回答を除く。）のうち、  

②「看講師が采臆している」を遡択した回答の割合  
＊2：【今後について】すべての回答のうち、⑤「看護師の実施が可能：看護師一般」⑥「看護師の実施が可能  

特定看護蘭（仮称）」のどちらかを選択した回答の割合くただし、【現在について】で①「この匡行為は  

実施されていない」を選択した回答者は、【今後について】は回答していない）  
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■医師と看護師による回答状況  

（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

l  
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一一丁  

● t■ l  

l  
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．
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
 
〇
 
 
 
 
 
〇
 
 

▲
u
一
 
 
 
 
8
 
 
 
 
 
■
了
 
 
 
 
 
亡
U
 
 
 
 
 
5
 
 
 
 
．
一
丁
 
 
 

看
護
師
の
回
答
 
 

礪  tⅢ  罰I 亜 爛■ 鳳 6鵬 薗．．掬I H■・．■l鮎  

医師の回答  

♯すべての回答（①「この医行為は実施されていない」を選択した回香を除く。）のうち、  
②「看護師が実施している」を還択した回苦の割合   

■医師と看護師による回答状況  

（今後「看護師の実施が可能」という回答の割合＊）  

塵：   

嘩  
1  8
0
 
畑
 
価
 
駄
 
岬
 
硝
 
 

若
蒜
讐
師
の
回
答
 
 

肌 l礪 州 j叫，雌 5胤 聯 ■1肺 門 紬l．岬                                                     ．rll  
医師の回答  

＊すべての回書のうち、⑤「看護師の実施が可能：看護師一般」⑥「看護師の実施が可能：特定者讃師（仮称）」のどちらかを  
選択した回答の割合（ただし、【現在につし、て】で（か「この医行為は実施されていない」を選択した回答者は、  
【今後について】は回答していない）  

2222 



◆施設区分別散布園：4．訪問看護ステーション   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）  

ダ  
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l 
○  
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。昭  
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q〉  0 0  0  0  
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t
l
l
l
l
 
 
 

現
在
「
看
護
師
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し
て
い
る
L
と
い
う
回
答
の
割
合
 
 
（
・
1
）
 
 

0）i lO）i 201 ‡O1  40X  50X  80X  70X  801  901 川01  

今後「看護師の実施が可能」という割合   （●2〉  

事1：【現在について】すべての回答（（》「この医行為は実施されていない」を選択した回答を除く。）のうち、   

（さ「看護師が実熊している」を遇訳した回答の割合  
事2：【今後について】すべての回答のうち、⑤「看護師の実施が可能：看護師一般」（診「看護師の実施が可能：  

特定者韻師（仮称）．」のどちらかを選択した回答の割合（ただし、【現在について】で①「この医行為は  
実施されていない」を選択した回答者は、【今後について】は回答していない）  

（∋   



看護師・認定看ま蘭■専門雷帯師別跡答状況（∩＝5J柑4）  
小暑廣鮒ま、書∩書贋靡と蛇足看講靡喜除く）  

11■■  ■■ ■ 、「■ ■1  

サ仙   ついて  
Ⅲ  

正に■刊I   サtl   ついて  在につい   今故について  
A  6  r  亡   D l 上   A  甘 l 亡   D I E   A   亡 I D l ∈  

一畳健也置項巨   
t  ■■が■■▼t   ■t■l■■ が鵬して い邑  ■■・  ■  一      ■竜■ll■ 〃暮■して いも  鱒・  ●■■がm▼t  

l  動脈ラインからの採血   50．2％  19．4†i  80．6％  61．4鴛  19．1篤  7丁．0％  1．咄  98，6％  85．6％  12．9％  87．5％  ロ．0！i  100．0‰   

2  直接勤廉鼻刺による採血   1．8％  58．朗i  41．T％  6．3％  34．8乳  1．0覧  4之．3％  57．7％  8．9！i  48．8葛  2．0†i  32．7！i  87．3Ii  12．8％  5ヰ．6％  

】  動脈ラインの妓宏・圧迫止血   ；●．  28．4％  71．8％  44．7％  26．9％  4t‡．0％  9．7％  90．3，i  65．3！i  25．0％  60．0！i  j．3†右  96．7％  73．3％  23．3％  
ヰ  トリアージのための捜体検査の策値の決定   5．1％  45．5笥  54．5％  †0．8篤  43．7％  9．a篤  24．D％  71ヨ．耶i  1ヰ，9≠  61．1％  14．6％  14．I乳  85．9篤  21．之％  64．由  

5  トリアージのための検体検量結果の評価   2．8％  67．1％  32．9も  ヰ．5％  28．4篤  ¢．9鶉  50．即i  49．4％  6．3篤  43．1！i  18．5％  32．2，i  67．即も  13．7％  54．T％  

6  清書効果判定のための検体換査の巽施の決茸   3．2鴇  69．5％  30．5罵  5．4‰  25．1鶉  4．3鴇  51．2Ii  4〔l．椚i  7．丁†i  41．1篤  8．7†i  32．7％  87．3％  10．1％  57．2％  

丁  治療効果判定のための機体検査綺果の評価   1．9l  84．2％  T5．即も  2．4鴇  13，4％  4．5％  74．7鴇  25．3％  2．鍋  22．4％  17．1Ii  55．1％  44．9篤  8．3％  38．6％  

8  手術前検査の実施の決定   3．8  80．8≠  39．2‰  1t．0篤  28．2篤  4．ロ覧  4t；．0鶉  54．DIi  †8．5†i  35．5！i  7．5％  28．9％  Tl．1！i  17．1！i  54．0％  

g  単純X線楕影の集施の決定   2．7％  SO．5≠  49．5嵐  1T．7％  37．8％  3．3！i  3一月鶉  88．1！i  1ti．1篤  52＿0％  11．2％  †5．5％  84．5鶉  17．5％  67．0％  
IO  単純入線撮影の訂像粋価   1．1†i  8〔l．4†i  19．6％  2．引も  1丁．2％  3．31；  70・．9！i  29．T鴇  3．3％  25．丁！i  11．0％  ヰ9．5！i  即．5駕  ヰ．朋i  45．了％  

正  m．MRl検iの実施の決虔   4．3†i  22．7†i  2．0！も  5t∋．2†i  48．叫  5．8％  38．0！i  ヰ，5％  42．¢鴇  57．4％  6．4！i  51．0％  
陀  OT、HR】繊査の圃騰騨■   0．5％  90．丁，i  9．3％  1．0ち  8．a％  1．4鴇  84．9％  15．1！l  0月％  14．3％  5．4†i  69．3！i  30．丁！も  2．0％  2【l．8％  

I3  遺影書l使用捜査時の造影‡lの投与   33．2篤  42．4％  57．6％  32．8鳥  2ヰ．8篤  41．1  ユ1．4％  68．6篤  44．0％  2ヰ．8％  33．8％  2丁．即i  丁2．4鶉  4¢．7％  25．丁％  

】ヰ  】VR時の動脈＃豪l．カテー・テル挿入・抜去の一詐震廉   0．6ノ  83．1％  用．g％  2．2％  14．7篤  0．0！i  了4．5％  25．5，i  2．OIi  23．5†i  8．0％  TB．3％  Zl．7％  8．7鶉  13．OIi  

1i  桂腹部的膀胱超甘漉検査（残席渕主目的）の栗施の決定   9．4  53．1％  46．9％  用．6％  28．き％  12．g％  之9．即も  70．4†i  31．ユ％  3⊆事．1Ii  T8．2篤  24．2l  75．8！i  32．8覧  42．9†i  
18  経仕掛朗膀胱組音波検井（残曜測定目的）の異縫   13．6！i  50．ヰ％  49．酌も  Zl，】％  28．5！i  18．2％  28．8鶉  了3．2％  33．8％  39．5％  21．5％  27．0鶉  73．0％  33．0％  40．0％  

ロ  腹部超手渡検壬の輿纏の決定   †．ヰ％  89．4鶉  30．6！i  4．丁覧  25．9篤  0．8％  48．4！i  51．即も  8．9％  42．7％  2．5％  4t．0篤  59．OIi  臥ち恥  50．5％  

ロ  腹節超書濾検査の実縮   0．3，i  68．0鴇  32．0％  2．5篤  29．5％  0．2篤  60．1％  ヰ9．9％  3．7l  4＄．2鵠  2月篤  50．丁％  49．3†i  5．1％  44．2％  
19  腹掛組音波検査の総1の辞価   0．3％  88．8覧  1†．2％  0．6％  10．鍋  0．4鶉  79月％  20．1％  1．7‰  18．3‰  3．0％  88．0％  3之．0篤  3．0％  ヱ乱0％  

20  心臓超音波棲董の菓施の決定・   1．2％  74．5％  25．引i  3．2％  22．2％  0．4！も  57．5％  ヰ2．5％  4．7！i  37．8艶  2．8％  51．1篤  48．即i  5．8％  4ユ2†i  

ヱl  心算超青濃捜査の実施   0．3l  72．7％  27，3％  1．8篤  25．5％  0．0‘  81．Ol  39．耶i  1．丁†i  37．81  0．5％  63．1％  36．9％  †．5篤  35．5罵  

ヱ旦  心願超音波検査の結果の絆優   0．3！i  90，6％  9．4篤  0．5！も  8．9％  0．2㌔  畠5．0！も  †5．0†も  0．8％  14．2Ii  2．朗i  丁ヰ．Z％  25，8‰  2．1％  23．7％  

捏  繋動脈超音波検車の実施の決定   0．9  丁5．8鴇  之5．0％  3．用  21．9％  0．4！i  58．7％  41．3篤  4．1†i  3丁．2％  1．8％  50．8鴇  49．2！i  由％  42．9篤  

之1  覆在租書漉横手の夷縮の決定   †．3  71．7≠  28．a％  3．9％  24．4覧  0、8％  ヰ4′4％  55，6Ii  8．0％  47．8％  3．2！i  38．ヱ％  6T＿8≠  11．3％  50．5％  

署5  下肢血管超書波檎壬の菓施の浅慮   1．5％  了0．0！i  30．0！i  4．5％  25．5l  2．5％  ヰ2．6％  5了．4％  8．6％  48，8％  5，9％  34．ち％  65．4％  10．6％  54．8，i  

28  縮礁下憤勤顔ドップラー検査の実施の決定   14．7，i  55．3％  44．丁！i  19．3，i  25．4鶉  18．8％  32′9％  6丁．1覧  25．一弘  41．4鶉  18．之％  25．1％  74．9％  26，丁≠  48．1鴇  

2丁  12耕専心t四検事の買施の決定   35．31i  2一‡．8第  73．4％  50．4％  23．0篤  41．2％  13．了％  86．3％  56．3篤  30．0！i  49．8，i  4．3粗  95．7，i  82．7，i  33．0㌔  

・．■■ ■  68．4％  6．9鶉  93．1％  了9．丁％  13．4！も  66．0ヽ  孔7％  95．3兄  82．8％  13．3％  73．6％  2．3％  97．丁！i  82．6％  15．11  

拍  12誘導心t同橋王の結集の陣騨   9．†％  5了．5！i  4之．5覧  18＿7％  25．8％  14．4％  48．9！i  53．1‰  22．5！i  30．8％  2丁．0！i  33．8％  66．2％  28．8％  37，現i  

al  感染症榛圭（インフルエンザ・ノロウイルス零〕の輿先の決定   7．9％  37．7％  62．3葛  2⊆l．3鴇  33．0蒐  9．3  之1．3l  了8．了％  34．1％  44．61  T7．2％  10．0％  gO．0鶉  41．1Iも  48．8％  

3l  感染症嶺董（インフルエンザ・ノロウイルス書）の≠縮   46，3％  1軋了鴇  80．3％  5B．5弘  21．8篤  44．2！i  11．5％  88．51i  63．4％  25．1†i  50．8％  台．8‰  90．2ち  63．4！i  28．8鶉  

32  感染症捜査（インフルエンザ・ノロウイルス疇）の結果の評価   6．2  5丁．6艶  42．ヰ％  19．3％  23．1篤  9．丁！i  47．4鴇  52．6冤  22．ユ％  30．ユ％  20．8鴇  30．8％  69．鵜  34．7％  34．7％  
封  豪州露手性横暮果雄の決定   2．6％  86．7％  33．3％  7，〇％  26．0％  2．丁！i  50．1篤  49．9％  11．g！ち  38．0篤  5．0％  37．5％  62．5†i  15．0鴛  4丁．5篤  
y  貫首捜壬の実権の決定   3．9％  57．咄  42．6‰  13．4鴇  29．2％  5．3，i  32．2％  67．8！i  21．4鶉  46．4％  10，3％  26．鍋  7：l．4！i  22．丁！ふ  5ロ．丁％  
a5  よ薗検査の綺果の評価   1，¢％  73．7！i  2ti．3鶉  6．5％  19．8！i  3．Tli  57．9！i  ヰ2．1覧  1†．7気  30．4％  乱8  44．ヰ％  55．即i  15．T％  ヰ0．5％  
36  衛生鞠羊検車箕雄の決定   2．6％  65．ヱ％  34．8％  8．9！も  25．g！i  3．1％  38．3！i  6l．丁％  1丁，9！i  ヰ3．引ふ  8．4％  83．0％  67．0％  20．之％  46．8％  
き7  龍生紬単機董の実施：スワブ法   39．引i  34∧4％  85．6％  48．1％  1丁．5！i  ヰ5．3！i  20．3！i  79．丁鴇  58．5嵐  23．3！も  47．8％  19．9％  80．‖i  53．用  27．0！i  
38  染物血中濃度横査【TDH）実施の決定   2．1％  68．4‰  ユー．6覧  6．3％  25．2％  1．0覧  49．4％  50．6％  8．4％  42．2％  3．0覧  ユ8．4％  61．6％  †0．1％  51．5％  
沖  スパイロメトリーの果絶の決定   2．0％  83．6％  36．4％  臥6％  27，8％  2．T％  ヰ3．0モも  5了．0％  17．0％  40．0％  丁．4‰  83．3％  66．7％  柑．0％  47．6％  
一ゆ  吐■内圧訂定・旺円内圧測定集施の決定   1．2％  77．3％  22．7％  3．5％  1さ．Z％  1．4％  52．丁‰  47．3％  7．5，i  39．g％  4．5％  50．7％  49．3‰  6．7弘  42．5％  
一‖  眞欄内庄粛定・肛門内圧酬僅の冥施   2′5‰  69，5％  30．5％  8．丁％  23．8％  5．6％  46．1‰  53．9ウ；  †2．丁％  41．之％  6．6％  5之．9％  4丁．1！i  8．8％  38．2％  
ヰ2  腐胱内圧粛宝異施の決定   T．2％  76．1％  23．g％  4，1ウも  1g，8％  0．9％  52．9％  47，Hも  7．3％  39．即も  3．4％  50，丁％  49．3！i  6．8ヤi  42．5％  
ヰユ  胱内圧測定の実施   3．噂  柑．7％  30．3％  7．5％  22．8％  6．5％  ヰ7月‰  52．2％  12．8％  39．5％  ヰ，8％  55．9％  44．1％  g，0％  35．2％  
11  血ま野鶴棲査（A81／P佃V／SPP）検査の翼施の決定   1．1％  73．9鴇  2ti．1％  4．4％  21．8％  3．1‰  4乳4％  50．6篤  7．7％  42．8％  5．2熟  54．＄％  45．4ウも  6．9号i  38．5覧  
lS  血液辞■穣董（Al‡l／PWV／SPP）検査の実施   1．9％  66．8†も  33．2％  6，6％  26．一覧  3．7％  44．5％  55．5つも  12．2％  43．3％  3．3！i  80．2％  39．8％  10．5覧  29．3％  

ll  血流辞儀検査（A6レPWV／SPP）捜査の結虞の評価   0．ヰ％  8ヰ．49占  15．6‰  2．0％  13．5％  2．ヰ！ふ  69．6％  30．朋も  3．2％  27．2弘  7．9％  74．0％  26．0％  5．6％  20，3協  

11  甘露度検査の震撼の決定   1．3％  62．3％  37．7弘  9．7％  28．0覧  0．9％  利き．2，i  53．8‰  13．1％  40．丁％  3．2％  31．7亨i  88．3％  23．丁9i  44．6％  

18  サ竜虎検王の轄果の拝辞   0．41i  74．8％  25．2■′  4．8％  20′4％  1．0％  63′7％  38．3覧  7．8  28．5施  5．9覧  50．3≠  49．丁％  T6．8％  33．0％  

再  疇下造影の菓應の決定   1．6†i  5！l．5！i  40．5％  6．8！i  33．丁％  1．6％  41．即i  59．0賂  8．5％  50．4％  6．2気  30．3％  69．7％  8．4％  61．2覧  

帥  儀下内観鰻捷壬の東鶉の決定   1，0！も  昏6．2サi  33．8鴬  5．0篤  28．9％  1．1！も  ヰ乱丁‰  50．3％  5．9％  44．ヰ％  4．1罵  42．1覧  5丁月％  ヰJ7％  53．2％  

引  蟻下内観軌検壬の実施  0．2  83．1％  16．9％  1．4l  15．5％  0．5覧  了4．4鴇  之5．6篤  2．3％  23．3篤  1．2篤  祁．3％  23．7乍i  1．8％  2■†．9弘  
52  疇底検量の黒鳥の決雇   T．3一  71．8％  28．4！i  5．用  之3．4％  0．丁‰  57．6％  ヰ2．4％  8．8％  33．8篤  2．8‰  41．0！乙  59．0％  7．3％  51．一光  
封  眼底検壬の真滝   3．g％  8乱8艶  30．2覧  7，3％  22，9％  2．丁ゝ  5丁．5％  42．5％  †2．0％  30，5l  3．8％  57，6覧  42．4％  1ヰ．7％  27．丁‰  

さ1  眼底捜査の総果の絆如   0．2％  88．7も  11，3篤  1．2％  10．0覧  0＿ヰち  84月％  15．5l  3．5％  12，0篤  4，0％  ¢9．5篤  30．5％  4．5％  26．0％  

55  ÅCT（活性化凛圃時憫）の瀾琵実施の決定   4．6％  62．7‰  37．3％  11．6％  25．6％  8．0％  43′5％  弼．5％  17．8鴇  38．8鶉  4．9％  43．5‰  56．5％  12．5％  44，0％   

【現在について】  

・A（現を看は師が実施している〉：すべての国有【①「この医行為は異施されていないJを凰択した回答を隙く．）のうち、②一昔巳師が実施している」を過訳した回答の調合   

【雪組について】 （【現在についてIで．①rこの医行為は樫されていないほ選択した回春曹は．【今後につし、て】の回答lましてい机、）  

・β【伍師が菓施すぺき）：すべての回答のうち、㊨†匿師が稟絶すぺき」翻した回書の調合  

・¢（音吐磨が稟應可能）：すべての回専のラち．⑤「■壇師の実篤が可蕪：一般書は師J⑥r看護稗の実施が可能：特定者吐師（頗躊）」のどちらかを過択した国事の糾合  

・D（青嵐師一蜘  ；すべての回答のうち、⑤r■粗野の某誌が可能：一般書吐師」を遇罰した回苔の割合  

・E（特定者講師（伍桝：すべての回答のうち．⑥r書往嘩の藁施が可能：特定t講師（仮称‖を選択Lた回答の引合   



匡優処置項目   

紳  挿管チューブの位置調節J深さの許整）   

●董  人工岬吸帯モードの設定・変更の判断二乗ヰ   

lS  小児の人工呼吸器の選択：HF⊂l対応か菅か   

ll  NPPV聞鶴．中止．モード独走   

j兼鴇の東館の決定   

70  t気櫛メスlこよも止血（播＃恥   

Tl  巻爪処t（ニッ′t－、ウイヤーを用いた処置）   

丁5  市側（非感染削の軸：皮下組織東で亡羊衝室外で1   

丁7  医療杓ホ1ソテキスの使用（手術室外で）   

80  末梢紳脈挿入式た雷脈カテーテル（門GC）挿入   

且l  中心伸厳カテーテル挿入   

躍  中・b静脈カテー一子ル抜去   

84  

拍   

朋  胸腔ドレーン低圧幡腑l中の■朝丘確定・た王   

紳  心iドレーン蚊室   

拍  「一時的ペースメーカー」の襖作・管理   

，4  「一時的ベースメーカー」の抜圭   

勺7  小児巾CT・MRl捜査時の餓憫笑値の決定   

00  小児のpT・MR雌萱時の錆静の翠施   T5，9％  Tl．2％  2乱8％  15．1％  13．6％  10，～摘  70．5％  29．5％  10．8％  18．7％  13．5ゝ  5良8．％  48劇  12創  31．1％  

℡，  小児の臍カテ：臍城中書柳腰   0－6篤  92．1払  7．9弘  0．2％  了．丁％  1．3％  8丁．引i  12．5％  0．0％  12．5％  0．D鴇  100．0‰  吐血  ロ．ロー  0．8％  
1囲  幹細胞移撤接銭と細曇   4．4鶉  81．3弘  18．丁覧  5．2％  13．5％  8．0％  68．鍋  31．ヱ％  11．3％  19．9％  10．4鵠  62．4‰  3丁．砧  1ほjl  24．0乳  

0二3％  糾．之％  5．8％  0．4臨  S．4％  ．0．2‰  90．7駕  9．3％  0．之％  9．0％  0．6％  92．2％  ¶粍  山拙  丁．2％  

佃之  導屏・留置カテーテル巾事入且摩貴重劇講貫   52．2％  18，7％  81．3％  64．2覧  17．1％  59，9施  8．之％  93．8％  TO．4％  23．5％  郎．8％  5．7臨  94．鍋  丁瓦l捕  18．9鶉  
1田  彊尿・留置カテーテルの挿入の実施   85．白％  丁．4％  92．6％  85．5％  7．0％  89．1％  2．4％  9丁．6％  88．3％  9．4‰  88．6％  2．0％  別u挽  9D．之≠  丁．8鴇   

【現百について】  

・A臼買長者講師が夷托している）：すべての回牢（①rこの直行；糾ま実施されていない」を迫現した回書吾隈（。）のうち，②一石技師が拙している」香道訳した回牢の割合  

【今後についてI （【現在について】で、①「この直行嵐は兎iされていない」モ遺訳した回春者は．【今【釘＝ついて】の回答はしていない）  

・日（医師が実施すべさ）：すべての回答のうち．④「医師が■▲すべき」看過罰した国軍の割合  

・引警護師が藁臨可能〕：すべての回答のうち．⑤「看u■の其絶が可能ニー般電柱師」◎r看旺師の実施が可能：特定者旺紆（正挿）Jのどち与かを瑠択した回書の割合  

・D【看護肝一別  ：すべての回答のうち、⑤r看は■の事檻が可能ニー般看憤肝」看過鰐した回宇の割合  

・∈（韓尾窄網（仮称） すべての回零のうち、⑥rせ址師の稟毘が可随：韓軍看牧師（仮称llを選択した回答の司会   



医療処世項目   

【  、雅の経口電熱F濱の開始と濃度、土の決定   

1レ  束■血t■tルート凸i■と掴の換与   

27．5％  57．0％  43．0％  2g．2％  13．9％  之8．ヱ  長和ノ7駕  49．8％  2丁．5％  ■21，8駕  1g．ヱ％  41．9％  58．1覧  23．6％  34．5％  

32．7％  54．5％  45．5％  30．9％  1ヰ．6篤  32．l  48．2篤  53．鍋  30．8‰  23．2弘  25．ヰ鵠  40ノ摘  59：6％  24．4覧  35．2％  

27．丁％  59．1％  40．9％  28．2覧  12．6％  27．4％  51．用  48．9％  Z7．8‰  21、1％  18．1％  ヰ8．8％  53．4鴇  21．6‰  3T．g‰  

巧1  

lt持   

†現在について】  
・A（現在せ護師が素足している上すぺての回酎①rこの匿行為は実施壬れていない」を選択した回答せ隙く．〕のうち，②「看鴎師が巽鳥している」を週択した国有の劉台   

t今晩について】 （【現在lこついて】で．①にの匿市島lま茅花壬れていないJを選択した也筈昔は、【今捜ヒついて】の回答は」ていない）  

・B（医顔が実施すべき）すべての回答Ⅵうち、㊨「医■が軸ナぺきJを丑択した民紘の割合  

・G（モは師が実施可鵬）すべての国軍のうち、⑤r警旺躊の≠kが可能：一般■覆鐸J⑥r■覆腐の和が可能：特定者櫨騎（任削」のどちらか看過択した回答の割合  

・D（モ護領一般l  ．すべての回答のうち、⑤「租韓の鵜が可搬1一散■札軌を遺訳した国電の■島  

・E（特定宥醜即仮称〉；すべての回答のうち．⑥r看護師の実席が可舵：特定看は師【仮称）」を週択した回答の割合   





看護師・認定看護師・専門看護師別散布図  

■「現在」と「今後」に関する回答状況：看護師（専門看護師・認定看護師を除く）回答   

…  

…  

Ⅶ  

…  

M  

…  

…  

…  

川   l
 
 
 

現
在
「
書
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
書
の
割
合
 
 
（
．
1
）
 
 

Ol 「Ol コ】l  ズI lnl ～【l l：l  和l 細l 帆t l00t  

今後「看護師の実施が可能」といぅ割合  （■ヱ】  

工「現在」と「今後」に関する回答状況：認定看護師回答  
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今後「看轟師の実施が可能」という割合． （－2）   

■「現在」と「今後」に関する回答状況：専門看護師回答  
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ロ1 1【桝  20I 381 川1 5ロl 畑l †D1 8D■  9D1 1001  

今後r著轟顔の実施が可能」という割合  （－2）  

■1＝【現在について】すべての回書（①「この匿行為lま実施されていない」善道択した回答を除く。）のうち、  

②「t講師が実施している」を遮択した回答の割合  
■Z：【今後について】すべての回筈のうち、⑤「書旗師の実施が可能：石講師一仇⑥「看護師の実施が可能：  

特定書醜師（仮鞘）」のどちらかを選択した回苔の割合（ただし、【現在について】で①「この医行為は  
実施されていない」を遭択した回答書は、【今後について】は回答していない）  

⑤   



病床区分別回答状況：1．之0－199床〔∩＝6引）  

医療処壇頂月   

胡l土■■宣撫由b寧膳由由叩鵬の詭麿   

E  手術叫嘩の雑再議辛■   

ロ  訂、血電機ヨ由■k鵬瞳   

1丁加  由．肌  TO．血  地力  ヰ1劇   佃．7t  脾臓  出巾l  由．用  皇1鵬  
lT  鵬■鐘細伽議冒■   

ヨ．  54．■  ▲8．鵬  1軋1i  之曹  弛  イ．  ．紳βl  洩1  1軋由  ■ 全滅二加  

D．  ヰ鼠9  ■■5乱用  4．  48  刑  ・馴瓢  ・■l飢21  ．■乱  1．1l  ユ駄職  

6丁ユ鮪  ヰ21  ．g5二8l  月吼仇  18．鎖   dl・．6l  7．7駕  ！ば．8書  1乱鮪  13．きt  

亨  ！亨嘲叫叩．咄■   5諏  斡鱒  13．．8葛  1事■．  即．鱒   丁一叫  絶叫  喘朋  1†辟  坤印  

1丁．鞭  ・由．咄  Tl．  咄．叫  31ヱ   ■】鳥  ∂：臼杵  6丁即  ‡9加  ．宣丁．弼  
11  ■義朗ilイ云フルエンす・ノロウイルス等）の素地   

山地（インワ」止ンザ■・ノロウイルス副の結果の評価   

二」 ■ ■・－   l■ ‾   印  岨血  ■醜01  28．謁  2ら   8．袖  知丁  ヰ1．3t  I即鵬  ■王已5t  

▲■噂中神■由獲羞   
1■叩命榊ゐ韓t・‾   1．1  専  18．鵬  皿j鵜  密   串坤  引山川  ．坤  14こユl  ・餌．耶i  

5．  血  弧3i  卵．跳  卸．   4融  5古．1l  44．筒  1了王l  2丁．ヰ％  

5．望■  lTノ軋  ■温8t  呈TJ仙  之6．生   有職  ．・58  ．ヰ一点1  1丘1l  包8．1％  

寧  皐吋咋吋ト■岬神崎寮卑   8J羊  岬月I  ・諷tI  謂．1甘  祖師   疇．  斡．劉  一札王≠  卿劇  2乱8％  

■】  加住継・甲州即惚疇働嘩  乱1貞  ■・甲．撒  ・粥．ヰ≠  hll  王了■芦   1．  丁印醜  ・加血  ■ 4．tIi  ヱ0．5施  
ロ  ”向田虚・吋柄出臆湖山   1書．訴  問：81  珊．j  l乱醜  1i．   乱  ．Tl劇  甜加  ■T．椚  ．之1．柑  

．■  書細醸一癖嶋朝鹿■   r指  量紺．洩  ぬ劇  7．  蹄欄   1．4  丁4二丁†l  王邑加  さ．由  ヱ1．7％  

慮胞庄■奮の細■   †ぎ」Al  由創  ・ユ○二81  1さこヰl  ．帽．  l≠  5．3も  Tl應l  28j  紬．乏駕  18．2ヽ  

咄卿仲間恥嘲州帖欄刊湘帥積■申洗青   ＆丁  哩調  FT．1号  祁．5も  ■二王7    已訊  軋¢l  棚  川．  ．j汚．8％  

や  血糞■■組坤l／叩V／軍叫鹸暮申雫薫   1【l．  王墓．仇  7早．怖  閃旦  ＝蛤   ユ了l  旦11  ざ3．飾  轍鱒  ▲皐3．3篤  

■β  血策■画叫P仙・／SPP嬢iぬ離の岬■   1．，    41．5■  1乱川  草乙   ¢』  ・了2．ロl  28．伍  丁．且l  ・加．2駕  

lT  ■密度棋王の実施の決定   8．1鴇  42．3≠  57．了％  2丁．D％  30．朗；   ヰ虞  月ユ．0％  47．0％  18．与ヽ  28．5†i  

■  t密度梼億の結果の評価   3．6一  S且仇  山．4％  1丁．1％  之4．3！i   軋・  即．之％  32．8％  9．柑  2ユ．丁％  

ll  ■下達影の栗施の決定   5．8％  ■ 書丁・・  52．8％  14．6％  38．2％   占  64．D％  46．0†i  12．  ヨ3．丁％  

甲  ■下内視鏡綾圭の夷施の決定   6．即8  噌．嶋  58．8覧  13．2％  43．4％   4  58．1％  41．9％  ・12．1  ⊇g．8％  

dl  ■下内視鏡捜査の実施   2．耶乙  丁且且l  27．5‰  ヰ．3％  23．2％   0．5  ■丁7．0駕  23．D％  1．0l  ！1．0％  

l王  ■腫検査の菓施の決定   4．5  粛正l  軸．即i  15．丁％  34．8覧   4．1  60．2†i  39．8篤  12．さ  28．那i  

田  底頗雲の賽■・   5．4  引．川  ■■8．9  14．1等  34．8‰     55．9％  44．1覧  14．■  2乱4％  

ロ  底壊査の轄事の欝■  1．t  
AC汀（藩性化凝固時間）の親電菓施の決定  15．   

【現在について】  
・A（現在者壌飾が舞施しているLすべての風着他にの上帯i血■卓九てい心、虎考軋．た皿答を除く．畑うち．②曙匪削l菓▲している一車道択した回書の割合  

【雪組＝？いて】 H現甘＝ついて1で・①「こ祀叫l一触てい軌、J研した囚酎は・l今附こついて】の風音はしてい執、）  

・8【叫■〟袖丁ぺ毒Ilすべての耶のうち、柵モ■書ぺt止1覿しk■奪0■毛  

・¢（■山脚舶能）＝すべての回答のうち－薗加地噂■；－■t血l亜■耶柏如跡可能．柵支署脚【班h巾どちらか硝訳した凸昔の罰合  

・D（1■■一l耶   ＝すべての自首のうち．暫r●書■の間叫♯：－♯■■■」書暮訳した回答の割合  

・引付叩正削 ＝すべての回答のうち、虚r■■■由t■が可t：け主雷暮■鴨井】臆遭訳した回皆の嘲合   



（医師帽9、書誼師ヰ与2）  

虚  人＝軸モー摘出相即間断雛   

柑  人工■血書下脚 
人＝■畦■さ轟中側ウイ土ングスケジュール作成と実施   

ロ  筆ホ■坤■fニッパー、ウイヤーf用いた処置）   

丁2  事・■■血▼臼－ンhlト▼l肌・た剋置）   

丁  ■■叫細‖鵬＝丘下鱒峠で   

丁  の吐圧点血建頭■   

，l  ♯■（非■染■）の■合：■足下■■手で（手博土井モl   

丁  井戚彙■申縫合：丘下掛から脚手で挿術三井セ）   

H  

ll   

丁℡  王l脈ライン確保   2．5，i  56．39i  ヰ3．8％  6．3％  37．5，i  1．ヰl  了Oi納  丑9．4乳  之．之％  ヱ丁．2％  

軸  ま硝綿挿入戒静廉カテーテル（剛CC）挿入   

中心棚カテーテル掛去   

●】  膵償・皿tチrプの書取洗浄   

■I  ♯竃・岨一千ユーブわ入札■員   

鵬  虞牡責■（一珊カテーテル廿1昏食む）   

■  繭如レーン酬舶坤・¢疇拍l圧の設定・変更   †2．  ＿町崩  59．椚i  14．5鴇  44．  1乱電≠  銭函  イ6■t  17．0％  2g．ヰ篤  

珊  心誅ドレーン抜去   1．  8札  31．3！i  g．ヰ鴇  21．  0．  83．5■  】匝  4．0！i  12．5％  

引  創静ドレーン撤去   仇  5q．  49．2％  23．ユ％  ．之5．醜  1．  ！沖．1l  瑚  15．5％  25．4，i  

虫，  創静ドレーン短切（カット）   之．  書1．  48．丁も  22．8％  28．1％  0．4  き○∬幣  41．仇  14．5！も  28．5％  
■3  r一印ベースメーカーJの捜作・せ理   印  一且端  51．7払  5．0％  48．7％  11．  一・ニ  ＝  仰加  9．3駕  31．5，i  
h  「一疇的ペースメーカーJの雄圭   ○‾‾  印．8■  49．1％  12．3％  朋．8％  m  了1．班  王8．さ1  5．8％  23．1％  
P¢P割柑助循環の管理・捜作   0．  lT．！l  32．5，i  丁．5％  25．0％  与．ヰ  Tq■  j相加  6．1％  23．1篤  
弼  大動脈′くルーンバンビンプチューブの坊主   0．  7乱8■  26．2％  2．4鶉  2く‡．8％  吼○■  t帽月  叩．量1  1．鵬  11．ヰ％  
射  小児のCT・M仰の■棚の決定   2．  80．1l  3⊆l．1％  8．7鴇  30．ヰ％  3月％  乃．1■  之も！牲  5．9％  1鼠9笥  
98  小児のCT・M剛欄廣欄Ⅵ■■咄   28．  一旦  5了．丁％  2（事．8％  30．8鴇  1ナ．  ●l．¢方  姐0も  18．鍋  17．ヰ％  
g，  小児の屈肋干満地脈の緬間   0．0％  33．3馬  8¢．丁％  0．0％  88．7％  3．1  フ乞丁■  2丁．拙  之．3％  ヱ5．鞘  
IOO  幹細胞移敵性続と滴数詞暮   8．7％  ヰ0．0†i  6〔l．0％  8．7，i  53．3％  弓．隋  71」l  28．8l  4．鍋  之4．3†i  

‖‖  関節穿刹   0．D％  83．了篤  18、ユヽ  0．0％  18．3％  0．一覧  91．2％  ＄．8％  D．5†も  8．2％  

l02  噂尿・田置カテーーテルの挿入及び抜圭の決定   45．摘  28．6覧  7T．4％  53．8，も  17．訓i  82．3％  19．59i  8q．5覧  65．7％  1ヰ．8，も  

t（は  導犀・℡置カナ一千ルの挿入の策施   87．7％  5．2覧  錮．鍋  83、2鴇  11．8％  92．2％  5．9％  gヰ．1％  87．7，i  6．4鶏   

【現在について】  

・A旭在声江田が某拝している】・すべての回割①「このE行軋ま某持されていない」を遭訳した回書を除く」のうち．②曙改野〟買値してい軋俺遜択した回答の割台   

【今後lこついて】 川現在について】で．即この匿抒1は井靡きれていて礼ヽJ講択した回字書は．【今後l＝ついて】の回宰はしていない）  

・Bほ鐸▲t集塵すべき）イペての国華のうち、㊥rE舶t壬■ナべ蕾」モ遇択Lた血書の割合  

・q：■暮■が舞■可能）：すべての固着のうち．⑤「書■躊の箋■が司鍵．一膿■■■仲「看護席の実施が可能．特定看旺師（仮削」のどちらかモ召択した回答の羽合  

・D（剛Ill－t） ：すべての回啓のうち、⑤rt■繹の霊鳥が可t：－♯■責帆モ逝択した回寄の割合  

・∈（靖定■t野（反別：すべての回答のうち、⑥r書■■の舞烏が可■：轟音■1■l七削一直選択した風琴の割合   



（匡師柑9、看護師15幻  

匡癒処置項目   

I叫  食事の朋朋・中止の決定   

14  ■ 耶．Tt  引u鵜  28．朗i  35．了％  †4．6％  48．即i  50．4％  18．8％  31．8％  

1t¶  胃ろ与、締ろうのチューブ抜菱   

いI  経管鳶♯用の胃管の挿入、入れ甘え   4丁．2％  26．4ウi  73．¢％  46．5†i  之7．1％  55．4，i  26．8！i  73．2篤  52．8％  20．5，i  
4．8％  52．8％  47，2篤  T5．2ち  32．0蔦  4．4％  63．3％  38．丁鴇  9．3篤  27．4％  

正  局所府酔（硬鳳外・頭柑   

0、0！  9且．11  7、朗i  0．0％  丁．馴i  0．0？i  95．1鴇  4．9％  0．3覧  4、耶i  

30．引  ：粗．書■  TO．7ち  一丁．肌  氾．9％  2与．  45．†ち  5ヰ．3％  27．6％  之も．1％  

1丁．9  4丁．  52．ヰ％  28．6％  23．鍋  14．5  60．5％  39，5≠  18．1鴇  之1．4！も  

血♯血に応じたインスリン投与丑の判断   21．4  41．  58．朗i  2丁．9％  30．丁％  20  43．1，i  58．鍋  23．8馬  33．1％  

TO．6  9．壬l  90．a％  7丁．8％  13．1％  78．凪  8．8％  93．2％  82．2†i  11．8％  

1了．1鶉  28．3‰  了0．丁，i  37．1％  33．8％  ほ月  3ユ．3％  6良7％  30．4賂  36．之％  

12J2l  38．9鶉  61．1駕  14．4，i  46．7！i  2I  3了．1％  62＿9篤  17．1  45．8％  

4．8苫  6了．1覧  42．9％  4．8％  38．1！i  0．0％  78．0％  22．0篤  3＿  柑．8％  

Z．1  ち1．1†i  48．9％  1了．0％  31．9％  乱0％  80．4％  3g．6％  1t！鞘  24．7，i  

lI  前立膿がん横臥磨鯵・PSけ－ダ（一次スクリーニング）   

p  子雷収縮抑制刑の選択・使用   

カテコラミンの選択・使用   1こI．7！孟  ¢9．8％  30．2％  T2．9！i  17．3％  28．2乳  810％  3了．0％  23．5％  13．鍋  

15】  利尿剤の遭択・使用   1之．9％  69．1，i  30．9乳  14．4％  1¢．5％  33．ヰ  58．6％  43．4％  29．5％  丁4．0％  

1与4  基本的な輸液：罵カロリー■滋   11．0篤  62．5，i  37．5馬  14．7罵  22．8，i  29．3ち  52月蒐  4了．1曳  28．丁篤  20．4％  

1ら5  掲示された期間内に築がなくなった場合の機構薬剤（全般〉の磯続使用   28．D％  35．2乳  84．8％  38．6！i  2¢．2％  al．3％  37＿4儀  62．8％  40．1†i  之2．5％   

【現在一こついて】  

・A（現在看江疎か粟島している）＝すべての回電《〕rこの匹行コ引土粟屋書れてい匂し、ほ道訳した向答を縁く。）のうち．②rt■■が巽推しているJを選択した自答の割合   

【今後について】 （【現檻について】で、①「この曙市島は実施されていく札、ほ遭択した自答者は、【今談l＝ついて沌個僑はしていなLl）  

・8（圧印が冥施すべき）．すべての包有のうち、⑳「E師が果鹿すべき佗』択した皿芦の痢合  

・引看臥厨が井臨可≠）＝すべての包苔のうち．⑲「■1■の稟▲が可t：－■■■■慮l苛晩節の菓鹿が可能特定者鵠即仮称）」のどちらかを選択した匠唇の割合  

・D（看旺肝一削  ：すべての自答のうち．⑤r■鵬年の和が耳傭＝一書■Il■Jを王択した回昔の割合  

・亡【特定羊鵠師【仮削：すべての自答のうち．⑥一書聯の翼寛が可■＝犠定■t■（厳格）」を遭訳した巨答の割合   





病床区分別回答状況：2．20D－499床（∩＝1．978）  

匡環処置項自   

j  正捷動脈穿刑による採血   2．鍋  35．1弘  64．9％  15，4％  49．5％  2．1％  59、9篤  40．1†昌  8．3貼  33．8％  
3g．5†i  14．5鴇  85．5％  5乱0％  26．5％  31．3％  3†．4％  68．8％  42．0鴇  28．8乳  

l  トリア【ジのための検体検査の轟施の決定   8．2，i  34．4弘  85．6％  21．g％  ヰ3．7％  6．8％  43．8％  58．2％  12．惜  44．1％  
3．朗i  58．8篤  41．4％  12．5％  28．卵ふ  3．g鶉  65、5％  34．5％  5．†亀  29．4％  

治療効果判定のための検体桟壬の異施の決定   3．耶i  59．9％  40．1％  乱8％  30．朋i  3．7弘  6乱0％  31．D鴇  5．8％  25．2％  
つ  治療効果判定のための検体検束縛果の評価   3．3％  77．8臨  22．三党  4．5％  17．丁鴇  2．3‰  82二5，i  17．5％  2．鍋  14．7％  

5．2％  51．2弘  48．8鴬  1丁，1施  31．6乳  6．1％  即．0％  40．0％  12．鍋  ヱ7．8気  
3．措  47．即i  52．2％  18．4弘  33．8％  3．0％  52．4％  4丁．箪  11．鍋  38．4％  

tl  ■榔哺■輝＝   之．0乳  7了．1鴇  ま2月覧  4．3鵠  18．鴎  l．1％  8q．9覧  柑．1％  2．了乳  1邑．4鴇  
il  GT、日印検量の奥施の決定   1．2％  88月弘  31．2％  7，2つ与  24．0％  2．5％  73．9‰  26．柑  4．朋i  2†．7％  
用  CT、HRl検量の画像評価   2．1％  88．3％  11．79i  2．9弘  8．さ％  0．5罵  90．9％  g．1鴇  1．3†i  7．8％  

43．4％  15．丁％  84．鍋  60．2％  24．用  中＝摘  87．8％  82．4弘  ヰ0．2％  22．2篤  
⊂  ⅣR時の動脈穿刺、カテーテル挿入・根圭の一部実施   2．2％  85．6鴇  34．4％  5．9％  28．5鴇  1．2‰  84．1％  ■15．9弘  3．0％  13．0％  
Ⅶ  種腹部的膀胱超音慮檎壬（残尿測定日的）の策施の決定   16．鍋  35．3温  8亀8笈  35』％  ヱ乱8鴇  ロ  ら2．8鴇  47．2％  1g．1，i  28、1％  
亘  経腹部的屈胱超手慮検董（漆原測定戸的）の集施   20．0鴬  31．由  6良一l  誠鵬  知應  1乱1！i  48．5％  5†．5％  2ヱ．鍋  28．丁％  
lT  ■■＃轡御中よ簾中決定   1．ユ％  58．0％  4乏．D笥  ほ．ロ馬  弧離  T．鍋  69．7％  30．3％  4．9％  ヱ5．5％  

山師  占0  ．49．1％  5．4％  43．7％  0．1％  6丁．6％  32．4％  2．2％  30．2％  
OJ  ．壬冒．1I  之3．6熟  3．5駕  20．2％  0．4％  88．4篤  11．8％  0．7％  10．9†i  
t．l  ．鵡鵬  ユg．2％  9．3％  3qβ‰  1．3％  了も恥  i8J払  3．8％  2ヱ．Ⅷ  
仇4  5出亀  4丁．5％  3．1％  44．朋i  0、之％  7■  餌出  1．8％  2百．2％  

事榊由■抑評価   0．梢  78．6篤  卑1．4％  2．3％  1g．用  0．哨  9〔u  ■9．鮪  0．8％  ・9．0†i  

＿触礪卿事の決定   0．丁％  58．7％  41．3％  8月％  31．4％  †．1％  7ヰj琳  粗憤  8．4％  21．7％  
l■  軸軸i中軸仲決定   0．6％  54．4駕  45．8％  10．4％  35．2％  1．3％  丁3．2髄  之8二百島  3．3鶉  23．5隠  
寧  下血牌脚施の決定   1．6鵠  51．鍋  48．1‰  11，9％  3ti．8％  †．丁†i  71．2％  2王事．8％  4．7％  24．†％  
二疇  血相勤輌董の実施の決定   8．1％  45．丁％  54．3弘  20．4％  33．9％  12．0％  59．2％  40．8％  †5．1％  25．7％  

2乱3鵠  22．丁％  77．3弘  52．8％  之4．路  88．8％  27．5％  丁2．5鴇  47．拍  24．8％  
83．0弘  4．3％  95．7％  80．椚i  15．1l  阻7界  8，8％  引．29i  77．1％  †4．用  

47．2％  15．4％  3T．8鴇    57．5弘  42．5％  1丁．0％  25．5％  
27．3‰  72．7鴇  3g．9％  32．8  に  35．5％  64．5％  31．8％  31．了％  
12．2曳  87．8％  朗．4％  21．鵬  軋1  17．†％  82．台覧  63．鍋  19．0％  

濾  ■肋（イシコんエシザ・ノロウィルス削の結果の評価   10．1％  ヰD．3％  59．7弘  31．9鴇  27．8  ブ．軸  55．丁％  44．3％  21．3篤  23．0％  
カ  ■ 定  一   2．9％  49．7％  50．3‰  18．5！i  3t．郎i  3．5％  66．1％  33．耶ふ  7．2％  26．丁％  
コヰ  天顔横壬の美事血決定   2．7％  44．2％  55．8弘  21．4％  34．4篤  5．1％  5了．了％  4之．3％  13．4i  28．9％  

1．8‰  61．6％  38．4％  11．3％  27．0鵠  1．即i  丁ヰ．9髄  25．1臨  6．2弘  †8．9％  
5．1％  44．0％  56．0弘  21．鍋  34．ま％  8．4％  86．4乳  33．8％  8．9％  24．7臨  
48，3鴇  16．3％  83．7貼  62．5％  21．2％  41．5％  3年．摘  隕l  4醜聞  ltS．8％  
T．7％  48．5％  51．5％  15．2％  a6．鍋  3．0，i  噌倒  ．印  長軸  由加  

月I  スパイロメトリーの累掩の洗濯■   2．2％  49．0％  51．0％  18．7％  82．3弘  之，3％  ■一 ⊥1  35．丁％  8．0％  加．6‰  
彊腸内昆議定・旺f「内圧測箆集臨の決箆   1β％  61．2％  38．即i  13．さ％  之5．5％  2．0％  79．8％  20．2％  3．3臨  16．9％  

2．9％  53．9†占  46．1覧  15．7％  30．4％  2．3％  73．T％  28．9％  7．3％  19．6！も  
0．鍋  84．5笥  35．5弘  13．1鴬・  22．4％  1．丁％  7丁．2％  22．8鴇  5．1％  17．7％  
2．鍋  58．9％  4†．1％  14．0，i  之了．用  5．0％  7ヱ．5％  2丁．5％  8．8鵠  柑．7％  
ヱ．D鴇  54．8駕  45．4弘  14．1臨  31．4％  1．7％  丁3．5％  26．5％  4．2鵠  22．3†i  
3．4％  39．8†i  60．2覧  22．1％  38．0％  1．3％  68．0％  32．0ウi  4．9％  2丁．1％  
0，7篤  6丁．2％  82．8‰  7．5†i  25．鍋  0．4％  84．8％  15．2％  1．6％  13，6～  

▲丁  一瞥丘検査の実施の決定   0．7％  47．59i  52．5施  18．2％  34．8％  1．5％  61．7諷  38．3％  10．梢  27．7鵠  
■事  ■書密度検査の結果の評価   0二7％  60．7％  3さ．3％  9．¢％  2乱7‰  0．8％  75、4％  24．6％  4．了％  19．9％  
l●  ■下造影の実施の決虐   2．8覧  ．54．2％  45．8％  12．8罵  33．8％  2．59i  56．4弘  43．6％  8．0％  35．6ゝ  
ゆ  下内視鏡壌土¢集施¢決定   1．7％  61ご8％  39．（端  9．1％  29．鍋  1．4鴇  63月％  36．1％  5．ヰ％  30．1％  
■下内視鏡検査の異施   8．6％  77．6つ孟  22．4％  3．5％  柑．9％  0．4％  82．丁，乙  1丁．3％  1．蝿  15．9％  
攣席検董の東尾の決定   0．丁篤  57．2モも  42．8鴇  10．8％  32．2％  1．9％  Tl．0％  28．0†8  5．1‰  23．9％  
郎検茸の奥揮   2．g％  60．4†も  89．6％  9．6％  30．0％  8．用  68．3％  31．7％  8．5鵠  28．2％  

底検玉の緒奥の鮮盾   0．7％  81．4％  18．6弘  3．0つ墓  15．¢％  0．ヰ％  87．4鶉  12．隅  1．4粗  11．2％  

ll  ACT（活性化叔鼠時間）の測定菓施の決定   7．鍋  40．8％  59．2％  28．6％  35．鍋  4．8％  65．1％  34．9％  10．6％  2ヰ．3％   

【現在について】  
・Å【現在看Ⅷ許が冥施している〉：すべての向春L①rこの匿行為は舞施されていないJ看過択した風害菅除く．〕のうち、②「看は師が実施している一を遡択Lた回答の割合   

【卑鮒＝ついて】 （【祝電について】で．①にの匿行為l土実施されていないj雪道択Llこ向専有は．【す後について】の向春は」ていない）  

・8（屯師ポ稟亀すべ引 二すべての包事のうち、⑥r在席が諷嵐すべきJモ遮択Lた風害の司会  

・¢（看址師が輿誼可能）すべての凪誓のうち、⑨r看護師巾雫施が可能：一般看旺師」⑥l着任魔の美点が可能：作文看は軌仮称）Jのどちらか看過択した回答の割合  

・ロ（■書■－馳  叶ぺて中間L邸囁■怜疇押印叶■書Ⅷ飢柑札た日割）計含  

・E（仲井■■■（仰 一Tdて心■書中鵬・亜【■■■御≡t■■は師細別」書き択Lた向筈の割合   



（医師帥6、看講師1．ユーO）  

医瞭処置項目   

如  

57   一皿Tt  凱劇  ○＆1．  1TJ鞘  坤熟  12．6％  47．6％  52．ヰ％  13．6％  88．8％  
ユニ鮪  75．醜  糾．5l  2．1島  21臆  0．9，色  78．3賂  21．7％  之．2％  19．5％  
ヱg．洩  組劇  TtS．庁  コ旺Tl  疇1．9鴇  1†．7％  ヰ3．9％  58．1％  15．0熟  41．1％  

白・轟暮細管の実施   9．8鴇  5＆丁鶉  41．3篤  9．9％  31＿4乳  4．6，i  82．1％  37．9％  5．3％  ユ2．6％  
■l  せP・岬管チューブの抜■   12．7鷺  43．2篤  58．路  1丁．0乳  39．8％  8．9篤  4き．5％  51．5％  13．0％  38．5％  
■王  人エl岬曝書モードの設定・変更の判断・臭鬼   15．0篤  37．2，i  62．8％  14．0％  48．椚i  †2．2篤  ヰ4．8％  55．之％  10．1％  45．1篤  
ロ  人工血確下の頑抄管理   28．9％  31．5，i  68．5！i  26．5％  41．9％  27．9％  45．8％  54．2儀  22．了％  31．5駕  
●●  人エ■■書i雷中¢ヰ者のウイニングスケジュール作成と実烏   6．5！i  45．2％  54．8％  7．1篤  47．7％  7．5  朋．2％  58．8％  7．7払  51．1％  

3．0％  74．2％  25．8貼  2．5覧  之3．3鴇  D．3  79．3％  20．7鴇  1．0鴇  19．丁％  
肺門騨虹ヰ止．モーF■更   9．7％  49．5％  ら0．5％  11．2％  39．3‰  7．1鶉  5之．2％  47．8％  7．3％  40．5％  

54．5％  T5．T％  84．9％  65．3％  19．6％  古7．埼  11．7臨  88．3％  8≦l．6％  18．了笥  
59．g％  鋸摘  91．1％  67．8弘  23．2％  65．鞘  †1．9％  88．1鶏  87．1，i  之1．0臨  

8甘  6．0弘  48．2％  51．椚6  8．丁％  43．†篤  8．1  42．4％  57．8笥  8．7％  ヰ8．8％  
†．2％  83．9％  36．1％   
20．0％  36．4％  63．6％  29．0％  34．7％  19．即i  39．2％  80．8％  T9．0％  41．8％  

陀・♯■処置（コーンカッター専用いた処置）   t4．2％  38．3％  t‖．7％  28．6鶉  35．1％  10．7％  48．5％  引．5払  14．8％  36．丁覧  
丁  皮下■■の切開・排は：皮下趨棲まで   1．6％  85．丁％  3ヰ．き  5．8％  28．6％  0．9％  丁3．6！i  壬¢二朋i  之ヱ  24．ヱ篤  
7●  事t中陥問丸療法の実施   g．1！i  5ユ．1％  」帽．弛  10．6≠  36＿3％  11．5乳  も2．3％  ■3フ．丁≠  11月鳥  28．ヰ％  
75  1．2！i  ¢4．2も  35．8％  4．8％  31．ヱ鴬  0．8％  77．1！i  塵2二醜  l．2％  之1．7篤  
丁（i   T．4％  78．8％  23．2％  2．8％  ヱ0．7鴬  0．5％  87．7ウi  12．3％  0．8％  11．4温  
TT  脚ホサチキ与の便斤＝手術室外で）   2．0％  54．7％  ■45．ユ％  10＿9，8  34．ユ％  0＿5％  72．4％  27．6鶉  3．5鶉  24．0篤  

2．2，i  34．5鼠  65．5％  21．3％  4ヰ．8％  0．396  54．0！も  46．0％  8．9％  37．†％  
さ．5％  61．5％  38．叫  3．8％  34、7％  0．5％  76．7％  23．3％  1．7％  21．6％  
4．3％  る9．2％  30．8′  4．0撃  之6．椚i  1．用  87．6乳  12．4％  1．6％  10．7％  
1．ヰ，も  8g．2％  10．B鶏  1．0％  9．丁％  0．0％  g4＿鍋  5．ヰ％  0．1篤  5．3≠  

ロ  中心恥テ一千ル抜去   3，7％  34．0％  68．0  2丁．2％  38．B％  2．8％  80，0％  40．0鴬  1†．2％  28．8鴇  
桓  ヰ書・申■チューブの菅生L洗浄   11．8随  48．8％  53．21  T自．5罵  3ヰ．了％  7．3％  8丁．9％  32．1％  g．0篤  23．1％  
・■■チューブの入れ誓え   1．耶i  87．0％  1a．0苫  1．9％  11．2％  0．1％  粥．4％  3．6‰  D．1％  3．5％  

■t  脚（一時的なカテーテル留置を含む）   1．4％  8≦I．8％  10．準  1．4％  8．8％  0．1％  95．8％  4．2弘  0．3％  3．9％  
3．3％  4！〉．8％  50＿4％  19．0％  31．4％  3．1％  71．g％  28．1篤  8．2％  19．9％  
2、之％  91ヱ覧  8」柑  1，5％  7、4鴇  0、之％  97．6％  之．4％  0．2％  2ヱ覧  
之．2！i  引，4％  38．6l  9．3熟 29．3％   0．5％  80．2†右  19．8％  3．2％  1（芦．8鴇  
16．4％  40．9鶉  59．1l  22．8！i  36．ヰ！i  22．8％  54．丁％  ヰ5．3鳥  20．7％  24．8％  
1．摘  87．2篤  32．81  7．丁％  25．1篤  0．4，i  gO．†％  9．9％  0．9％  9．0％  
0．9  48．2鶉  51．81  †7．8％  3ヰ．0乳   

乙丁％  ヰ了．3篤  52．巧  †9＿1鶏  33．6％   
鼻1  r一■的ぺ一丈メーカーlの■簡－■t   10．ヰ％  53．8，i  48．2  13．5％  32、7！占  13．1ウi  63．8鴬  36．2％  ‖．0％  25．2，8  
■l  －■㈹べ」スメ1叫の牡五   ヱ．用  86．4％  33．6≠  7．1葛  之6．5％  0．6％  82．1≠  ．1丁．鍋  2．2，も  15．7鴇  
■l  P伊8一柳由一■・舶   8．1％  85．8％  34．朋i  4．2鴇  3D．2，i  5．0％  77．5鶉  22．5，i  3．8％  18．7ウi  
Ot  大敗ユ咄．－ンバンビンクチューブの楼去   2．0翳  88．7％  13．3％  1．5翳  1†．8，も  0．与％  92．0％  8．0％  0．9％  7．0％  
■I  小知咋TrMR臓査時の贋静黒鳥の決定   3．1％  71．0鶏  29．0％  8．2％  20．8覧  0．4％  81．7弘  18．3％  3．7覧  14．6％  
M  小贋虻咽T・MR傭糞時の鎮静の実施   18．g弘  53．8≠  4＄．2％  20．3％  25．9％  23．3ウi  87．1％  32．9％  之0．5篤  12．4％  

2．8％  83．0％  T7．0詫  2．8覧  Tヰ．2％  0．4覧  93．8％  8．4％  0．耶i  6．09i  
軒細胞書暮＝瞼捜と滴動帥■  ヰ．■  70．7％  29．3％  10．2％  1g．1鴇  2．田島  87．4笈  †2．6％  3．5％  9．1％  

1．  89．2弘  10．8％  1．5寵  g．即i  0．1％  94．8％  5．2％  0．7％  4．5，i  
38．用  25．2％  丁4．8％  50．6％  24．2％  甜．3％  柑．9％  8ヰ．1％  68．8！i  15．3％  
7g．8％  丁．8％  92．29i  81．4％  1D．8％  88．2％  8．gつ去  g3．1％  8丁．49i  5．7鴇   

【現在について】  

・A（現在看護研が実施している）：すべての国書昭〉rこの医行為は菓施壬九ていない」看選択した回答菅除く，）のう卓．甘t比飼が菓施してし、る踵認択した回答の割合   

【今後について】 （【現在について】で．（Drこの邑行1は実鐘さ九ていない一壬遇択した同音書kL【今払について】の同等はしていない1  

・β値師が実施すべき）：すべての回答のぅち．⑥「慮■が触丁べせ」毛1釈した自書の割合  

・C博捜即t■k可脚 ＝すべての回答のうち、止■■■■の1■か可能：一浪■■lり町■1■巾乗場が可肘特豆看は剛腹祥）一のどちらか菅遥択した国啓の割合  

・0（看Ⅷ願一般） ：すべての回答のうち、釘■■躊の輿■が可能：一片■削即日Ⅳした国富の割合  

■E（特定者膿抑圧削 ＝すべ上の同書のうち．卿■t岬の■鳥が可kT檜言■胸幅削」音量札た回答の割合   



こ．」＝  

R在lこついて   ●■l   ついて  ま在lニつい   や醜l  

Jl  【l   C  D  I  E  A  β   C  

‖H  飲水の開封中止の決定   

＝ほ  食事の開怯・中止の決定   T3．9％  4之．4‰  5丁．8駕  24．5％  33．1％  16．8％  38．1％  81，9‰  31．5†；  30．4蛮  

tO昏  治療食（経触発毒舌む）内容の決定・変更   18．ユ％  30．7％  69．3％  25．9％  ヰ3．4％  1丁．9，i  33．9％  86．1％  24．3％  41．8！i  

川け  小児のミルクの種類・旦・濃度の決雇   19．8％  35．8％  糾．4‰  24．3粘  40．1％  15＿1％  42．3％  57．丁％  19．8％  37．9％  

せ＿・・  

†0l  小児の軽口t解乳液の隋始と濃度．畳の洪庵   9．4％  4ユ．3％  56．7‰  19．2％  37．6％  6．5乳  55．3％  44．丁％  10．0％  34．7％  

．♯■．  4，8％  5丁．0％  ヰ3．0†i  10．6％  32．4％  1．9％  78．0！i  22．0†i  2．3覧  19．T乳  

＝■建． ．・つ舌．二  

・■用 ：傷・■  34．8！i  32．1％  6丁．鍋  39．5％  28．4％  44．0先  3】．4兄  ¢鼠6％  ヰ7．3！i  21．2≠  

‖ほ  書ろうチューブーボタンの交換   6．3！i  50．0％  50．即；  13．0％  37．0％  ヱ．7％  70．0†i  aO．0％  5．1％  2ヰ．8！i  

11l  務l比ろうカテーテルの交換   9．7％  43．8％  58．2％  1占．9I  3乳〇％  3．血  Tl．3！i  28．7％  5．9％  22．耶i  

＝■  安静丘・活勤や汁潔の範錮の決定   28．5％  25．0！i  75．0％  41．61  33．4％  26．4％  25．7†；  74．3弘  45．4％  2乱9％  

†t与  隔離の無地と解除の判断   2g．1％  27．3≠  一之．7％  36．g乳  35．9％  ヱ3．4鴇  32．5嵐  8丁．5鴇  35、8l  3l．刊  

Il占  拘栗の開始と解除の判断   4丁．4！i  1丁．5％  82、5％  54．丁％  2丁．7†i  60．B％  16・8I  83．Z篤  62．7霊  20．5％   

】1了  全身麻酔の礪入   1．T，i  8丁．5％  12．弼  1．4篤  11．1†i  2．5琴  93．2†i  6．8鴇   

72．3％  27．7†i  T．8％  25．9篤  2．5％  88．1！i  1T．9％   

tlO  麻酔の★＃   1．4†i  83．1篤  18．鍋  0．丁㌔  用．2％  0．g！i  89．OIi  11．8％  0．6％  10．4％  

t】○  局所麻酔（硬隕外・腰楓I   1．4l  89．5鴬  叩．5％  1．1l  9．4鶉  0．4％  96．之駕  ま8％  0．0％  3．8％  

四  再朋仲川椚引醜明：一瓜酢直による息壱とのリスク共書も含む鮫瞬一菅細尾する時Ⅶをかけた説明  16．0％  ヰ4．0！i  5t‡．0篤  16，丁嵐  3乱ヰ％  13．9％  ¢2，2％  3丁．8％  11．了％  26．†％  

1之2  躊簑ブロック   1．0％  92．9l  7，1％  1．0馬  6．1†i  0．明ら  96．9ヽ  3．用  D．1％  3．0鴇  

■霹  1．0％  46．4鶉  53．8％  20．1％  33．4†i  2．1％  朋．†1  30．9‰  9．2，忘  21．7％  

：縞  1．T％  65．4％  34．6％  6．8％  之7．8％  ○十8ヽ  81．3％  18．7％  1，9％  16．8％  

t2S  手術執刀手での準備亡体牡、消毒）   34．3！i  28．1！i  了1．鍋  4丁．ヱ％  24．8l  31．ヰゝ  39．3ウi  80，7％  36．9％  23月％  

t出  手術時の職盤や手術脊積の把持及び保括（手術の第一・繋＝助手）   15．8篤  35．6％  6ヰ．4鴬  27．1％  37．3鴇  11．4l  60．2％  39．8％  12＝8％  27，1％  

‖丁  手術時の鷲鼻や手術器械の把持及び保持（気管切怖等の小手術助手）   22．g％  23．6篤  76．4％  36．4％  dO．1％  19．丁，i  52．8鶉  47．ヱ％  18．8％  28．6％  

匹  手綱の補足説明：“坤1日＝上る上菅とのリスク共有も含むn明■考疇属する坤仰モかlナた岨明  13．4弘  38．7％  81．鍋  21．5％  39．8％  †4．3†i  59◆2ゝ  40．8％  †3．2％  2丁．7ウ与  

1脚  術前サマリーの作成  24．6％  3¢．3％  63．7％  29．9％  33．8％  17．9％  89．†1  30．9％  15．5％  15．3臨  
1：叩  手術サマリーの作成   17．09i  52．0％  48．0％  之1，丁％  26．4％  1ヱ．ヰ％  丁5．8％  之4．2％  10．7，右  13．5％   

111  血糖醜に応じたインスリン投与量の判儒   18．4％  33．5％  86，開  23．9％  42．7臨  20．3ワi  43．1％  56．9％  21．3％  35．6‰  

l‡2  低血■時のブドウ膚投与   72．4％  4．8％  95．2％  ね．2％  1（芦．0％  80．8％  6．1鴬  93．9％  81．0％  12．9％  

tI】  脱水の倒傭と補正（貞♯）   5．4％  45．8％  54．2％  15．0％  3軋2％  10．9％  44．4払  55．8％  16．g％  38．丁％  
書．  丁了．8％  5．6篤  9ヰ．4％  80．9％  13．5％  83．丁％  7，1％  9之．9％  81．1％  11．朗乙  
■■  
：粥  5Q．0覧  13，9％  86．1覧  58．6％  之7．5％  6乳5隠  1：主．8％  86．4号も  6g．1％  1了．3覧  

鱒  19．8％  20．0†i  80．0％  41．6％  38．4％  1g．も％  32．8％  87，2‰  31．2臨  35．9‰  

l：17  血液透析■CHDFの躊仲、曽理   16．6†i  3丁．8！i  8乙2％  15．2％  47．0％  ヱ之．ヰ％  4孔0％  56．0％  18．9†i  37．1％  

1：18  救急時の地蔵踏確保日的のt鵬穿刺（小児】   3．3Ii  69．4％  30．鍋  6．6‰  24．D％  1．4％  88．之％  11．8％  2．1％  g．8％   

1Il  予防按糧の夷施判ポ   4．2！i  48，2％  引．開  14．1％  37．7％  ▲1％  郎．即右  33．4施  8．丁％  24．7％  

】●○  予防事象撞の実施   48．3％  15．9覧  84．用  63．3l  之0．8％  52．耶i  29．2％  70．8！i  58．5ウ乙  14．2％  

．書  19．2％  34．9篤  85．用  27．3％  37．8％  13、9篤  56．8‰  4〇．ヰ％  16．6％  26．8％  

・：醜 ・匿  3．7！i  40．了％  59．3も  用．7％  ヰ2．鍋  0．6％  68．耶ふ  3】．之％  4．5温  26．8‰  

■■  4．1％  52．1％  47．g％  14．0‰  33．9％  0．3％  72．9％  27．1％  2．6％  24．5％  

1■●  大醸がん棟鯵二度瀧血オーダ（一次スクリーニング）   10，7％  31．ヰ覧  68．6％  之9．6％  39．0％  4．8％  56．g％  43．1％  14．5％  28．6％  

1■  乳がん検診：視鯵・片野（一次スクリーニング）   3．1％  54，3％  45，7％  9．3！も  38．4％  D．3％  66．8％  33．2％  2．8％  30．4％   
用  
＝捜■  

4．9㌔  70．之％  29．8％  10．3‰  †g．5l  3D．5％  55．ユ％  44．71  31．1％  1ユ，6％  

■与  Tl．8  67．0％  33．0％  14．0％  1g．0％  37．0％  54．之％  ・45．即8  33．ヰ％  12．3％  

1▲8  ■尿貞治薇藁の遇択・使用   8．さ  6g．7％  3〔l．3％  1ロ．2サi  之0，2  35．0一  54，7％  45．3％  31．哨  13．9％  
5．3Ii  TO．8％  之9．2！i  TO．3％  柑．9，i  31．8％  57．6％  42．4％  ユ0．4臨  12．0！も  

量」． 詰 l彗厭  訂摘  丁4．5％  25．5鴇  5．6％  19．9％  25．5％  63．91  ユ6．1！も  23．6％  12、5臨  
鳳 7．3％  69．8％  30．2％  9，5％  20．6％  82．2％  59．8％  40．2％  28．6％  11．6％  
・． F嵐 た用  12．9％  88．6馬  31，鵜  13．6‰  I7．了％  33．2！i  60．之％  39，8％  28．9％  11．0％  
■．   15．3％  62．川  37．9％  1丁．4‰  20．5‰  37．1％  54．7％  45．3‰  33．9％  11，4％  

H 虎  9．4％  59、4％  40．鍋  12．ヰ％  28．3％  35．5％  47．3％  5ヱ．7％  33．5％  1g．2†i  

用＝   22．9％  aO．1％  69．耶乙  42．0％  Z7．8％  30．7％  4q∬温  60．q％  37．1％  之2月％   

ほ招につしヽて】  
・A（現在看護師が実匪している）：すべての回答（①「この医市島は実施されていないJ壬場映した回雷を除く。）のぅち、②「看旺帝が異施している」を週択した回答の劉愴   

【サ仕上ついて】 （【現在について】で、①rこの匿行▲ほ事丘されていなl．ヽ」を邁択した国有郡ま，【す扶l＝ついて】の同軍はしていない）  

・8（医師が実施すべ舌）：すべての回答のうち，④l度肝が稟慶すべ別報択した回筈の調合  

・¢帽旺研が実施可肘：すべての回答のうち、凰・r■辻絆の幕施が可貯：一敗■江輌」①r■慣麟の茶施が可能：特定者江師【伍＃）」のどちらか香道窮した回答の割台  

・D（看旺周一般）   すべての国吉のうち、⑤「■は打の細が可騰：一毅■瞬時」壬・遺択した回答の割合  

・E（特定者旺師順弥）：すべての回答のぅち．⑥r■旺♯の来臨が可能：糟定■醜師服躊）Jを五択した白露の割合   
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17且   

岬  糾押倒鵬賂坤御世吼L濾丑、変更の決定   

t11  

5．5％  48．引i  51．5弘  5．8％  45．7％  乱5％  38．9％  61．1％  6．丁％  54．ヰ％  
38．4％  13．ヱ覧  86．8％  47．0，i  3g．8％  63．5％  7．4％  g2．8％  86．9％  之5．7％  

咽は  

坤相補療法の実施の決定   1ti．6馬  30．0％  70．仇  28．5！i  41．5％  1ユ．g払  41．1鴬  58．9％  21．4％  37．5％  

i四  患者の入院と過鋭の判断   3．之％  丁8．6％  21．4％  8．6％  14．8！i  4．0！i  69．8鶉  30．4，i  9．5％  20．！摘   

【現在について】  
・A（現在看は師が宍托している）けべての回答（①rこの医市島は茶花書れていない」雪道伏した回答を除く。）のうち．昏「看漁師が芙托してし、る」を遥撰した回答の割合   

【今後についてI （【現有について】で．①rこの匿市為は実臨書れていない」菅遇撰した国有看は、【今侯について】の自答はしていない）  

・8（医師が実施すべき）：すべての回答のうち．⑥「直屏が某施すぺ塵」をせ択した回答の割合  

・C（君江暗が畏施可能）：すべての国事のうち．⑤r看は師の巽施が可能：一組看Ⅶ師」⑥r省は師の男鹿が可能＝特定看護師【伝棒）」のとちちか吉選択した回苔切嘲合  

・D（f旺師一般）  ：すべての回書のうち、⑤「宥講師の巽施が可能：一艦モ環師」モ選択した回答の割合  

・亡l特定者犠訪（仮称）：すべての国有のうち．⑥「f良師の廣臨が可帖：特定看辻師（伍剛」車道訳した回答の割合   



病床区分別回答欄儒：3．580床以上（n＝4，1・50）  

（医師1．q49、看護師2．TOl  

医療処置項邑   

l  

l   1．09i  36．7％  63．3％  】6．6％  46．6‰  0．開  59．0％  41．0％  5．4％  35．5鳴  

ユ  ■上菅インの抜圭・圧迫止血   30．鍋  11．T％  88．9％  5≦I．B％  2≦l．1％  27．2％  26．2ウi  丁3．8鴇  46．5‰  27．2‰  

■  トリ7－ジのた㊦の壕捧挨壬の暴iの決定   3．鍋  35．鍋  84．7％  18．3％  ヰ6．4‰  3．8％  月8．8％  53．49i  9．4％  ヰ4．0％  
＄  トリ丁一軸たぬの■捧絆脚の■■   3．4  56．2ウ‘  ヰ3．8％  10．0貼  83．8％  2．3†i  68．3％  31．7％  4．1％  27．6％  

6  ll丘のための換榊刑拍痍膿の決定   1．ユ  54．9％  ヰ5．T9i  10．丁，i  34．4％  2．2†i  70．9％  2日．用  4．1貼  25．0％  

丁  瀬畑樗由ための機体検壬嶺果の評価   2．1一′  72．a％  27．7％  5．7％  22．0％  1．5‰  85．a％  T4．丁％  2．1％  12．5％  

毒鵬他の諷恵   1．8  47．1％  5且．9％  1氾．0鴇  32．跳  1．7％  ＄1．之％  38．8％  q．丁％  29．1～  

l  牛■〉叫脚鵜の決童   1．3  42．1％  57．9％  19．8鵠  38．1％  1．5％  50二郎i  49．4％  柑．0鴇  ：柑．4臨  

調印雌叩沌ルエンザ・ノロウイルス削の稟施の決虐   4．構  28．ヰ％  71．鍋  38．9％  32．裾  5．1％  39．4％  60．6％  25．6％  35．0％  

Jt  摩奥症細l叩こウルエンザ・ノロウルス琴）の稟苑   33．0％  ．10．3％  89．丁％  84．3％  25．ヰ＄  8≦l．1％  20．9％  79．1％  54．6覧  24．5％  

さZ  痘鏡痘検量（インフルエンザ・ノロウイルス等）の緒集の辞価   7．5％  38．3鵠  61．丁％  33．2％  28．5％  4．3％  59．1％  40．9％  17．D％  23．9％  

1．了％  4ti．9％  53．1％  19．5ウi  33．6％  1．3％  87．8％  32．2％  8．5％  25．丁％  

暮1  嘉書織の婁蝿の朱鷺   1．7％  44．8％  55．2％  21．9％  38．3％  2．濾  59．鵬  41．8％  11．39i  2乱了％  

轟事鐘董の結果の評価   

・姻  ■生物学検査実施の決定   

l  学検電¢茶瓶：スウブ鵠   

詭  l鵬血中濃度検査（TDM撰施の決定   

l●  スノlイロメトリーの実施の決定■   1．4％  47．ヰ％  52．8％  1乱0％  33．6％  1．D％  糾．8％  35．2‰  丁．3％  27．9％  

t■内圧測定・肛門内圧■走稟庵の決定   

■†  抑圧測定・血∩内Ia真の実施   

脚圧測定の素足   

朋  血流評価検査肌B【／PWV／SPP）検査の夷施の決定   0．6％  49．6鵠  50．ヰ％  †6．耶i  33．7％  0．6％  75．2％  24．白％  3．9％  20．9覧  

I5  血流評価検査仇8【／PWV／5PP）検査の実施   3．9％  ユ0．2％  89．8雪乙  27．0％  42．訓i  1．4覧  68．3％  3T．7％  5．9％  25．7％  

購  血流評価検査仏81／PWV／SPP）検茸の結果の評価   0．4％  65，柑  34．9％  10．呈％  24．7覧  0．3†i  85．4％  †4．6％  1．9％  12．7％  

1丁  甘粕壬め■蝿の決定   0．6％  48．ヰ％  56．6％  20．9％  35．7％  0．6％  63．8％  36．2％  8．1％  28．T％  

4烏  骨露度検雇の楢葉の評価   0．3％  56．5％  43．5％  1Z．9％  30．6％  0．3％  75．8％  24．ヰ％  4．3％  20．2％  

4℡  囁下進駐の実施の決定   

50  囁下内視鏡検査の実施の決定   

5t  噂下内視鏡挨置の豊1   0．1覧  74．7％  之5．3％  4．丁％  21．2％  0．1％  83．8％  16．2％  1．3％  Iヰ．8％  

5‡  8真底検査の実施の決定   0．1％  52．4％  47．6％  13．49i  34．2晋i  0．5％  73．2％  26．8％  3．9％  22．8％  

Sユ  岨底検査の実施   0．6％  57．5鴇  42．5％  7．39i  35．2％  1．3％  73．1施  26．9％  5、0％  21．g％  

51  眼席検書の結果の評価   0．D％  79．2％  20．8％  3．鍋  17．2％  0．1‰  90．1覧  9．9％  0．8鴇  9．1％  

55  AGT（活性化凝飽時間：lの測定来偏の決定   6．2％  36．3％  63．7％  29．3％  34．4覧  1＝貼  61．8％  38．2鵠  ‖．5％  之6．摘   

【現在について1  

・Aく現在看h群が翼施している巨丁ペての凸沓【①「この圧行為は冥施されていないほ増価した回苔竜辟く。）のうち．②「看軋師が翼施している」圭選択した同署の割合   

【今鋸＝ついて】 目視苺l＝ついて】ヤ．①「＝の医行為は英施されてい机lほ皿択した回若者は、【今故について】の回答はしていない）  

・B順跡が軍書すべ劃：すべて明答のうち．¢l声許が実施すべき」を週訳した血書の欄値  

・C（事礼節が真上町■l：す月下虎脚弛、田曙師の実地が可能：一級事臥軌＠「看護跡の実施が可絶：鳩支署≠師症林）」のどちらかを欄間した凪育の割合  

・D（tは師一般〉  ：すべての回菅のうち．⑳r書は瞬の実施が可能：一般看軋軌看過択した回章の割合  

・∈【特定看旺師（仮称）：丁ぺての国吉のうち．⑥r■n師の来臨が可胞：特定看皿師（館削」圭遇択した回答の割合  

9   



匡癖処置項百  

如  址慮  一丁．2≠  1乱丁≠  4銑5鶉  乱石l  1釘兆  5さ、11i  11遥l  41二g％  

lJ  7仙鞘  28こ5  瑚  Z¢二号  吼了I  77都  2丑丁竃  l月l  2札8．  

．22．4％  21．2，i  78．8先  与3こ帥  ヰ5価  8  44．3％  甲・丁％  13．4％  42．3％  

3．8駕  軌卵  ■15．1兄  ヰ鞘  鱒如  2．．  印鱒  35カ  8二2I  32．0％  

8．識  他1用  如．9l  1丁．2l  42i？鴇  3．ヰ  弧1l  他朋  9．払  40．1％  
9．鵬  誰．ユ  鱒．乃  仙餌  5諷7l  7．印  ：・l＆ちヽ  申．猟  了．的  45．9％  

†7．l  3了．Il  8之．9篤  17．知  J持＿皇＃   曲別  根神  18月l  32．9％  

ヰ‡．蹟  妬鵬  5．5l  5†．3！i  60．2覧  丁．叫  68二望   
小児の人工呼吸柳選択：HFO対応か香か   aユ．2  2血  3q  0  78．3楓  之1．7％  0．了％  21．q％  

．鎚  HPPV開始、中止、モード放定   52．3鴬  釦哨  4与．鵬  与．  54．0†i  、4軋0％  6．1％  39．0％  

83．8％  ：別二g≠  2已t）書  ヨn  1ヰ．0％  86．0％  66．1％  20．0，i  

90．了％  糾二構  i帽二Tl  57加  13．9％  86．1～  61．7覧  24．3％  

5ヰ．01  ほ．4l  叶卵  む川  41．7篤  58．3％  7．7％  5（】．6％  

40．鞘  4．鵬  ユ阜月  ○，51  72．5％  ・27．5％  1．6％  25．訓i  

88．3J  弧劇  88  拍動  ・■ 42．1五  打9ウ右  †8．9覧  3乱0％  

67＿0％  如．8繋  如．  9．  蹄≠  ■44．9％  11．2％  83．8％  

0．了  63．g篤  36．†鴬  5．7％  30．一風  0．8  Tl．d  由二帆  之．2払  26．8‰  

7  の■巨閉鎖療法わ鵬   l上  ヰ9．3％  与0．7％  12．8％  37．9％  9．0％  64＿5％  35．5篤  8．3％  27．2％  

♯■【ヰ■盟即の縫合＝皮下組織まで悍鱒外刊   q．  60．之％  朗．叫  ■Jl  路1  0．ヰl  ■服飾  j持．4払  l．1h  22．3翠  

細軸：皮下拙か韻書手で（手綬章外で）   0．8Ii  7†．0％  29．  ‾3」鞘  立石」I  ○二古l  8乱識  11加  ○二8l  11．0％  

TJ  粗銅ホッチキス叫円【事世外せ）   0．7  51．6，i  48．4％  9．a％  3乱1鴬  0．2％  72．  釘．81  3．1馬  2ヰ．7％  

窄  体春季事価傭瘍・廿■   1．5，i  3q．8％  69．2％  20．醜  48．3％  0．5％  50．箪  相承  11．帆  38．4％  

43．2％  5．3％  38．0％  0．7％  悶．8l  膿4■  2．4‰  28．09i  

36．3％  4．4％  31．8鳥  0．7弘  86．7l  1：l．姐  1．0％  12．3鴇  

13．2％  0．5％  12．7％  0．†％  g4．8葛  ち．5l  0．0％  5．4％  

中州カテーー・テル抜圭   1．8乳  33．8％  6ti．2％  25．柑  4T．1鵠  拙摘  el．職  3臥3％  8．8％  30．0％  

脚  ■書・青■すユーブめ■攣血清   6．1％  49．丁％  50．訓i  14．7％  35．6％  4．1  プ】．  2さ．8％  7．5％  20．8％  

■0．9％  7台．8駕  21．2％  2．＄％  18．8貼  0■  白■邑．■  3．耶i  0．2％  ユ．4％  

D．7％  84月％  15．2％  0．9％  14．3％  0．1  仙  4．8％  0．2弘  4．6％  

1．9篤  49．1！i  50．9葛  18．8！i  3ヰ．2％  1．了％  72．4％  27．8％  7．1％  之0．5％  

0．3％  88．7％  11．3％  0．8％  10．6％  0．2％  g6．4％  3．6％  0．1，i  8．5！i  

1．2‰  56．3‰  43．了ち  9．9％  33．耶i  0．4％  83．0鴇  17．0％  2．用  14．9％  

†1．丁鴇  40．3％  5乱丁％  18．8，i  40．9％  20．3！も  56．了！も  4き．3％  20．0！i  之3．3％  

0．8％  62＿9篤  37．1ち  8．3％  28．朗i  0．2！i  90．6％  針略  0．5ち  8．9％  

D．9鴇  44．2，i  55．8％  18．さ％  37－2％  0．3％  Tl．D㌔  29．0％  8．4％  22．8％  

1．3％  4之．0，i  58．0％  19．6％  38．5％  0．5％  68．6％  31．ヰ％  7．1免  24．3％  

4．6％  52．0％  4臥0％  8．5％  41．5％  g．1†i  65．7％  34．3％  8．5％  25．8％  

山  r・可抽画一ス′－か－jの臨書   0．2％  59．1％  40．9％  8．59i  32．4％  0．2％  85．5％  14．5ウi  †．1％  13．3％  

■蓼  PCP＄専捕物紺慮の管理傾作   1．8％  8†．1％  38．9％  2，6％  38．4髄  3．2％  80．0％  28．0％  2、7％  TT．ユ％  

舶  大動脈バルーン′うンビングチュ一丁の坂主   0．3‰  75．5弘  24．5％  2．0％  22．5％  0，3％  94．0％  臥0％  0．Z％  5．8鴇  

争丁  小児のCT・MRl精査時の鎮静菓施の決定   1．ヰ†i  67、P％  33．0％  8．0％  25．0％  0．8％  82．D％  18．0％  ヱ．9％  15．1％  

欄  小児のCT・MR備査時の鎮静の実施．   7．8％  58．5％  ヰ1．引i  1ヰ．ヱ％  27．3％  】2．2覧  73．0％  之7．0％  ほ．6％  川．鍋  

岬  小児の瞬力千丁臍勤廉の鳩濃曲確保   0．7％  71．2鴛  28．8％  ユ．8％  25．0％  0．5  91．8％  8．2％  0．0乳  乱2％  

11万  幹細胞移植：仕様と漏数調整   4．7  7g．4篤  20．6弘  5．8％  14．8％  

0．耶i  82．朗i  †7．1％  2．2％  1ヰ．8＄  0．2篤  93．8鴬  6．2％  0．1％  6．1％  

1閣  ・留置九千ーテルの挿入及び抜毛の疾走   22．8％  29．8％  70．2％  40．†％  30．0払  46．5％  20，4篤  79．8％  60．！摘  †8．丁％  

雇・留琶カテーテルの挿入の実施   83．2％  8．9％  91．1！i  70．0％  21．29畠  83．†％  8．ヱ篤  射．8％  83．6％  8．2％   

【環在について】   

■A（現在書楓師が実施している）：すべての回書【①rこの医行為は冥施されていない」喜過択した回書を除く。〉のうち．②r看吐群が票施している」をヨ択した回答の割合  

【今仕l＝ついて） l【現在について】で、①rこの医行為は冥属さ九ていない」看過択した国吉増は．【今後について】の回書ほしていない〉  

・8嘔師が菓漉すべき】：すべての回書のうち．＠嘔瞬が実施すべき」看過択した回答の割合  

・亡（看は師が雷鳥可腋）こすべての回書のうち、励r看沈師の芙焦が可能：→触手性師脚看護師の集塵が可能：障定看旺師（恒幕〉Jのどちらか看過択した回答の祈台  

・D（看け瞬一般） ：すべての回書のうち．柳rt匹鯵の干上が可脆：一膳札飢を遇択した回書の割合  

・【（特定雪肌師（仮称）＝すべての回書のうち．あ「●旺陣の乗艦が可能こ特定モ靖耶仮掛J香道択した日盲の罰合  

TO   



（医師1．449、看護師2、TOl  

医療処置項目   

田  飲水の開始・中止の決定   

10！  食事の開始・中止の漢暮   9．2％  鳳7  馴．3島  呈5』≠  35二  1l．  諮．1l  糾朋  ヱ7．71  3丁．乏l  
1餌  僚食（潅腸栗■食む）向春の決定・変更   14．2臨  3T．99i  88．1％  25．4弘  42．了％  T3．5％  34．5％  65．5駕  20．8ウi  44．鍋  

12．4％  33．別右  朋．59i  ヱユ．引i  43．0％  8．2％  43．5％  56．5％  14．5覧  ヰ2．0％  
6．之％  43．6％  56．4％  16．3％  40．†部  2．8％  58．3％  卯．7％  7．0％  34．丁％  
3．4％  49．3鴬  50．7％  tO．8％  3乱9鴬  1．5％  71．2！i  28．8％  3．5％  25．2％  

l仙  Fろラ、腸ろう1のチューブ抜去   糾．ヰ％  20．5％  43．鏑  1．9％  58．5％  41．5％  9．0も  3之．5乳  
lll  七菅栄賽用の■tの樺入．入れ替え   73．5，i  32．ヰ鴇  ヰ1．0篤  25．1髄  34．†熟  65．9，島  37．6％  28．3％  

】12  由チューブーボタンの交換   36．2％  63．8％  19．3％  4ヰ．4％  2．4％  61．3％  38．了％  8．4曳  30．2％  

38．1％  61．9鴇  17．3覧  4ヰ．6％  3．5  68A％  al．6％  G．1％  25．5％  

†叫  書鷹・鹿町朗‖摘囁■の決定   24．2％  丁5．8‰  ユ8．3％  37．5％  23．3％  25．1％  74．9％  ヰ2．7％  32．a％  

l  ■肋岬絶と刷帥明断   26．g％  73，用  36．4％  36．7％  ・24、9％  32．ヰ％  67．6篤  36．1％  31．5鴇  

l叩  拘菜の間姶と解除価判断   

t11  全身麻酔の導入   

65．T嵐  3ヰ．9％  1．2％  33．6弘  1．用  85．5％  †4．与篤  I．4％  13．1％  

74．6覧  25．4％  0．5弘  25．0鴇  0．6  87．0，i  1：I．0％  l．2！i  11．8％  
84．0％  16．0％  0．8％  15．2％  0．3，i  93．ヰ％  6．6％  0．5鴇  6．1％  

1．5％  ヰ5．0‰  55．0％  20．2％  3ヰ．8％  1j捕  印．∈哨  31．1偶  6．7％  24．3％  
0．5％  61．2鶏  38．8％  8．0貼  32．フ鴇  0．4％  77．4％  ．2え偽  ヱ血  柑．臨  

【現在について】  
・A（現在看は師が実施している）：すべての回書【①「この復行為l土実信書九ていない」値摺沢した国事を除く。）のうち．②r蓼は師が誕施しているJ壷邁択した回答の割合   

【今後l＝ついて】 （【現在について】で．①rこの医行為lま罪施さ九ていなL＼」善道択した回答卦ま、【今憤について】の回筈はLていない）  

・即医師が冥施すぺき）＝すべての回答のうち、＠r医師が巽施すべき」盾避択した回答の割台  

・C（看は師が実施司附：すべての包杏のうち．⑧「モ旺師の実施か可能：一般看は師j⑥「せ札師の実施が可能：仲兄看址師ItE榊」のどちらかを選択した回答の割合  

・D（毒血靡一般）  ：すべての回答のうち．⑤「手1時の棄施が可鵬：一般雪江軌を選択した国吉の引合  

・帥裾引拍腑朝川）：すべての回答のうち．⑥r■廿時の罪施が可臆．I書定着は師l仮蹴り書道訳した国替の折合  
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（医師1．44p、幸雄師2．701  

医療処置境目   

用¢  下村（生薬も含む）の選許使用  

峰7  1桑：制酸剤の選択・使用   1！l．2ウi  35．0％  65．0％  39．9％  25．1％  43．1％  27．0％  丁3．09i  52．5％  20．4％  

l壌  胃栗：胃粘旗保護剤の選択・使用   20．3％  31．2％  68．朗島  43．2蒐  之5．8払  43．3％  26．6％  73．4％  52．耶i  20．5％  

1胞  整彿荊の選択・使用   

29．D％  之9．1％  70．g％  45．8％  25．鏑  51．8  22．0％  78．0％  58．0，i  20．0％  

之4．3！i  3†．1ウi  68．g％  43．8％  ．25．8笥  4g．8％  2之．5％  77．5鶉  57．6％  1g．9ゝ  

壷  圭痩痍（小町加持卜使用   

いれん纂Ul、町の遭択・使R   35．  i之．0協  48．0鼠  38．ヰ臨  14．甘鼠  

■  

岬  外用賑の選択・便用   33．7％  24．8％  了5．2鶉  朋）朗  朗．用  馳6  19．9％  80．■帽  59二5％  20．6覧  

tll  岬覆材（ルッシンク如の選択・使用   ヰ0．2％  20，ロワi  8D．Ol  ■ 昨閲  笹3t  了1．  10．哨  89．即も  65．8％  23．8覧  
3（l月粘  39．8％  60．2％  38．ロ繁  ■ 2ヰ．2！i  50  82．3％  87．7％  50．2！も  17．4％  
T5．用  64．5％  35．5％  18．耶i  18月％  38．1  5之．4％  47．6％  34．8覧  12J7％  

28．8％  11．2％  17．7％  

ヱ5．2％  8．7％  1乱4％  

57．1％  27．5％  2乱即i  

18．4熟  1F．4％  72．2！i  27．8％  12．7！i  15．1†も  

ヰ2．5％  7．7％  34．8蕗  26．5％  44．8％  55．4！i  20．8％  3ヰ．6篤  

4ユ．1％  8．1％  35．0％  6．5％  58．g％  ヰ0．1％  8．1≠  32．肌  

正  鵬附に上印幡ね岬＊の外用薬の選択   

岬  僧触1桓蜘細の中山濾乱費更の決定   

I8t  柵■【暮妊帖おける鑑用暮ビル   2．5％  51．9‰  48．1％  7．8％  40．3％  4．4％  57．7％  ヰ2．3％  4．2％  38．T％  
1叫  l印蜘≠1－フ脚由舶譲与碓与t虎■■J   7．9％  52．9％  47．1％  13．拍  33．ユ‰  16．4％  59．6％  40．朋6  15．丁％  24．丁％  

I18  古淵定一蜘凋沌   

葦二WH⊂l方戒がん痺ホ治療法書   

了8．1鴬  糾．丁％  23．ヰ亀  

88＿7篤  43．4％  40．之％  

ヰ9．0％  11．鴨  37．も鴇  

73．8％  3ユ．8鼠  3g．7％  

1電  他科への榊‘   2．2％  65．3覧  34．7％  13．9％  20．8％  6．6  82．亭  3丁7■  1ヰ．D％  23．7％  

tl  榊・叩再漸脚由供暮作成問丸および堰債）   

l■l  

l   

l岬  書中舶用叩鵬卿…・   41．7％  14．1ヽ  85．9％  4之．8％  43．†髄  78．0  9．【乃  gl」叫  58．ヱ！i  32．8％  

l●I  嘩士へぬ由如事鰻鵬抑揚寺内客間   之0．8％  12．4臨  87．6％  購．7％  40．9％  32．0  M．盲l  15．5％  54．7％  30．8％  

l恥  蜘介■サービス由鼻輪可・不可のq削リハビリ、血圧・体温など）   柑．5％  2†．3％  78．7％  ヰ1．5！i  37．2％  ユ7．2％  17．0％  83．0％  ・46．5，i  36．5％  

1鵬  書換■ま・かIンセリシすの偽書   19．椚も  15．1！i  84．9！8  41．0％  43．8％  之8．1％  之0．8％  7乱2％  41．4％  87．9％  

知・行動療法の依超   4．4％  2乱3！i  70．7†i  26．0％  44．了見  8．8％  ユ7．9％  62．柑  23．2％  ユ9．0ウi  

±■†  知・行動療法の箋施・禅師   5．8％  36．2ち  63．8％  19．5％  ヰ4．4％  6．6，i  47．2ウi  52．8  10．鵬  42．4％  
ll董  持的輝神療法の実施の決定   13．3r  29．6！8  70．4％  27．0篤  4ゴ．ヰ鴨  12．6％  42．2％  57．8  18．3％  39．5％  
亡者の入儒と遺構の判断   2．7％  丁も．帆  22．帆  5月％  16．1†i  3．ヰ％  74月％  25．4％  6．3鴇  19．1％   

・l現在について】  

－A（戊奄看護師が実施している）：すべての回書（①にの匡行為は実施壬れていない∫を選択した回答書除く，〉のうち、②「雪江師が実施してし、る」庖適訳した同音の乱台  

【今故について】 川現在ヒついて】で．①にの匡行為は実施されていない」箸選択した向春昔は、【今捜lこついて】の回春はしていない〉  

・8（医師が築庭すべき）：すべての回書のうち、＠「匡群が実施すべき」を選択した回書の旬憤  

・¢【看は師が乗艦可能）：すべての目貫のうち、⑥一書軋畔の乗馬が可能：一般書慣畔脚着払師の実施が可脆・特定有性師（個別」のどちらかを遇択」た何苔の納会  

・D（着壇師一般） ：すべての回書のうち、⑳r看濾師の男鹿が可能：一般看は軌を通訳した回苦の制令  

・〔（特定有性師（仮削：すべての回筈のうち．＠一着Ⅶ師の実施が可陛：特定看視師服削」を選択Lた回苦の割合  
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◆病床区分別散布圃：1．20－199床   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）  

l  

示                       ▲  ▲   

■l  

現
在
「
看
陛
鮮
が
舞
絶
し
T
い
る
」
と
い
う
回
零
の
＿
含
 
｛
．
ユ
 
 

●柵■ 仰  山 鮒 咄 叩 朋．叩 叫 囲1年  
今訂■■鮮血異施が可帆という割合  （ 

■「現在」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）  

叫   札  ■■ 

l  l  ‾1  

ナ．■  
れ   

l  l  

l  l  
■i  司  

現
在
「
讐
♯
師
が
舞
施
し
て
い
る
」
と
い
ぅ
巳
筈
の
割
合
 
 

・
■
 
 

肺 1畔 甜I 弧Il肘 御 所I 一肌 紺■．咄il帥  

今後「看護師の実施が可能1という割合   （●2）  

♯1：【現在について】すべての回答（（D「この医行遇は実施されていない」を選択した回答を除く。）のうち、  

②「看護師が実施している」を選択した即印舞台  
書2：【今後lこついて】すべての回答のうち、⑤r看護師の実施が可能：看護師一触」（諺「看護師の実施が可能  

特定看講師（仮称）」のどちらかを選択した回答の割合（ただし、【現在について】で（D「この匡行為は  

実施されていない」を選択した回答者は、【今後について】は回答していない）  
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■医師と看護師による回答状況  
（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

看
護
師
の
回
答
 
 

0
 
 
 
 
 
¢
 
 
 
 
 
0
 
 

8
 
 
 
 
 
7
 
 
 
 
一
▲
U
 
 

医師の回答  

＊すべての回答（①「この匿行為lま実施されていない」を選択した回書を除く。）のうち、  
②「看講師が実施している」を選択した回答の割合   

■医師と看護師による回答状況  

（今後「看護師の実施が可能」という回答の割合＊）  

脾  

甜  

Ⅶ  

柵 

叫  

仙  

1  

叶  

l  

・
 
 

看
醗
摩
の
囲
碁
 
 

叩  

20  

1  

oL 

1■  伽 2鵬 鵬■ 咽■ 如l 釧l 叩l聞Il鵬 l00l  

医師の回答  

♯すべての回答のうち、⑤「看護師の実施が可能：看護師一般」⑥「看護師の実施が可能：特定者護師（仮称）」のどちらかを  

選択した回答の割合（ただし、【現在につし、て】で①「この医行為は実施されていない」を選択した回答者は、  
【今後について】は回答していなし＼）  
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◆病床区分別散布囲：2．200－499床   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）                                                                                                ′ヽ  

現
在
「
看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
〓
ニ
エ
 
 

Ⅵ 101 訓l ∬ J傷  諏  Ⅲ  一皿薫  加l 叫 100l ■■■■ ▼・ 

今後「仰の畢搬が可艦止いう＃肯  
（・幻  

■「現在」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）  

現
在
「
看
往
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
 
（
．
ユ
 
 8黒  川‡ 28月  3晒  4凹  5相  即ガ  7D＃  8膵  夕仇＃ 18跡  

今後「看護師の乗施が可能jという潮合  い之）  

事1：【現在について】すべての回答（①「この直行為は実施されていない」を選択した直答を除く．）のうち、  

②「看護師が実施している」を遺択した回書の割合  
■2：【今後について】すべての回答のうち、⑤「看護師の実施が可能：看護師一般」⑥「看護師の実施が可能  

特定者儲師（仮称）」のどちらかを選択した匝答の割合（ただし、【現在につしlて】で（Drこの匿行為は  

実施されていない」を選択した回答竜は、【今後について】は回答していない）  
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■医師と看護師による回答状況  
（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

g
r
 
 
 
 
－
‖
O
 
r
l
 
 
 
 
 
∧
○
 
 
 

看
護
師
の
回
答
 
 

医師の回層  

♯すべての回答（①「この医行羞は実施されていない」を選択Lた回書を除く。）のうち、  
②「看護師が冥施Lている」を選択Lた回答の割合   

■医師と看護師による回答状況  
（今後「看護師の実施が可能」という回答の割合＊）  

珊
・
嘲
 
申
・
闇
 
甲
 
仙
 
 
 

看
簡
師
の
回
答
 
 

印璽  

宣曙・   

由■   

ヰ・情・敵j■申 血：■ 叫 叫 柵 鱒 ＝＝唖1鵬  

医師の回答  

＊すべての回答のうち、⑤「看護師の実施が可能：看讃師一般」⑥「看護師の実施が可能：特定者講師順称）」のどちらかを  

選択した回答の割合（ただし、【現在について】で（D「この匿行為は実施されていない」を選択Lた回答竜は、  

【今後につし1て】は回答していない）  

1も   



◆病床区分別散布園：3．500床以上   

■「現在」と「今後」に関する回答状況（医師の回答）  
○膝≠  

l  

州軒  1  
l   

噂l  

現
在
「
看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
同
〓
菅
の
割
合
 
 

昭 10繋  2弼  刑 10‡ 印繋  6鵬  丁肺  81捕■ ■加鷺 10q鴬  

今後「看証師の実施が可能」という割合   （事之I  

■「現在」と「今後」に関する回答状況（看護師回答）  

Ⅷ．  
l  

■  
鎮ニ  

l  ■  b  

：●：  

紺  
l  I  

現
在
「
看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
の
割
合
 
 

皿 10‡ 2雅  邦‡ 川尤 も鵬 醐I 叩I 柑l 卯11皿  

今後「看護師の実施が可能」という割合   い2）  

■1：【現在について】すべての回答（①「この匡行為は巽施されていない」を選択した回答を除く。）のうち、  

②「看護師が実施Lている」を選択Lた回答の割合  

ヰ2：【今後について】すべての回答のうち、⑤「看護節の実施加可能：看護師一般J⑥「看護師の栗施が可能  

特定看護師（仮称）」のどちらかを選択した回答の割合（ただし、【現在について】で①「この匡行為は  
実施されていない」を選択Lた回答者は、【今後について】は回答していない）  
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■医師と看護師による回答状況  

（現在「看護師が実施している」という回答の割合＊）  

叫  

q   q  l  
爪7  

0
爪
＿
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
亡
U
 
 

■
 
看
護
師
の
回
苦
 
 

二．1■l  

0％  川先 2ロ繋 3日劣 40駕 5ロ芳 60％ 7n駕・。l■ 9口汚 川0％  

医師の回答  

＋すべての回答（①「この匡行為は実施されていない」を選択した回答喜除く。）のうち、  
②「看護師が実施している挿選択した回答の割合   

■医師と看護師による回答状況  

（今後「看護師の実施が可能」という回答の割合＊）  

看
護
師
の
回
答
 
 

匹  川1 2劇 ．鄭I l仰  帥  柏I T肺  抑l≡ l班 I帥霜  

医師の回答   

＊すべての回答のうち、（9「看護師の実施が可青E：看護師一般」（診「看護師の実施が可能：特定看護師（仮称）」のどちらかを  
選択した回答の割合（ただし、【現在について】で①「この匡行為は栗施されていない」を選択した回答者は、  
【今後について】は回答していない〉  

㊦   



医療処置項目別回書状況：1－1．「餌■鮎が実施」（厚肝回書）の陣■リスト  

恥削射的帽  

＝β  礪見■電■カテーテルの挿入の稟鳥  

E  雌血暮闊のブドウ■♯与  

】叫  架♯血書■粛ノレートの攣保と蠣濱鋼の痍与  

【  勤蕨ラわかち 

が  l坤ヰ心t凪醜暮の事t  

扉  鋼鞠洗浄・綱■  

■丁  沸騰の細の訣寛  

I再  1書♯■削ドレッシンヴ即の生計任用   

1岬  1竃・宇土I即従事者教青   事項  は仇  85硝  4▲ちl  ・■鮎岬  沌j  TJ■  ．一己け  B7．8■  31ヱl  

日々の触、細の■由由昭和瞳帥ナ五貌蠣）  tl．叫  83，  1i  ・ ■1．●先  弛醜  

¶■  下靴皇攣も書む）の細・使用   駄≧  封u  丁7  軸．囁  2l  鱒t  【  鮎．川  隠彗  1乱†1   

11l  楕よの開始と♯■の判ポ   歴   81．†l  印．鞘  暮l二   川．1l  83．Il    il，隅   

l】与  ■・ ・二 ・一・   ン   ー ・r  止椚  81i鱒  l■．1ち  1鱒  tβ．韓  聞．  川   

川l  雫闊榛■中黒絶  12．8l  lT劉  ■tLll  量▲．   甲▲用  滑虚  申＋勺  18■   

きI  ポ鎗生揚董（インフル工シナノRウイルス■）の事慮   川．Tll  朝日持  郎．醜  2む丁■   1は  8  Sl血  

ll  t生血鵬i諷ウプ蓮  は元    帆坤  這．l    き量．  血中  llJ淋  1■．  

岬投書の叩，中止．投与tの■如叩帰   虚1．l  丁叫■  ■t．II  さIJ  1氏  」ul  叩  鱒7i  】＆粥   

l18  細の遭択■使用   干■ 三ナヒ・ ■  加．Il  ぬ．1t  48．■集  ・2王】  如．  ・二由．払  TT・鱒  組  †巳It   

帽丁  拙耶如欄贋・慣用   2弓，0l  7亨．0l  引u汚  ぬ8  ∫ d7．t  1丁．1l  紀嘩  t＝．葛■  部．   

11之  ■■血中事択・せ用   fl娼i  3む1皐  ㈹．刊  鱒朋  鱒椚  甲ユ  1王．5■  T7月l  51．1■  ． 印．t   

用丁  訪問■醜の也事性の¶市、依細   11●■  弼．2t  ▲丁血  鳩劇  鵬二4  よ神  由．払  ‘由■  

1  インの凛去・庄錮止血   ：・   1坤  8丁．Tl  58ユ■  胡．1  三相．  耶・け  花．1l  11ヱI  乱丁雪   

E  Il碩．択■農用   王1．  宇五7t  ．弧8％  叩．掛  亭乱闘  職l書   

に  蓼網ず用楓暮輌職＃網棚与  18加  引．1l  ら▲血  ■ね．的  加  1d二1■  粗鵬  拍．鵬  2●．  

■吐網の選択・≠カ   量l．Tl  70＿】l  瓢It  18．   

l02  蝉ホi儀tカテーテルの挿入及び抜墓の決定   寧叫t  TI．●t  」陽一t  ・jT．Tl  与   Ilニlヽ  坤瀾  陀弾  ll．   

l乃  ネチヲイサー血桝■．せ用♯簑の遭択  払醜  Tl臍  4良11  2l．■   

l山  止坤の暮択・伸   ヱ2．1l  刀  ‾ 聞二Il  帽ごIl   

l†  11脚心t打線董血職印訣毒   1ヰ．端  丁ら．職  l虹l＃  2丁劇   

T   Il  ■チ1－プの叫■卿来宅血書）  

皿  ■  ＝－  ＝＝l ・l・    ・   

Tl  ●爪カー（ニッパー．ワイヤー車■いた九t）  

l弱  讐1れの書串・快爬   巨≡   

ltl  童爛帽卜溝■や清潔の檀の決虚   

t15  隅■の¶絶と剛の■断   拍．粥  71．元  那．■池  ］諷■  15．  31月  鱒・鱒  鰍61  羽ほl   

四  簾事土への▲事指事依一軒既存の指示再書で）  川．鱒  8l．n  1l．†I  JT．早  5吼  ほ鱒  維・蝉  印．れ  2亨．≠   

【  ．‖  ．          耽－ ＝  16ユー  弧8l  1l．11  ヰと縞  馴u持  tl．鵬  il．il  札1ヽ  鳳11   

lI  人手咄t毒下の■岬   ユ丘丘t  ㌫目指  20．2t  棚・寧  21‘  朋  ち乱  18．1t  31j■  

軋熱■鵜棚の畿択i捷用   3諷  06靂l  ●之月t  鱒職  ●▲  之8．柏  丁岬  瓢箪  l良一l  

他の介義サービス醐可・不可の坤川馴リハビリ、血圧・細など）   1l  TI．Tl  4乙8t  コ1ほ  4 

l曇7  ■幕ニー♯椚の鮮■攣犀   ＝ナ毒   J7－l  81準  祖ザ  ヱ1外  ■t  川．j粍  乃こ叩  軋It  li什   

Ht  競市安井¢遥択丁使用 ！稽．11  朋，桝  2ま鵬  は  引．  ・∫J．2I  5i劇  ユー．椚  lさ．臨   

H‖  細長優抄などめ鴨t■i8幸暮   一±望   封  鰐．鵬  ：はj惰  引．    引u穐  ■  lT．川  払鵬   

＝渉  指示さ♯た栴¶円に書中tなく在った♯台の■轢＃錮（全線1の鳥績ま用   封．0≠  用．q  汎叫  3乱粥  jD．  邦1筆  肘劇  81月  2叩   

tユ¢  心計捧止1曹へのt丸的帥実施  1l，l≠  81．鞘  la  】丁．Tl  帥．！鵬  甜．蓼■  血  3疇  濾血   

l  申サマリー心憎戒   †：■悔■ l  胡鵬  咄晶  lG．  11  1●．  1l．  ヱL  1a劇  lヰ   

lき】  血■tに応じたインスリン投与■価申傭   ∴■て■■・ 巳  8説測  帆耶  24．丁～  4吼鱒  2亭・  礼It  6t．  211■  3さ」叩  
リハビリテーション（■汀．■tL耳和也簡アップ書】の盛事牲¢刊書、岨■   請冊  ．・rド＝■   ！1．tt  18．用  8ゴj粗  髄  3】」  帽．哨  llふ  45．童i  止血   

lヤ  寧船舶小児沖■択ヰ用   「品 」■■  4▲丁半  ！持．鞘  20．さヽ  lヨ．8  a■5  ヰ2．1t  き丁．鳩  38■l  旺平   

1さ丁  刊剛削油川伸手術義繊の把捧及びt楕（気書切網■の小事■助手）   】壁  量8．1t  丁▲．舛  手札7I  JH．王  tこl．  打．叫  噌．帖  柑．‘l  董1瓜   

丁書  餅止・書嘱処■（コーンわシター■濁し、た処払 F．J■確■＝  ユJ．鵬  椚．0l  訓11t  漁Il  川．  や刺  狩．叩  lT．0l  ∫l．丁■  



臨痩地■轟巨   

t85  抗けいれん築（小児）の選択・使用   

106  治額食（練牌栄養含む）内容の決定・変更  3乙柑  8丁．8％  25．∃篤  4乙0％  】8，2，i  3l．4喝  開．6％  28．2駕  45．4篤   

1TO  抗精神病薬の遜択・使用  ¢5．2～  組成  1丁．5駕  11．3熟  39．1l  50．0％  58．Ot  35、4％  ‖は描   

2（喧  支持的清神療法の実施の決定  弧8l  8き．2～  2丁．3％  疇1、8％  1ヰ．丁篤  37朋  8まt％  20．ヰ％  ‘‖．8！i   

ユ4．0ぢ  18．0篤  王a．7％  ヰ2．3％  11劇   ヰ0．0ぢ  10．0l  18．4兄  ‘‖、1㌔   

ヰ0．1％  朗．防  t9，ヰ篤  4仇2茅  2l．1％  5さ．3篤  48．7嘗  20．5鴇  26，2％   

153  利尿剤の選択・使用  61．6％  a丘．ヰ㌔  14．1ヽ  2t．4諷  ココ．0％  58．9％  4¢．ほ  3乙3％  13朋   

柑○  手術サマリーの作成   引．■％  Jは．6ち  t9．ヰl  2，．2‰  8．7％  T0．肪  2仇2ち  8．6％  ＝じ帽   

t0l  飲水の開始■中止の決虐   37、4％  82．耶l  28．2㌔  ユ4．5％  18．2≠  3乱丁％  ら9．3％  1ヰ．1％  35．2￥   

l∂7  血液透析・CHDFの婦作．管理   ユー，t㌔  陀．耶も  14．1％  48．f摘  17．g墨  15、91  5l．1l  15．8笛  38．8髄   ■i喜ム遍                         ．」至．≠．                     1ヱl  庶酔の補足讃胡：■■属酔臣による旦育とのリスク＃育も含む説肝■を補足する時間をかけた説明  ＝ト軸   88．白％  80．2％  t4．3％  45．9％  1乞8篤  6之．7％  81．8％  tl．9％  25．5％   
－．■  

叩  小児のGT・MRl検査時の餌聯の菓施  
． 58．8鴇  18．哨  1沌．く柑  2丁．3‰  lさ★lI   28．8乳  1ヰ．4％  15．2％   

t28  手術の補足旗明：－開署によ愚邑曹とのリ1ク共■も含む説明【菅樽見する時間をかけた説明   ‾■l 11■   85．2％  G4．8％  20＿5鴛  J川．‡％  12．7％  80．2％  ユ9．8％  13．0％  宜8．8％   

82  人工呼吸眉モードの世定・変更の判断・実施   7■   37．3乳  ‘2．一覧  ‖．4h  引．8％  1D．2等  ヰ2．8％  51．4％  8．8路  l柑．¢％   

t05  食事の開始一中止の決定   別）．2ち  28．0～  312鷺  tT＿3％  3訣2乳  68．8％  8†．了罵  35．柑   

I5l  カテコラミンの遥択・償用   29．4駕  lt．5％  17．≦惰  ヱ8．n  弔l†lI  38．さ曳  2鼠与雪  1乙5覧   

引  撞ロ・鎧鼻挿管チューブの抜管  」＝．tヽ  開，9％  18．ヰ葛  40．払  氏0ち  45．5ち  54．5％  11－8ち  42．†％   

16  経腹部的験胱超菅膿嶺雇（残尿測定目的1の実施  封．8電  88．ヰ弘  2丁．4％  1l．0駕  川．8  4¢．ほ  53．9篤  2a．4～  30．5！i   

128  手術時の農蓼や手術器雄の把持及び保持（手術の第一・第二助手）  35．0諷  61．1l  21．跳  4乙8ち  8．5亀  84．0鼠  88，○％  tl．3～  2ヰ．7葛   

14丁  降圧剤の週計使用  †   正   創＝乃  82＿0鴛  ‖．叩  2m‖i  34，3％  53．1％  46．路  ‾32．a5  14．構   
■‾  

57  気管カニユーレの選択・交換   †   ユ1．0％  6ti．馴i  19．1t  18．9％  】2．31  44，2％  85．8％  壬3，訊  ヰ2．3％   

川場  インフルエンザ築の遥択・使用  25．鴨  〇0．2l  4息ヰ％  引．8％  3ヨ．3％  18．3％   

115  基本的な輸液：拙策輸恩、電解質梯液  4丁．4％  52．鍋  1丁．丁～  34．9篤  2丁．TI与  40．2篤  58．8弟  28．8％  3l．仇   

柑l  理学療法士・也託連動指導土への運動指導俵覇  23．与鼠  78．5鴇  3ヱJ■  44．用  帽．l  之5．8％  7Jl．7≠  36．0％  38．了鴇   

82  感染症観音【インフルエンザ・ノロウィ1レス専）の綜奥の評価   40．1箪  59．9も  ユ且叩  21．t％  7，刃l  55．1％  44．9覧  ヱ0．ヰ％  2」l．5㌔   

14  創傷の隆圧開始環法の実施   J■   さ0．皇駕  ヰ乱脈  11  37．缶  13．   ち1、椚i  42．睨l  】1，l鴇  8l．ち鴇   

t与ヰ  基本的な輸液：高力Pリー輸液   争   57．1％  42上覧  12．4笛  29．肪  ユ1．  48．8罵  5〇．1ち  31．4％  2之．3％   

83  ■■．・龍暫チューブの管理二洗浄  ヰ8．0％  5え○ち  1†．2も  34．8％  射 

l●4  失脚ん検診：便潜血オーーーダ（一次スクリーニング）   28．2≠  71．8～  a5．7諷  3¢」％  4   

llほ  印外チューブからの鎮痛剤の投与（投与愛の調整）  50．7ぢ  dg＿3鷺  Hl．5％  34．TIi  18   

t邑  葡瞳丁牡蛎ドップつ一機置の稟先の決定  4与．1罵  i4．g鼠  2mユ鼠  訓．陥  15 

1叩  化学療法副作用出現時の症状緩和の洗剤選択、処置  57．5％  ヰ2．モ硝  臥ほ  3l．●ゝ  27 

tla  自己血糖測定開始の訣虐  
．■′■   ■■J   ・＝．8％  58、1I  柑．5蒐  ユ，．8篤  28．2％  25．0さ  75．帆  3丁．4％  81．隅   

†4且  糖尿病治療薬の選択・便用  7†．1％  28．粥  0．5篤  †9．ヰ篤  3之、4ち  52．g％  4丁．1％  加．惰  16．5％   

195  退院サマリー（病院全体）の作成   ・＿tコ・．   58．0篤  44．0％  18．1％  25．8％  3D．2％  54．0ぢ  45．柑  壬乱It  t6、ユl   

15  絵腹部的時肢超音波検査（辣尿測定日的）の茶席の決定   8P．8％  ¢0．Tl  lT．ユl  38．4≠  10．41  48．5％  Sl，Sl  壬1．m  ユ0．S％   

11J  膀胱ろうカテーテルの交換   f ＝   40．之％  5⊆l．8％  l了．9％  42．0篤  4，肌  88．1駕  38．9l  丁．7l  28．2％   

15l  K、Gl、Haの退択・便用  88。ら％  81．即畠  川＿5％  引．0篤  之8．5繋  5⊆l．2％  40．8％  28．丁鴇  tヰ＿2％   

jO  感染症検査（インフルエンザ・ノロウィルス等】の栗丘の決定  28．8％  了1．ロ％  39．6％  ユー，5㌔  8．5蒐   

℡01  認知・行動疎意の実施・膵毎   「‾‾．．  ニ＿＿1  38．t～  引．9％  21ヱ駕  4吼1l  tO．5  3丁．5鷺  ¢2．S％  t5．丁％  ▲＆8鴬   

脚  凛瘡の壊死錮捧のデブリードマン   48．7熟  5さ＿j覧  一之．さ1  朋い憎  9．Ol  38．D駕  ‘2．Ol  g．3％  5ま1％   

55  ACT〔着性化凝田好一郡の測定粟施の法定   ■I．   さ丁．措  611％  27．9％   

45  血流評価検査（▲81／PWV／S押〕検査の実施   ≡・丁．≠   81．1ち  88．3％  28，椚i  封目指  之之ち  ¢8．¢l  3l，lI  1．5曳  28．！性   

t08  小児の経口確解質療の開始と濃度、畳の決定   ■－・I   4a2l  56．8％  】7．  封目指  ヰ．8～  53．9篤  」柑．1％  9＿4％  36．7！i   

190  整形外科領域の補助具の決定、注文  42＿5も  57．5％  16．鴨  4l．5罵  7．4  ヰ5．3％  5l．丁ぢ  H‖柁  39．ミ指   

鮎  r一時的ベースメーカー」の操作・管理  5之．空％  す7．8篤  8＿3l  コ9＿ヰ％  tO，丁ゝ  8鼠8％  訓∋．1揚  き．9％  28．5葛   

】ヰ6  高橋血症用剤の遥折・使用  89．1％  30．9篤  10．1％  20．8≠  27．0†l  き5．5％  44＿さ％  28．丁鴇  15．丁％   

い柑  排尿個書治療薬の選択・使用   ・：上   T0．2払  29．き篤  9．4％  20．5篤  27．3％  57．¢ぢ  42．4鴇  2丁．9篤  ‖．ち％   
■  

四  蛭知・行動環濠の懐郷   1．．．   31．4駕  6臥6％  胡．】  4仇5‰  柑．丁†‘  29．卵i  10．1％  2丁．的  42．3％   

60  轟口・経基挿管の実施  58．0％  44．D％  9．丁乳  34，2篤  4．tl  80，2鴇  38．8艶  4．4‰  35．ユ％   

29  ほ誘軌む電励検査の結果の評価   ・i   52．0％  相．0％  18＿丁％  3l．2％  柑．  5与．柑  44．9ま  f包．D』  2¢．貼   

185  寝みの騒きや制作用症状に恥じた非才ピオイド・n痛儀軌条の選択と投与量・同法班  
整：WHO方式がん痩揮治療法等  

1l、lゝ  5ユ．9l  乱t％  J博一的  12．   35．5％  糾．5篤  9．9弘  5d．6篤   

⊂  習ろう．屠ろうのチューブ抜去   聯   ユ7．8％  ¢2＿コ絡  2l．コ¶  40．g鴇  2．   56．4％  41飢  10．丁～  32．g篤   

【  子宮収縮脚制刑の避択・使用  丁こ＝％  2良的  ¢．8㌔  Ig．8l  22 ¢l．7t  ユ乱ユl  21血  11．1＼  



僅僚蝕匿項目  

18．4㌔  51．8％  乱0㌔  48．8篤  6．8鴇  5（l＿○罵  5D．0ま  丁．1％  42．g％   

4  トリアージのための検体検査の実施の決定  粥＿○％  糾．0％  10．¢％  14．■ち  8．ほ  4l．1儀  剖‖指  1l．gも  4丁．0％   

皿  胃ろうチューブ・ボタンの交換  ヰ乙9％  5丁．1葛  lT．併i  仙l彗  2．7％  陀．2％  3丁．8ち  8．1覧  20．8％   

49j％  50．丁笥  丁．2ち  lさ．ヰ鳥  ＝．川  き丁．肪  8ヱ．ヰ亀  8．9％  58．5％   

tT】  放射機治療による副作用出現時の外用薬の遥択  49．鍋  盲0．ヰ篤  川．8％  89．5％  13、Ol  4l．卵i  58．1％  IAl％  1■．0篤   

丁乙8駕  之丁．沌  7．旦l  2m鍋  t3．tヽ  8丁．8Il  8乙2㌔  l旦．柑  20．帽   

tl  人工呼吸器参詣中の患者のウイニンケスケジュール作成と実施  

l帥  幹細胞移植：棚と薦韓■監   別目脂  39．6㌔  0．8兄  80．‡％  i皇ち  78．5～  2t．引i  6＿胡i  ‖u沌   

諏  微生物宇検重美鹿の決事  

l：柑  判相和再臨判断   

81．1l  I8．2l  46．5篤  0．8  82．0％  38－○＼  6．1鴇  31．9l   

lけ8  楓轟細山鳩下漏郎ゆぇテロイド葬の遷牡鹿所法網の巽億  

5  トリ丁一期ための秩体雌結果の絆価   一‖．8熟  10，4％  3l．4％  tl  13．1l  36．粥】  5．已l  引＝は   

lO，  ろうの曽壬．チューブの入れ替え  

l  手締前彿豪の実施の決定   ll．叫  Sl，8鵠  19．鍋  3ユ0％  ‡  5丁．6％  42．4ぢ  ■12＿t鴇  80．8％   

l00  訂作用症状の確堀l＝よも攣刑の中止、液量、変更の決定   l糟．飢  3D．4％  8．1柑  24．0駕  l  81．用  36．卵白  8．2％  監8．7％   

4l  薗腸内圧測定・肛門内圧■犀の実施   68J％  38．即i  8．1先  28．5％   

8l  末梢穐廠挿入式静痴カー一手ル仲l¢C）挿入  8廿  3▲了ぢ  4．5ぢ  3ロ．2も    か目指  一説tl  l．ユ％  1：I．跳   

コ○】  ■唇の入Ilと1院の判断   78．0ち  22仇  且2も  t5．一覧  1．職  88．4ち  ユー．陥  8朋  之乙8！i   

陀  ゃむ静厳封テーテル抜去   ¢8．0％  26．台覧  39．a％  乙■  5了．郎i  d2，4，i  10．了駕  3l．8％   

4了．3  里．Tl  ＝u■  ユ9．   

9  ■槻■蓼わ鞠巧減   与4  5も  1l、  甘5＿  4石．汎  53．訊  12．ち㌔  朋目指   

l  礪血■鵬のための♯捧襖董の集應の決定  5＆  4コ．  川，lも  32．  65．8％  3q．ヰ駕  鋸沌  2（l．5％   

7  泊地■■如峰めぬ鋤濾董結果の評価   

ーら  P側馳伽讐計■作   

ll  鷹虹ン蝕去（腹睦霹刺杜の億針含む）   49．！■  50．1■  lT．■l  ：址．  

ユl  暮■畿暮の蔓■の洗足   

1」ユ  朋川加減■鯵＝触診・門Aオーダト次スクリーニング）  

tTl  禎■仰■力の決乱変更時期の決定   

；柑  薬納感受性頗査実施の決定   

粥  スパイロメトリーの軍施の決定  

卯  小児のCT・MR偵露時の印軸の決定   頂■筆  昏丁．4先  82．8％  8．1鞍  2Jl＿哨  l．川  8吼0賂  20、0l  3．2％  16．9％   
tl●  術中の腑・呼職・循且管理（麻酔繁匿の蜘好、薬剤・酸素投与1庶．抽液量串のn蓼】   67－2≠  32，l諷  l、4篤  コl．4≠  l．8も  85．5篤  14．51【  l．3～  13．之％   

，i  創部ドレーン短切〔カット）   1●．2～  5！i．8‡  19，9％  35．！雌  吼1  糾．ユ％  35．丁ち  8＿7Ii  圭一．0％   

l閏  他科・他院への診療什超絶供暮作成（紹介および返信）   1■＝三  81．4乳  3乙6％  l0．6％  22．1鼠  4．5翳  73．4％  2¢．飢  丁．哨  19′3鴬   
2  直接動脈穿割による探血  38．8≠  83．2％  Il▲OI  4¢．里見  l．7ゝ  55．0％  44．2覧  8．9％  ユー．3篤   

l書  肋間定の実施   51．21  ヰ8．台％  t5．丁■  8久一  4．5駕  63．9％  88．†も  8．71l  2丁．4％   

11†  暮覿什■（量妊）における借用立ピル   53．2％  4¢．さ篤  6．瓢  瓜鞘  d，■  5：I．2篤  4¢．耶i  5．丁矩  4t．帽   

l∫  M磯の■＃拝礼カテーテル挿入・抜毛の一部実施   こ錘  6D．†駕  39．弧  氏l■  コ11ヽ  ¢＿  82月篤  l】．4も  2劇  l乱川  

叫圃削机糾膵   1ぎ  3之．6葛  87．4l  2えぬ  ▲ヰ．鵬  仇  ヰ了．01  53．鵬  11月t  ．‖．2％   
ll  ■ ∴    ，・・  58．I諷  引．8％  10．1l  1†鵬  m   丁9，3％  28．了ち  3．1％  1丁．丁～   

正  鮒チ1－7の複去   1u  之．t  66．d％  33．¢％  8．5篤  空5－2％   

き  ■●句中♯≠検査汀D咄実施の決定   ．‾‾嘲  4丁．8％  52．已％  17．什  調」1  上  64、8ヽ  35．2†n  8．7≠  28．5鶉   

！沌  桂皮的気管穿刺針（トラヘル／ト専）の挿入  1l．6％  28．4鴇  8．3％  25．2㌔  門．2諷  24＿8ち  2．2％  2乙¢％   

l●  軌礁ライン確保   ■し二．」‾－■－  ■p  58．0盲  12．0篤  5．耶i  8了．1％  伍】  7l．3蕗  28＿丁～  2．0駕  2声．Tl   

ヰ1  血流辞価捜査仏81／PWV／5PP）検査の実施の決定  50．5島  ■鋸識  t7．3～  32．t～  L   7吼○駕  コ0．0駕  ■．8亀  25．一覧   

ll  喋下造影の実施の決定   52月兄  一‖．7ち  lき，0l  ＿ 34．7％  5見1篤  44．3％  丁．用  3丁．2％   

ロ  CT．MRl検査の実施の決定   68．01  34．0％  白．4I；  之4．鮪  l．9路  69，丁も  30．3％  ヰ，Sl  25．8篤  



（医師2．120、看護師5朋ヰi  

晩酌叫川柑  

TJ  医療用ホッチキスの使用（手術室外で）  

10  ＃叫埠欝の日揮■膚  丁¢A事  23．随  5．1駕  18．Sl  1．8繋  丁7．9％  22．1駕  2＿丁諷  19．5篤   

4丁  骨密度検査の実施の決虐  l▲Tl  55．8％  21．0茅  84．4％  1．8％  58・昭二  41＿2％  †0．8％  80．4％   

¢5  小児の人工呼吸器の選択：HFO対応か否か  帥．1％  ．31．0篤  2．鍋  29．3篤  0．即i  了5．9％  24．1％  0．9％  23．2駕   

25  下肢血管組音波換査の英施の決定  

ぬ胤  4l．2≠  1l，丁㌔  2¢．ヰ繋  2．き％  70．5罵  2⊆l．粥  丁．5篤  22．0鴇   

9l  轟lさドレーン雄去   t＿   45．耶；  ちq．4％  柑＿肌  35．4％  0．8鴇  引L柏  33．9％  丁．8％  ・26．1諷   
84  ＃奮・膿讐チュ⊥ブの入れ甘え  8t．ヰ％  柑．8％  王．‖i  川．5篤  0．3先  95．8％  4＿2％  D．8臨  8．9％   

TO  電気凝固メスによる止血（靖瘡帥  帥．一覧  ユg．さ％  l．丁％  ユ4．8鴬  0．5％  68．5l  引．5魚  1．8％  29．1l   

祁  非感染劇の縫合：皮下組織から筋層まで（手術玉外で）   7二I．4葛  望6－8～  3．0％  2〇，¢％  0．5ち  85．丁も  14．a繋  0朋  】ユ．5％   

†℡  小児のl忙庁＝■■賑ゎ鞘減路確保  】ヱ．7ち  27．3～  8．ら％  ヱ8＿椚i  0．与l  02．0篤  ○，○％  0．之1  丁．9罵   

†丁  鵬■ヰt薮穫量の♯▲の決定  57．1㌔  4乙9‰  ほ．卵i  80月％  I．1ち  85．丁％  84．3％  5．コ～  29．0ち   

i．賃甘  02．9粘  ユー．持  5．咋  32．哨   

丁】  皮下■■の切綱・鱒二皮下組織まで   ヨ4．8％   6．11  2息乃  t．2賀  87．〈粍  32．了駕  2．9％  29．瓜   

7‘  攣■（雑穀鋤の■倉＝皮下細敵まで（手術室外で）   37．5～  4．1ゝ  32．丁％  0．与ち  丁2．9笈  之7．1％  1．ユち  25．肪   

1帽  舶麹嘩It一触カテーテル田置を含む）   8¢一まち  lユ．8篤  t．1％  12．∈粍   

！P  心■ドレーン払壷   ．64．川  ∂5．，％  8．2％  27．】t   

lOt  闇¶書刺   F．■三i   81．8％  I5、且l  1．8％  18．ヰ％   

却  －⊥■ …・＼・′・－   5g．柑  小）．9％  10．1％  80．さ㌔   

針＝摘  ほ．2覧  0．6％  ‖．6％   

84．9％  15，1†i  丁．0％  I血相  l．2鶏  8D．8≠  9．4篤  t．0鶉  8．咄   

l柑  暁癖の貨笥   丁？・5％  22．5臨  0．5％  22．Dl  1．0％  88．2％  柑．8％  t．t篤  ほ．丁％   

t印  局所虎酔【硬膜外・防晰   85．7％  14．ユ％  叫汎  柑．5％  0．5％  ！H．1％  5．9％  0．5％  5．4％   

0．】篤  98．5％  3．5も  0．t駕  3．4鴇   

0．8％  72．8覧  27．7％  5．丁㌔  22．D％   

TO＿t‰  2乱g乳  ヰ．8，i  25．3篤   

t2  CT．H剛横寺巾■僻■   r壱   87．1％  t2劇  15～  l0．1l   ll．0％  l．用  9．的   

j2  膀胱内圧∬定軍港の決定  62j帽  才一．丁■  帽．1l  ‘持．コt  

望帽  大動鯨バJし－ンバンビンヴチュー7の鶴塵   18．1％  lt．  l．g  刷   8，9鼠  Q．ミも  ＆4鼠   

℡4  「一時的ペースメーカー」の抜去   80．5篤  39．弛  む略  3t．ほ  0．8％  ね．8l  t8．2匁  1．6亀  14，8㌔   

ほ2  神経ブロック   引，2篤  8．8偽  0．8‡  8，01  0．3ち  05．5～  ヰ．5篤  0．用  4．4熟   

t封  虞■♯市のヰー桝注射）  6乙粥  3丁▼1㌔  8．9％  30．2％  飢弘  75．8熟  24．4％  乙1％  2l．7号   

18  中岬由（咽／F仰／＄PP）検査の綺黒の評価   65．ヰ％  ユ■．肌  l0．1～  24．4％  l．0i  82．1％  lT．鍋  ま】ヽ  t5．5篤   

23  中岡■濃♯事由翼施の決定   55j雌  11．1ヽ  一札8篤  8‡．2≠  0．飢  ？＝摘  28．1％  8．4ヽ  2」l．丁％   

52  ■♯iぬ軸の巣定   J   53．5乳  48．5篤  l乙丁繋  3】．丁％  l．ユ％   

5I  嗟下内祝絶後査の典康  75．5先  封．5篤  8．g％  20．¢篤  0．8覧  8l．丁も  柑．3鴛  1．即i  t¢，8罵   

2ヱ  心廉逸書濱検査の錯果の評価   78．1％  21．g篤  皇．6％  柑．ユ％  0．1駕  89．2慧  IO－8†i  0．8％  10＿2！i   

18  腹部應音波検竜の実施  49．0％  引．0儀  5．【帽  ヰ5．2％  0．4篤  85．0㌔  a5．D蒐  2．8％  32．之％   

54  眼底検査取繕果の評価   丁9．9％  20．川  3．3l  18．8％  8．4％  81．8％  12．7笈  l．丁％  1l．1％   

ロ  心浪超音波磯査の巽施   50＿8島  4g．哨  4．即i  lヰ．8篤  0．a％  TO．9％  29．帽  l．7％  2丁．ヰ鴇   

tI  腹部超音波検査の絶果の評価   上t二   75．2鴇  24．8≠  8．2％  2l＿6％  0．4ち  86．8も  t3．2写  0．8駕  t2．ユ篤   

【現在について】  
・丸く現在有性曙が実施している卜すぺての阻巷く①「この匡行為は莫昆さ札ていない1を退択した句奄壬除く。】のう与、②r宅乱研が莫覧」ていも沌温択した凪奄の割合  

【今卸こついてI （【現任について】で、①rこの屡行為は冥施されていないJを遥択した由富者は、【今後について】の向筈l土してい机、）  
・8（医師が稟匪すべき）ニすべての回答のうち．＠「蜃群が実施すべき」毒遇択した回答の割合  
・C（看護師が裏庭可鳶）：すべての句盲のう与．＠「看乱曙の某誌が可能：一般看護軌⑥r看江曙の栗丘が可能：輪定石懐師（仮称りのどちらか毒遭択した匂香の割合  
・D（モ且研一鯉】  けペての回書のうち．即看講師の冥転が可能：一般看護剛毛選択した且喜の割合  
・E（特定者試師（仮削：ナべての問答のうち．①r青嵐師の実施が可能：特定事改師（仮称）」壬遭択した匂答の割合   



医療処置項目別回答状況：1－2．「親在看護師が実施」（青ま師回書）の降順リスト  

109  睡眠剤の遇択・使用、   3t．8㌔  4l．8％  58．？％  37．4％  2l．I篤  52＿7ヽ  30．8％  叩．2％  50．8％  18．4l   

、1  動脈ラインからの標血   柏．d㌔  ¢．2％  ，3．8％  丁8．ヰ％  15．3㌔  52．4  18．1％  引．0篤  68．4亀  柑．飢   

f81  止窮剤の選択■使用   26．2ち  38．3も  ¢¢．丁％  43．4忌  之3月翳  占1．4㌔  2皇．1t  TT．，篤  58．8≠  柑▼3％   

l亜  予防接種の実施   40．3l  12，8≠  87．2％  63．1I石  21．】％  19、Ol  2ヰ．1も  75．9％  57．9％  t8，01   

159  整腸剤の選択・使用   2：l．5ll  28．跳  71．2うi  4丁．0篤  24．2≠  48．丁㌔  2l．0篤  78．D％  59．6％  t，－1＼   

58  簡素投与の開始、中止、事貸与tの排塾の判l折   3†，3＼  23．1％  76．9％  ヰ2．1％  8q．8  48▼5～  川．4％  83．6％  50．75  3乙邑覧   

3l  感染症機壬【インフル工ンザ・ノロウィルス等）の実施   qO、○＼  10．7％  88．ユ％  6¢．6％  22，一等  48．8ヽ  J8．之†i  引＝用  5，．8％  22．4％   

M帽  他の介靂lサービスの実施可■不可の判l折（リハビリ、血圧・体温など）   ま0．5％  24．3％  15，1l  ヰ乙隅  ユ3、l鴇  1う．2，i  柑，丁％  86．ヱち  53．7l  32．7％   

l与7  胃薬：制酸剤の遵択・使用   19．7罵  37．1等  62．9％  8ウ．4～  之3．5l  14．71l  2¢．3％  7二I．7，i  5d．1キ  柑．鍋   

t58  胃薬：■粘膜備排剤の選択・使用   20．7≠  38．5＄  ¢8．5％  ヰ2．9％  23．7≠  心l．仇  26．1罵  73．9％  5」l．2％  柑．7％   

抗不安薬の選択・使用   1≦l．4  58．1％  一‖．p％  22．8島  1き．ヱ1  4】＿之t  4丁．2篤  52．鏑  3了．王％  t5．6覧   

3丁  相生物事横手の菓施：スウブ法   3乱丁ち  15．1％  8ヰ．3％  6l．8％  2a．1l  l0．6■－  3乙0～  68．0％  49．3％  18．8％   

1叩  抗輌神痍秦の選択・使用   15．ユ％  ¢5j㌔  3ヰ，8％  17．5Ii   5D．¢％  35．ヰ亀  川．8％   

1鵬  恵龍刑川、児）の選択・瞳用   

2丁  ほ隋等Ib電国枝萱の真施の決定   丁¢．0覧  引．丁％  24．3％   

t85  抗けいれん薬（小児）の選択・使用   50．用  ココ．8％  柑．3も   

丁4．D駕  45、11  28．弛   

皿  経管巣車用の胃管の挿入．入れ増え   28．鍋  2且8㌔  Tl．2篤  35．4％  85．8電  35．3  30．9篤  8！l．1用  ヰ3．ヰ％  25．7％   

14丁  降圧刑の選択▲任用   18．4も  ¢8．0￥  〇2．0篤  †1．g％  20．川  〇4＿3■  53、Il  48．9％  3皇．3％  川．8％   

18  造影剤億用検査時の遺影刑の掃与   31．6％  t8．6ヽ  引．4篤  54．5％  26．9％  34．‡ヽ  40．哨  59．6％  34．鍋  之4．8％   

t占3  利尿剤の選択・使用   12．疇％  8ヰ．6甘  35．劇；  H＝侶  之l．4葛  】3．9l  5さ，9％  ヰ¢．1覧  8i．8鴨  18．8篤   

t80  リハビリテーション（噴下、呼吸、運動拙能アップ等）の必要億の判断、依碑   18．5％  21．g≠  78．1％  35，3㌔  Jほ．8％  ココ．l  15．4％  糾．8％  45．2％  39．嶋   

lヰ○  糖尿病治療薬の遇択・使用   8．51  7l＿1℃  28．9％  9．5％  18．一覧  3且仇  52．弛  47，T％  3（】．ら％  川．5島   

tきヰ  基本的な輔液：高カロIノー掃液   9．1彗  57．8ゝ  ヰ2．2％  1か哨  29．8％  31＿了l  4t；．3％  5き．79；  31．4％  ヱ2．き％   

l℡I  家族療法・カウンセリングの備甥   22．5％  16．2l  83．8～  lt、Il  4乙8％  封＿5  丁さ．5㌔  】‖．5〉i  43．1％  38．4乳   

T06  インフルエンザ柔の選択・使用   10，Jl  54．3l  15．丁％  20．7篤  25．0％  30＿a  48．4蒐  5†．6％  33．3％  【8．ユ篤   

1g5  退院サマリー（病院全体）の作成   8，2l  56．0％  44．0％  18．1％  皇8，8％  80．Zヽ  54．9篤  4F．1％  28．さ㌔  16．3％   

1  動脈ラインの抜去・圧迫止血   12．3％  87．7％  59．3鴛  28，3％  ：粕．帆  27．1鴇  了2．9％  ヰ6．2篤  28．7島   

t55  梓示された期間内に薬がなくなった場合の継続薬剤（全崩」）の揺横任用   18★2＼  31．g篤  ¢8．1％  3丁．8％  30，8％  ユ0．0ヽ  36．4鴇  83．さ％  37．之％  2¢．ヰ篤   

1亨2  カテコラミンの遥択・使用   ‖．0覧  了0．ら％  2≦l．朋i  ‖．鍋  1？．9～  20．2I  6l★tヽ  38＿≦略  28．5％  12．5‰   

l引  K、Cl」巾の避肘住用   8．01  ¢8．5％  封．5駕  ‡0．5％  21．0‰  王8＿5ヽ  さI、iI  4D．8％  28．丁％  Il★之l   

柑3  自己血北測定開始の決定   8．7l  41．即i  聞，l駕  18．5％  3⊆l．8l  加＿2ヽ  25，○％  75．¢鴇  3丁．嶋  37．8，i   

け7  化学療法剤作用出現時の症状緩和の栗剤選択、処1   8．丁・  5丁．5％  12－5l  8．11  ユ1．4I  ヱ丁．8～  42．5Ii  57．5％  柑．2葛  80，ユ％  
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tT5  基本的噴油液：■■■許、t解貫鰯液   9．  4TJ％  52瓜  t7二面  糾．i  材 ■Ojt  69J8t  王臥It   

11l  安静虐・活動や清潔の範囲の訣尭   23．4鴛  24．4睾  －8．6％  ヰ0．6％  ユ1朗i   出‖門  丁7．■l  1鋸旺  10．5％   

り9  排尿陣書治密雲の選択・使用   6．1ヽ  TO．2％  29．1％  乱哨  2P．5蒐    5丁．構  ヰ2．4l  27．鍋  lJ．弘   

H帽  高畑血痕用剤の遇折・使用   6j≠  8g．1％  30．9％  10．1％  20．8㌔   55．馳  44．瓢  Z8．TIi  15詔i   

t2石  手術執刀までの準備一体位、消考）   2与．6  27＿9％  丁2．用  ヰ1．0篤  封・叩  41．ヨl  58＿丁％  33．6l  25，l％   

1tl  功tの鵬と♯除の判断   28．8％  71．丁も  38．3篤  36．ヰt   弧2l  丘9．8も  引＝消  a3．摘   

閃  人工呼吸t】事下の■■t理   ヱ○丘  38．5亀  88．5％  20且  伯ヱ  46一一ち  5こI．8覧  1！l．憎  ユ4．5号   

7t  巻爪姐t（ニッIt－．ワイヤーを用いた処置）   21l  3コ＿○ち  17．0％  8乱3ち  甲・乃  こ 3良5t  ¢8＿5％  2む【穐  ヰ仇   

⊂  干書棚抑制銅の畢択・使用   享．  73．4諷  26．6％  ¢，8％  t9．鵬  廼   恥欄  ユ5．3駕  2l．ユー  t●．l   

1封  血■鷹に応じたインスリン投与量の判断   tT  35．1  64．7≠  2札1  叫．醗l   8さ．1l  61．9％  之3．gl  弧○   

8l  槻ドレーン低圧持儀吸引中の吸引圧の設定・変更   1ユ．1  10，lI  醐．  1℡．  坤甲   53．3l  46．丁葛  2【I．5翳  2軋ヱ1   

lきl  心腑＃土且書へのt■灯用細細鰻膿   川．0  19．0  引  13．3～  37一丁  I▲ユ ▲  凹．1I  TO．4％  朗．兆  35．l   

E  如チューブからの■仰の投与憎与量の詞要）   l＿  50．■  ヰ9．餓  t4、Sl  31．丁   5良1t  43ぷ鴇  17．0諷  加   

11l  血中濃度モニタリングに対応した兢不整脈刑の使用   】．2％  了†朋  2l．†与  a．31  岬Th   89．4撃  30．8㌔  11．al  1丁．ユ   

10l  飲水わ間朴中止の濃是   12．鮪  3丁．4～  8乙8  2l，2％  加．鵠  コ亨妻垂  弘一l  6さ．3～  3■．1I  85．洩   

1耶  血液透析・el船Fの捧作，管理   11l  さ7．1l  6宜．  11．1■  鳩．1ヽ   咽．如  5ヰ．1％  柑．℡l  調．1比   

1⑯  食事め■鋤・中止め決雇   ll．l  39＿8l  帥．2t  之8．   く拍．まt  86．8％  封．Tl  3さ．l■   

正  治靡食（軽■栄■書む）内容の決定・賓更   15，4  8ど．1  87．1■  2l＿9  1乙  ■■・■  『  肌ふ  68．鍋  2且由  45．I■   

祁  鵬下肢熟葬ドップラー検査の実施の決定   8－7  4S．用  別，g％  2（）．a霊  31」l    引．1  48．9％  之0．ヰ％  28．鵠   

‖＝  t攣★凍土・■蘭嗣抑摺士への運動炸噂依頼   0．  2：l．5＄  丁¢、5％  3乙4～  ヰt川  二人・卿  g5．訊  丁4．7，i  8l．0ち  3已7l   

Il  小児のCT・MRl繰暮疇の鎮静の実施   ll．t稚  5¢．ユ鴛  lユ．†ヽ  18．8％  2丁．ミ鞘   

2収  支持問神■阜の≠蔦の決定   1l．  弧81i  19．2嵐  2丁．3篤  一‖．9■   

lO  織部的膀鏡親書渡換茸（荏原測定目的）の雑   10  31．6％  8¢．4％  21．4ち  41  i‘．i  ヰ0．沌  53．9％  23．4≠  30．さ駕   

，Z9  術前サマリー¢作d   柑．1  J0．ヰt  13月l  26劇  ユー．1   

い‖  精豪儀鯵などの■■鯵査の男鹿   t9．2l  ユJ．1I  郎。的  88，鈍  3l． 

つ之  糠■・1欄傭ttコーンカッター専用いた払■）   

200  掟知・行動療法の防腐   2さ．9％  TO．1％  2丁．8篤  4之3l   

117  手綱■の蝉蓼や手樽書＃の把持及び保持（気管切開等の小手術助手）   5丁．1t  ▲班  15．8l  2亨   

lTュ  鴨最書換時のヰ槍（机生¶専）の選択（全身投与、局所投与筍〉   

E  血中■庄触t縫の■瞳   9．l  50∬  49．8先  t乙¢■  ユー．al  ‾■■．ヽ■■  正  5丁．▲雪  l‡．1t  11．1l  ユl．守一   

正  放射≠治ホによも轟♯露出現時の外掲典の堰択   5  1Q．醜  58．4％  l（】j  ユ8  41、鶉l  6さ．1l  14 

】且5  痛みの芽さや前作用症状に応じた非オビオイド・鎮痛補助薬の選択と投与量・用法偶 暮：1相和方式がんヰ瘍治療法零   且D  lむ川  5：蓼．g％  8．1＼  1ら■1  a15～  0l．51  9．三和  5l′8t   

l】l  事＃の≠丘濃t：一榔上it書とのリスク♯義も食む■■，壬欄丘丁引川胤如拙せ■  tl．諏  35都  84．8％  20．繋  ヰん鞘  ■■J■一■ ：－．   弧皇l  89．恥  18．肪  が貞   

皿  紳の■足蜘；一件丘l＝よも■●とのリスク巣鴨も■む鶴■「著■是ナ欄モかけた騨■  ロ  漁鱒  柏．2熟  目し  ■5  l‖せ．■．   ¢ま1l  き丁．れ  l‖汚  2！■   
■・‘1‘．丁   

！汀  気嚢ヵニユーレの漉択・■ま■   1D．  匹  88．8駕  柑．1t  ■¢  ■l．班  55．1l  柑．飢  現出川   

t07  小児のミルクの亜・・■■鷹の決定   川▼●  ユー0l  郎，○篤  28．  l乙ユl   40．鵬  印．0l  111l  ・‖．Tl   

50  揮tチューブの虚t■蓼（潔さの事書）   2I．l■  拍．識  丁6＋Tl  〇3．0ヽ  伯．¢l  ll■  叫劇  5g．丘t  1！．仇  J拍．諮   

亡  ■みの■華や劇作胃痛附こ応じたオビオイドの霹与1・用筆井王、‘鈷定さ九たオビ才イド ローテーシシの℡：WHO式がん讐  1 l唖  58．7％  丁．之静  ・止11   t‾ ユ＿ltJ．．  87．餌  l量．ヰ1  L  5さ．   
ョ算★押■方痩■地相   

柑8  脱水の判断と捕正（点滴）   1l．旅  58．劇i  18．1％   ヰロ．3％  5g．丁篤  18．三拝  41．   

書8  「一時的ペースメ一丸－」のほ作・管理   与2ヱ  4丁．8％  8．3誇   83．6％  三輪．4l  9．9l  ヱ8   

紬  12訪導心電画検査の括果の評価   5S．1葛  14j鵜  柑．鵬  2良一■   

川之  地利への診療依願   隠4■  35．6繋  14＿6鴛   56．1㌔  la．量l  口．汎  2ち．鵬   

20l  認知・聞落の声■・■■   】且】1  引日和  2l．2兄  l仇    ラ丁，5鴬  l之．鍋  lむ穐  J柑．仇   

叩l  がんぬ転移．細に伴う青書丘状のための薬剤の遇択と辞価   6ま】t  ヰ丁．9％  8．2％  4l．Tl  39．5覧  00，5ヽ  丁．8t  52．   

1与  経■節約撤超菅野鎗壬く如測定目的）の実施の決定   8  別日用  8【l．7篤  27．コl  碍鵬  」細菌  疇8．5‰  叫彿  2l．0t  80．   

6ヱ  人工岬■＃モードの敷定・嚢更の蠣断・異施   11．1l  3丁．3罵  82．1翳  tl．ヰ篤  引．3篤  J2．鴫  57．11  8．8篤  48－6㌔   

6I  樗億の壊死相増のデブリードマン   38．鵬  82．0％  乳脂  52．7鴇   

1測  手術サマリーの作成   了訂」弾  】0．2鷲  8，¢％  t‡．†ち   

l加  手術時の腐若や手術登城の把持及び保特（手術の第一・粟＝助手）   t0．8l  ：妬．れ  64＿lち  21．8㌔  42．8％  ■■J諦  桝．  ：旭．0罵  l】＿j％  2ヰ．7鼠   

80  感染症検査（インフルエンザ・ノロウィルス専）の実施の決定   7．l  29劇  了1．0鴇  89．8％  8l．5等  ■■  糾．5I  15．5％  3【〉．4も  35．1㌔   

【  轟割讐の皮下濃出時のステロイド築の退択．局所注射の実施   5丁．Tl  42．3駕  TJ！鴇  35．1ヽ   5且っt  13．丁鶉  8、3l  き5．哨   

■r、   

正  ■作用虐状の礁覿による薬剤の中止、■■，嚢夏瓜洗t   印．仇  ヨ0．q篤  6．4㌔  2ヰ。○％  ：1  6ユ．1t  38．さ％  8．之幣  28．丁％   

】抽  亨形外科t嶋の補助具の決寵∴注文  12．叩  5了．5笛  柑．0鴬  一＝．5％  ‾■こ て  ■  15．刊  封．7％  14．9％  39．9％   

8‡  藩論症検査（インフルエンザ㌧ハロウィルス■】瓜♯よ巾■膚   乱川  10．1篤  55Lgl  32．7笛  2丁．‖i  ・．．T ‾丁  引＝  11，ll  20．4㌔  2ヰ．5篤  
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医環処置項目   

：柑  皮下膿瘍の切開・排農：皮下組悼まで   田．損  ユ2．Tt  2，執  諭上ヽ   

ヱ○  心取越昔流検査の実施の決定   71．ち笥  2乱5％  ま5％  2i仇   D．9葛  59，1～  仙日馬  tD．1ち  80．  皿  
′＿   

H悼  乳がん検診：嶺掛触診（一次スクリーニング）   ユ．肪  4丁．ユ％  52．丁％  1こl．2熟  ユ9．ヰ臨   59．8％  40．4％  5．2％  85．2％   

、‾  

9丁  小児のCT・MRJ機宜時の鎮静翼施の決定   乙1駕  8丁．ヰ％  32．6篤  8．1％  之4．4％    こ 

tlヨ  麻酔の覚腰   0．即i  丁了．5％  22．5％  0．5，i  22．0覧  可   86＿2％  ．1ミI．的  1．1≠  柑．1％   

1袖  救急時の櫛液路確保目的の骨髄爵耐用、児）   l．a％  6D．2％  89．8％  せ．柑  31．丁‰  8之．6鴇  17．4％  ．2．8％  14．9篤   

48  血流評価検査（AE【／PWVノSPP）検査の篠栗の評価   0．8％  85．4亀  ユ4．6篤  川．用  2ヰ．4篤  l．‘‾、 仙   82．1亀  1丁．g％  2．3％  15．5笛   

鳥0  末梢静脈挿入ま静脈カテーテル（Pl¢0）挿入   ユ．8貼  85，訊  34」TIi  4．5篤  80．2篤  ヨ ．上～   糾，酌】  15．1l  l．8％  18．8％   

柑  倖ホ面創の抜糸・撞餉   4丁．OIl  5ユ．0％  1†．8％  J‖．皇％   

58  総皮的気管穿刺針什ラヘルパー等）の押入   

正す  粗動脈超青森検套の実施の決定   駄  55．8篤  14．1鴇  川．8％  33．2篤   Tl．9島  28．1†占  3．4％  且4．7覧   

1・I王  子宮頚がん検診：相席診のオータ（一次スナノーニング）．検体悍取 J   ユ  35．3亀  14．1ヽ  柑．2％  46．ら篤  ．リ■■   82．8％  38＿Ol  8．1鴇  81．鍋   

帽  ¢T、M凡検査の画像評価   0．  87．1諷  12．粥  2．5鶉  l0．4弘  J－   80．0㌔  tl．0沐  l．1％  白▲粥   

18  骨由庶検査の結果の評価   D．l  58，朗i  ヰ1．4％  ほ．3l  29．用    丁2、さ％  27．7苫  5．7ぢ  22．0％   

85  小児の人工呼吸器の過択てHFO対応か否か   ロ  引付川  封．摘  2．鍋  29．8％   

丁9  動脈ライン確保   58．8％  42．0％  5＿0％  3丁．1篤   Tl．3罵  28．丁％  ．2．0％  26．7鴬   

朗  胸腔ドレーン抜去   t．丁％  58．1％  41．鍋  10．t％  ユt．8％  十：抵  7⊆l．3％  20．丁％  ユ．1％  17．7駕   

11ユ  前立腺がん検診：＃診・PSAオーダ（一次スクリーニング）   47．5≠  52＿5￥  川．8鴬  88．D鼠  1 －   66，8％  三日＿2篤  4．2篤  ．2乱0ぢ   

02  創部ドレーン短切（カット）   2．用  朋l，2篤  55．8％  柑．≦鴨  85．9％  ■   8l、3＼  35．丁覧  8．丁ぢ  27．0％   

l糾  皮悍奉面の麻酔（注射）   0．81  62．0鶉  3†．1㌔  6．8蒐  30．2％  嘩  75．6喘  之4．4篤  2．丁％  2t．丁％   

刑  創舎8ドレーン抜去   ■t．ユ％  45．8％  54．4％  1g．0％  35．4篤  n   朋．1％  ココ．g％  7．8％  26．1％   

11  ⅣR時の動脈穿刺、カテーテル挿入・應去の一部粟施   t．g％  60．】㌔  三相，鍋  6．川  33．8篤  口  82．嘩  tT．ヰ％  之．2息  15．2％   

99  小児の臍カテ：臍動脈の揃兼躍柾保   丁2．1％  2丁．鍋  3．鍋  2：l．8，i    92．0駕  8＿即；  ¢．2駕  丁．9％   

丁【l  喝気凝固メスによる止血【裾瘡即   l．1も  80．丁％  39．3発  4．丁！i  34．6％  l  ¢8．5駕  封．5嶺  1．的  29◆丁ヽ   

丁5  蜃飼（非番染創）の持合：丘下錮撫まで（手術王外で）   1二0篤  応2．5儀  3丁．5†6  ヰ．8乳  8之．7％   72．9S  ．之丁．1％  l．3％  25．的   

78  非感染創の桂台：皮下組織から筋潜までl手術望外で）   しlヽ  7ユ．4％  26．盲諷  3．0－i  2：享．隅  □   も5．了㌔  14．3鴇  D．g篤   柑．5鴇   

120  局所無敵硬膜外・腰稚）   0．即i  85．丁％  14、a溺  0＿8l  13，5l  gも1％  5．9％  0．5乳  5．ヰ％   

1l  腹部超音波捜査の票施   0．3臨  ヰ9．0乳  5l★Ol  5．9葛  ヰ5．之％    85，01  35．0篤  2．鍋  32：2％   

帽  腹掛超音波捜査の結果の評価   15．2％  甲・8％  3，之℃  21．6㌔    88，8％  13．2鴛  0．的  ほ．3篤   

ふl  眼底横領の停車の評価   D  丁！I，9鶉  20．は  3．3鶉  18．8％    8丁勃  は．7％  i．丁％  ll．1鶉   

t量  心随組音波検査の韓熟の騨価   8g  l【l．8鼠  q．6ゝ  1q．かl   

医療用ホッチキスの使用（手術室外で）   t．4  51．5％  47．5覧  川．ユ％  さ丁．2篤    8u  30．TIl  3．5亀  27．2％   
90  心裁ドレーン抜去   l．D％  84．1％  さ5．9％  8．2％  ～丁，丁！l  L－■ l．  88．軌  ‖．2％  8．粥  川．2％   

さ8  大動脈′くルーンバンビングチューブの撤去   之○。D篤  Ll．  98．1t  ¢．9諷  0．5％  6．嶋   

四  神経ブロツウ   乱  か‖川  鮎叫  0．8鴛  8。耶；  円   9良識  ヰ。5鵠  ロ．用  4．4箪   

！M  「一時的ペースメーカーJの植去   0．  ¢0．5‡  神．ヨl  l■l  8†．用  ¶   8a．椚  18．2％  目指  H．即i   

t11  関節穿刺   叫．1l  1古都  1．8，l  1コ．1鴬    9コ．8腎  8．IIi  0．4葛  8．肌   

2l  心服超音波検査の舞施   0．ユ篤  5【）．8％  4⊆l．4％  4．8％  44．8乳  了0．9％  29．1も  1．了等  2丁一利i   

引  嗟下内嶺鍍検査の票施   0．疇  了5．5等  24．5％  3．0％  旦ロ．8駕    81．1％  1石．3為  1．5㌔  柑．8％   

84  陸曹・胆管チュエフの入れ替え   l．2l  81．4‰  18．6l  2＿柑  18．5％  ＿d■  粥＿8％  4．2％  0＿細  3．9％   

8t  中心静脈カテーテル挿入   0．9弘  87．8％  12．2㌔  0．6鶏  11．亡掲   93．9％  6．丁篤  D．t㌔  ¢．加i   

田  腹腔穿刺（一時的なカ干一千ル曙t書含む〕   I．ロ篤  86．2鶉  t3★8ヽ  1．一気  ‖H粍    gヰ．5％  鼠5篤  0．8篤  5．2㌔   

即  拘膣穿刺   0．郎i  召9．2笥  川．8％  0．9％  9．卵i  ・執  98．5％  ユ＿5％  0．1罵  3．ヰ％   

【現在について】  
・A（現在有性師即翼良している1二すべての国号（①にの匡行為は泉尾されていない1を遇択した包誌を除く、トのうち、②r看護師が実註している1菅遭択した邑嘗の割合  

【今後について】 汀現在について】で．①「この正行軋ま冥施されていない」を遇訳した回答者は、【今後について】の回書はしていない）  
・B〔医師が実施すべ引：すべての回嘗のうち．雁r■辱が実施すべき」を選択した回答の割合  
・C（有性師が東尾可能）：すべての回答のうち．町t卸の実施が可能：一粒智憬師」⑥「看護購の東尾が可糀：特定専任師（広林＝のどちらかを選択した回答の割合  

：2諾雷監豊三振抑ミ芋ニ‡謂書芸詫二震指圧冨諾琵謂鮎票許諾汽毘認琵。齢   



医療処領項目別回答状況：2－1．「今後看護師の実施が可能」（医師回答）の降順リスト  

伽色事  ▲址■『雀∴  

医療処置項目   

ヱ8  12誘導心囁周検慧の買施   

18ヱ  低血糖時のブドウ糖投与   66，l  5．  ℡▲之キ  74．4臨  19．8％  81．ヱ％  5．t％  9ヰ．弧  88．1％  1‖消   

l  動脈ラインからの採血   63．ヰl  8．訊  93．8ゝ  78．魂  15▲3％  52．ヰ覧  18．1％  8t．き％  83」％  柑．6％   

13ヰ  末梢血管椚節ルートの確保と葡液剤の投与   拍．引  丁．4■  陀．81  72．2等  20．ヰ％  丁7．1覧  6．9％  93．1島  18．8％  ＝．3ヽ   

川ヨ  導尿・留置カテーテルの挿入の実施   TO，2■  8．0l  9ヱ．0書  74．7覧  ‖u摘  モ沌．5篤  8．8篤  93．朋l  88．1％  丁．3％   

88  割部洗計消需   5丁．4‰  寧．端  90．？ヽ  80．9l  23．8％  65．朗l  11．¢篤  88．8も  ‘丁，Sl  之1．5％   

31  感染症検査（インフル工ンザーノロウイルス専）の実施 ‾   40．Dl  1D．Tt  由．81  郎．鍋  22．丁％  46．ユ％  18．2％  81．8％  59．き曳  22．4篤   

動脈ラインの抜圭・圧迫止血   氾．0％  l之．且  丑7＿丁，i  59．‡＼  28．3鴛  ユ0．D％  27．1％  72．弧  ヰ6．2冤  26．7％   

110  予防接種の実施   4【l．3  lと8l  8丁．之l  8ユ．1％  2」l▲】％  49▼0％  2ヰ．1％  75．8乳  57，9％  18．0覧   

柑7  訊問看凛の必要性の判断、依頼   3ヰ．5  1コ．汎  耶u鵜  47．8給  ユ8．9％  6¢．ヰ％  6．之％  93．8％  6！l．6％  2ヰ．2㌔   

1射  栄養士への食事持寄依頼慨存の指示内容刊  22＿丁ち  †l，0l  抽．0l  ヰ8．1％  3丁＿9％  ‡5．4篤  1ユ．2％  88．8％  5¢．的  之9．8％   

‖婚  患卦書族・医療礎事者教育   44．ユ％  †5．（ホ  8ら．肪  44．5％  ヰ0．4喘  丁8．即i  7．9鶏  8已．用  51．8％  34．2％   

＝ほ  心肺停止患者への気道確保、マスク換気   疇0．引i  1l．6l  8ヰ．4■  ▼ 5且l％  2！l．3％  66．D粘  1：しちも  那．開  88．0％  18．5％   

3丁  微生物宇検査の実施：スワフ法   3，．7l  1L71  81．ユl  61．3％  23．1覧  40．6％  32．0諷  68．0％  4！l．ユ篤  ＝目指   

199  家族療法・カウンセリングの依餌   22．5t  18．2■  83．も1  4t．1％  42．6％  3l．5％  18，5％  81，5％  ヰ3．1％  38．4㌔   

6丁  浣腸の実施の決雇   」柑．1■  l山川  8】．的  63．¢ち  20，2％  58．8，i  l王．1I  8丁▼耶l  69．6％  18．3l   

用8  日々の病状．経過の補足説明【時間をかけた閥明）   43．与■  lT．仇  83．（鴨  49．了％  33．3％  醐，○ゝ  川．1i  81．9％  56．的  25．0％   

11ぢ  拘束の帆始と解除の判断   41．9l  18月ゝ  81．Tl  50，5篤  3lゝtヽ  59．5％  16．1ゝ  88．鍋  62．3％  21．8％   

lユ  造影剤使用検査時の造影剤の投与   コl．的  18．βヽ  81．4■  54．5％  2一声′9篤  34．2％  40．4え  5⊆l．飢  34．8‰  24．8も   

138  心肺停止患者への電気的除細勤実施   18．9l  柑．叫  81．01  ヰ3．3l  ユ7．丁％  20．9％  2⊆l，6％  TO．勅  34．9％  35．8ゝ   

l卵  創博被覆材（ドレッシング緋の選択・使用   4」．1  19，8書  舶．鵬  50．¢鷲  2諷1％  78．4％  9．3％  90．丁笥  8さ．8％  25．ヰ％   

柑9  リハビリテーション（喧下、呼吸．運動機種アップ等）の必要性の判断、依柄   16．5l  21．叫  †8」ヽ  3亨．3篤  4乙8Ii  83．1ぢ  ‘帽．胡  84．¢％  45．2％  39．ヰ％   

侍¢  下剤（生薬も含む〕の選択・使用   42」1  王2．川  Tl．9t  与¢．弧  2I．3％  8二l．1㌔  14＿9％  粥．1偶  68．4％  帽．丁駕   

56  酸素投与の聞始．中止、投与量の調整の判断   37．3％  三っ＿1ヽ  丁6、肌  42．7うi  84．3‰  ヰ8，5  lも．ヰl  83．8鼠  50．丁％  32．8％   

S，  挿管チューブの位置調節（深さの調塁）   2d．1l  ヱ柑．鈷  ■柑．7書  3二），0％  4：さ．鵬  1l．ヰ 40．4％  5g．鍋  t5．0％  44．5％   

皿  理学療法士・健康運動梓串士への運動指導依願   8．鈍  幻．5l  71】．班  32．4％  44．柑  1さ．用   25．31  了4．了％  8¢．鵬  38．丁％   

2丁  12腐乱む確固検査の実施の決定   25．7l  2  15，Tl  哺．ヰ％  27．ユ％  86．丁も  24，○，i  丁8．0！i  5l、7％  れ3！‘   

川8  他の介謹サービスの実施可・不可の判断（リハビリ、血圧」有星など）   20．51  丑4，3㌔  丁且．7t  42＿¢％  ユ3．†％  45．2亀  t3．7％  さ¢，溝  5ユ．7％  32．7％   

ll・l  安静虐・活動や清潔の転回の決定   28．41  むレ綿  丁5．6t  40．6馬  85．D％  27．了も  22．6ヽ  丁7．4篤  48．恥  30．5％   

帽  外用凛の遇択・使用   87．0†l  15．01  丁5＿Ol  St十王ゝ  23．8％  57．桝l  l†．丁㌔  82．珊  81．61  20．丁曳   

1ヱ丁  手術時の照苓や手術帯締の把持及び保持（気管切開等価小手術助手）   J6．】l  2さ．1ヽ  †4．9～  30▼7％  44，2％   

佗  寺・葡執刀までの準簡【体位、消毒）   

日用  大腸がん検診こ座潜血オータ（一次スクリーニング）   9．Ol  28．～t  71．8～  〇5，7％  3¢．1愕   

隔離の怖始と解除の判断   22．1l  28．8～  Tl．門i  38．さ％  35．4㌔  25．0与  38．2％  ¢9、8％  36．6％  き8，2㌔   

t02  導犀・留置カテーテルの挿入及び抜去の決定   28．コ  2白月  11．4l  ヰ3．7％  2丁．丁％  58．81  18．6％  83．4駕  随．5％  柑．0罵   

皿  糧菅栄叢用の胃管の挿入、入れ習え   23．gl  三月．8l  丁】．王1  35．ヰ％  ユ5．8％  35．二h  30．9％  69．1ち  43．ヰ％  25．丁篤   

柑9  整腸剤の選択・使用   23．5電  之8．8t  丁】★之ヽ  ヰ丁．0％  之孔2％  18－Tl  2l．0葛  丁！l．0ヽ  5⊆l．伊㌔  t9．1ゝ   

30  恐染症検査（インフルエンザリロウィルス等）の実施の決定   7．9■  蜜9．肌  Tl．Ot  39．6‰  81．5％  8．5％  3ヰ．5％  65．鍋  38▲ヰ％  35．1‰   

lT之  ネブライザーの間始、使用薬液の退択   之8．桝l  2凱帥  丁亡l．2l  ■0．6罵  28，6％  38．0％  2ti．0鴬  74．即i  45．I％  2さ．8％   

1¢○  制吐剤の選択・便用   ユ0．丘l  80．51  銅．6l  45．9駕  23．唇篭  ら3，g篤  ヱl．7罵  78．き％  S0．1％  柑ヱ％   

印字  支持的精神薇法の翼施の決定   14．8l  3D．8ヽ  即．2l  27，ユ％  4l．9％  1d．7鴇  ミけ，9篤  82．1％  20．哨  ヰ1．8％   

帽3  解熱剤の遺択・使用   3丁．11；  コ8．9  69．川  48，ヰぢ  22．丁％  58．0酪  22＿2鴇  Tl．¢％  58．4％  t8，11   

Z【山  認知・行動療法の依嬢   8．11  3l．1  朗劇  28＿用  40．5篤  13．Tl  29．9％  70．1～  27．8雲  42＿3＄   

16  経腹部的膀胱超音波検査（残席測定目的）の票施   10．8l  31、  18．1l  2了．4％  一‖．0％  14．朗   48．1！i  開＿抑  23．4％  ‡○＿5％   

45  血流評価嶺査（岬∽⊃W／SPP）検査の実施   7．01  Jl＿¶  88．ユー  28．8篤  39．5駕  2．2ち  63．61  ユ6．1駕  7，5ウi  Z8．的   

t55  柑示された期間内に薬がなくなった鳩舎の継続薬剤（全般〉の経続使用   柑．21l  31．鍋  lb★lヽ  3丁．8覧  8D．8％  30，0ヽ  3ti．4！i  63．即i  37，2％  26．4％   

柑6  治療食（縁腺栄養含む）内容切決定・変更   15，I＼  3王．1ヽ  ‘了．鵬  25．9雪  一之．8罵  】8，2l  封．4鼠  88．8l  23▼2％  45．ヰ％   

丁8  体表面創の抜糸・捷鈎   1．8㌔  82．81  87．1  22，9％  ヰヰ．さ罵  0．g％  47，0％  53．0＼  1I．8覧  dl，乏l   

丁2  餅臆・れ眠処t（コーンカッター専用いた処置）   15．7l  83．れ  87．爪  30．1％  ‡¢．9覧  1ヰ．0‰  46．3％  53．丁％  17．8％  36．丁％   

巷爪処正にッパー．ワイヤーを用いた処置）   28．8も  3：l．仇  t†．ロ1  33．鍋  3〇．7篤  23．ヰち  36．5％  ¢3．鍋  2ま．9駕  40．丁％   

l¢t  止痢剤の選択・使用   26．2l  封．3■  印、1l  ヰ3．ヰ％  之3．さ％  引．4㌔  2：！．用  7丁．9％  58．8罵  柑．3馬   

158  胃薬：胃粘瓜儒心痛の退択・使用   20．71l  3こ】＿5l  丘8．5l  ヰ2．9％  ま3．7㍍  44．4篤  2¢．1侶  7：I．9篤  54．2I  l！，7ヽ  



■覆l三っいT   ■徽たつ¢、t       t亡l＝＝沌、   ‾t■帥吋  

題額処置項巨   

沌2  組痛剰の選択・使用   

107  佃蝕ん如＝申中軸の決定   

12  中心■勲折」刑鵬寧   

抑  一 －    ′ ・・＝ ・   l免1t  劇■鱒  【  凱鱒  丘ら．鵬  1亭．鞘  傲嘩   

血  特車鵬栂ど中一劇幽如川場   ．血劇  ユ1．丁も  l轟  軽油  ．4J」職  17．如  ．ヱ■■   

正  判帥■鼻声町ー－撃甲朝一上刑班■車用鮒申町補朋叫呵■   

げl  血書tたヰ巳たインスリン投与t珊断   

l中  手≠t彿ん如こ皐鴨l由iト如一女スウリーニン椚．軸取   

1辞  如何画料叫玩榔瑚画…－・賽子助手）   

■▲  川下・－．ジ心ため中檎臓の蜘決定   l争．  鵬．  t‘  41．1t  ち急．  ■・lI．  ■f一也   

t辞  痢画．刊一再稚鹿   ・軋弾  如■l  t一．  Tl．1l  粗放  13嵐  11．4l   

lA  止コ邦画薗由■紐讐   皿  二 鱒鱒  鱒  ●b．州  申．申  1叩  細  

脚醐」こよ愚捷血   1】．血  ．哺剥  l」7l  ら硝  桓  ■別姓  ‡テ劇   

正  l萬＝蜘憮相称柵   札Il  2ヰ  巴  之頓．椚  73．  叫川  【■8l   

甲  嘲嘩か酬脚坤帆■旦   ▲  11「、．  應．粥  叫川  埠  8書．1t   

l雪  人工喘丁紬＃準・薫稟如■・鵬   引．l  l0．  一色j≡臨  甘7．僧  I劇  lM生   

l■  如叩印西■中細   止華  ヨi．  1且且  80．■7t  8．岬  封二1i  一桓   

一拍  ■阜も■軍町子ユーブ牡さ  打Jl  ・■m郡  l  印．  ■喘錦  鳩彗  二間   

l王  A〔；¶薗性根潜血細巾ゐ■王異■あ譲正   丘†加  3J．痛  亀血  胡坤  相加  止血  施．用   

2■  ・1■ ←・・・肌  ・   才l，21  l札It  柏  町．叫  佗．凪  l℡．Tl  」嶋由   

lI  的腰間書♯檎11濃尾測定目的）の実施の巣窟   壬了二乱  ：粕．  l叫  l且一義  tl＝卸  乱鱒  30．埠   

1J．j■    ■Il  血Tl  打率  け．  鵬加   

8■．1  ． 推鈍  tTI  宝島．2書   

世  貞■中一咋鱒坤由l中の吸引圧の設卦変更   I乱l    ・l＝J■■  －．l■‾ ■巳．Hイ．   1坤  亜．烈  引・t  叫  4烏Jl  押測  ■牲寧   

i  軽口・甜tチューブ由姓t   川  誼痢  】且1l  側．時  良  l£亨l  串  り．的  l曇．71   

【  牡鵬網・軸＝   8i如  ll■  畦．  棚  Ilヱl  ち○■l  †l：▲l   

【  二 ・l ．・・，′ ニ   1も5■  3  脚  f5．鵬  帽卿  ユ叩  野郎   

【  ■敵拠♯■■の繊厳■ぬ食違．注文   奪．         旺h  ■1  丁■  ■▲甜  如  l如疇  J拍l   

lヰ  人工岬嚢■暮暮中中綿のウイニングスケジュール作成と実地   I虫  ■㌻ 巾し＿．      獅  丁．      8乱7l  ロ†．8t  lJl  ■■1■   
■■■   

呵  t皐＝うチユー丁・帯雪坤筆攣   ら．  こ  ＿   ≡一言葡   11くh  仙1l  ．と■  瑚  11．  l．n  坤坤   

．鍾  微生物宇検査実施の準定  山．ti  ほ二什  1鵬  鵬由    柑血  j址．鵬   

l小  小鮎鱒叫鵬■無血l雛■虔、如成定   「丁．憤  静州  4，  与I・lI  lhtI  PJt  J甘こ7t   

岬  艶ホめ仰と樽荘〔♯事）  l且叩  鱒鱒  tt．朗  峰  ・飾磨  笹鱒  ll■鱒   

担  轟Fレー棚（力らト）   監t  謹一    ≡・頗   けタ■  量占．臨  血  糾．拓  鱒叫  已丁■  れ仇  
一ト■し り ・腑   と  ‡■r  態    端  貞乙l事  き巴  1  研  ▲㌔ワ  ＝．跳  花劇   

I  単純X総桧影の実施の決定  

4丁  骨密度検査の実施の決定   

【  割印叫地場如‖嘩   

却  眼下瞳鮒¶ブナ「瞳暮¢輪中決定   
11l  予断鵬■■   

17．1鴇  3丁．  靂．  引．  諏．  台上l  コ掛．Il   

123  硬頂外チューブめ拉圭   之D．7％  31疇  と用  甲・聾  知J■  ・乱撃  加．縛   

書1  創部ドレーン謹云   1．】  柑．0犠  31．▲l    引餌帽  出：鮪  乃梢  帥．佃   
柑5  痛みの致さや副作用應俄に応じた非オピオイド・餅痛州軌黒の遥択と投与土・用法胡  
整：WHO方式がん癌傭治鉄法等  ロ    M  8．1告  45．  巴  さ  帥．  乱闘  5叫   

田  書書叫峠聞■のデフ．リ「ドマン   丁．  ≡■■蘭     頑   lL8！  40．1  乱  ■坤飾  陀餌  I坤  埠丁■   
■ 

t4ら  丸がん血：♯書■傭鯵（一次賃少ノー＝ング）   〒■■■■唾章   18，2罵  三組．   l．t  古0．一■  咄ユ也  ■亨．盟i  弧加   

t乃  濠＝t事■率▲蜘■薪   さ．  l    口  ■．・L ■  1丁．Tl  8■一鶉  】丁．  亜．才■  8掴1  朗．醜  叫   

113  ■がん卿＝脚・P等式オーダー一次スクリーニング）  ・＝ ・ニ‾・■．   16。8Ⅶ  鱒．  b．．  lち．鱒  a℡革  4．き甘  牢．鱒   

39  ■    ′ 一・′ ＝・・   iヱ■  l0．1弘  lヱ．5■  6iJt  仙鵬  l乱川  皿   

朗  鱒血中事割印丁叩漢鱒の乱立   匹  u月＃      †1．0篤  35．柑  乙廿l  甲・賎  j掩」モl  一．Jl  童8．鵬   

83  ■■・膣書手ューブ申t礪：洗浄   l．l  脚   ＝・丁塾頭   11．2％  34．膚  ¢  さ丁劇  故†l  9．Il  蓑u糟   

封  細胞鵬由蘭匝軸   且疇  ≡ 嘩    LT ・罰．二   柑．了駕  3l．  声・  痢．亀l  鳳7I  8」弛  神．鵬   
11  虻■内圧舅ま・Ⅱ円申年■芝中興慮  ．亘≒     田  川．針i  ユち 1  蜘  叫  l．1l  28占l   

10   



▲  ■ ■  ■  ．C  I  D l  F  
蓼♯姑■項目  ■l■■が九■可  ■  

8  車輌＃声量の稟聯華市   

1d  N鵬吋開始、・中止．モード毅癒   

1書  ・＿・r」：■■J．  

申，‡l  埴．肌  巴    4毎  b  由．れ  哲虎  山路  鳳盲■  1Il  監空慧宣誓法認描諸法避鱒i・斬竃れ埠汁イド  5．耶l  噌．1l  叩．了  丁革  ・■コJ  ‖．1l  3丁．畔  昨ヰ  191  F3．鶉   
1TO  叫画幅軸壷融加藤馴   ．古．恥  18．6l  勤・ナ  仙坤  餉崩  帽．  41加  紬二n  止血  44．   

ロ  山軋ヰ由・i■由坤嘩西中   宣．7Il  舶・叩  可  11・串  ＝平木  キ  」鱒甲  6  ！・lヽ  ・ 霊．   
呵  書中陰庄闇書覆法の稟鴨＝   t．1l  印・鱒  可  一考鼎  ＝さ7．3l  一画  l汀．1■    l．い1  jl   

岬  ヰ醜軸鏡i仏師Ⅳ／帥臓如触走■   1†．撫  ．由．l  l．  h加  血虎   J．純  醜．l   

才†  叫画匝垣軸峰■   ¶．8㌔  58．8ヽ  可  崗  ■州  0ふ  叩  申」■  l．施  ・寧華   

柏  手■外千1⊥子中らの堀割心機与く敦募t叫■】 叫．熟  ：氷 ■  ■1t  丘l．l  ： 喝梱  咋鱒  甥．坤   

ll  l印輌圧印声咄   i帆  引．之l  18．8  ほ嘉  由jl  一画  liJ  」町＿  8鵬  ■疏鵬   

1ヨ8  朝韓刊lて申年串   t呵  ■lI・  ■  ・丁岬・  加島  ！■  1l．ii   

量I  11抽t触査¢抽■申■価・   t■Tl  ．．引嘉  柑・甲  ■嘩Il  1■；卓  t8」d  ポ坤   

1鵬  叫甲噂蓼．由無一軍書■童♯のたぬ血■蜘細ヒと■血．   l．肌  i乙Il  叫  桓  l巧  l山  叫闊    ■■丁サ  虹†   

・．甲  下■赫鱒軸癖の鱒   l．狐  51．1  叫  田  ■ 隠唯  印  叫  卸i  嘩  

I！  「二陣的細←カーJの脚・・讐遵．   l．鈷  朗．2l  司  ■．孤  刑J  1Ⅱ7l  抽融  油Jl  l．鵬  圭一．卓t   

1  ・・ 一  …■・・・   即．3t  4巧  止鵬  ．＝I▲   ロ  甲フ諷  ■■l．鞘  四  叶h   

7て  チモスの疇坤モー輌畢叶甘）   卑且8■  1T．．5  tOや  ・．・甲≡  叫l  ■ 帥劉  叫  ・1鱒  王1眉   

1由  七よ新郎単妊〉た由叶る虹用tビル   正  泊j＼  4叫  E  h鱒  4．l  出  仙加  1Ti  1Ll   

10l  ■寺うゐ亘．缶・一子価．叫ね  ト皿  可  td．応  払暁    7や  羞u路  ・I血  ．山鹿   

軍  伽董の柚の決意・   叩l  ■ 泊・汽  司  笹祁  ■＝鱒サ  岬  88′鴫  乱鱒  瓦鱒  字駄ロl   

tl  塵超書蜘蜘洪t   ．凸  ！悶・乃  両  什h  ．血  l加  細＝．曹l  ねd■  上丸  ・．紘鵬   

†t  インコル中軸桓・】畔．，・攣廟   に  ．I封・31  可  l虹Tl  加．  80．  ．■1唯  引水  1出口臨  1さ．Jl   

王ヨ  」・・ ＝・・ ・′・丁・一 ニ1   55・純  l封】  Ⅷ叫  8  匹  ・¶一弾  手枕Il  ・．丸噌  ヱl二   

．蜘  鐘丘†t■＃書の細．．   月．1  “扇血  仙再  ih  】I劇  ・‖  血王1  組鵬  I．鵬  

1鱒  神曲世叩垂加．中軸   8，2～  5¶．鵬  可  一山t  2亨ぷ  ■鱒  鳩  吋I  姐  相加   

一綽  ■ 一   1‾；  l ■ ■l′  t†．8～  引H川  48・Tt  柑鳥■  ！丁・申l  l良Ⅰ  叩．袖  甜  はIi  l拇．   

l  傘■軸l血中噂岬咄碗由如由細  ！由・亘  可  l一肌  加    ．由  畠山1  血■  払St   
ロ  l．岬鱒埠寧卿帆叫   正  FT．】  司  峰坤  l．  血  四  叫  ・甲一弾   

劃  鳳験董の辛絶   I．ユl  5†．51  一三＋i幸  l．望■  ■：朝柑  ．耳．7  巾．他  混用  ・柑  ■・モ▲11  

練武、血（岬匝i覿せ希■   18，5l  51．5t  岨5竃  封u払  匹  加．：  岬  宇田l  紘h  一息   

正  ヒ職和昭闇卿御伽叫岬臨．叫   ・．．t叩  57．51  他車  ■n  dlq  曾7．  札仇  6丁．卓1  l■ヱl  8●．   

1Tl  戚Il■の塵ポー出拝の久子ロイド♯砂遭択こ掛違月の1▲■   ：1n  ＿ 5J．了  岨ユ阜  フj‡  神．1i  鼻  軌孤  和．Tl  ■8l  ．！賂  

i棚なl匝＝車軸り「■革   ■．1  57．且■  岨2！  一重．▲l  量■騨  11．  如l  ．立  事l．綿  乱純   

丁■  ▲■．∴    鼻こ－   6  88．Dt  可  与．【■  埠Il  0．  71坤  芦■井    鱒如   
鵬  血ド良一ン雇主   正  58．1l  一－＋ii  1b．1■  引■劇    つ■  】hTl  ‾＆ti  tl．T■   

り1  娩不紳1択■優■   柑Å  蹄1ヽ  札串  姐攣  血i‘  llユI  ヰt丘l  毒由一  ‡Tjよ  叩血   

曇  トリ丁一御地削摘搬出膳削帽■・   1  ト醐  軋頑  仲朋  ■阜＝  1．  8皐帽  38．鍋  古二Ih  帥   

lO  ■下内軸鵬雷の筆削嘩蒙   正  i58．8ヽ  仙Tt  ■・仙血  bl．†  t．  竜鵬  8丁．川  ■†与  a   

■  F58・8・  “・1  tl！h  坤Tl  ○  丁】Jl  曇丁．Tl  ■・1  血   

■却  ・i 一 ニー ▼1「   【  朋・．桝  仇毎  l寸．  辞  邑・．  Th与■  紳．縄  7  出  

由痺帽如画料画叫   0．  「  5さ、lヽ  岬・靖  川．l  札的  【  Tl．帥  醐  ■句・  2且Il   

正  Ⅳ疇紳穣一t■ま庁－・千サ■ん胆坤十■事■   正  1 80、1ゝ  可  8．爪  池畔    将．叩  17′鵬  担l  曽≒寧  

醐の細線す的隷書酬用l丑）．   

1錘盲l疎一昨稚鱒Lて如岬画亡叩  望軋仙  ユ鼻嘩  讐叫■  甜■   
t．  80．彿  39・且！  il≠  壬1  l．  旺  1ヲ．J】  血鵬  lJtl  

⊥  ．11▲ll  札■神  i乙   

岬  ．一問隙御■■   t．．  u 6D，爪  泊．8月  I・膿  華甲    丁叩  王！・鱒  ヰ弾  15   

．■－  l▼腑一久一丁カーJの墟圭＝   乱  去 80・5ゝ  調・さ－  乱川  ；‖．1  吼■  虫1■  止劇  一俵  l血   

■l  叫棚咄帽内庄一軸決王   仇  ■  60．¶■  －9・・竜  118  血．1l  巴  ・叩・l与  姐鼻l  ▲埠  壷出   

：叩  丸裸中一不に慶毒畑   1．1  80．11  39．司  4．準  ・乱坤    ・鱒瓜  31．飾  1」叫  鱒卿   

1l  麟胱内圧蠣亭主▲の撼   0．丁  1 －ほ．机  87．7卓  ほ．櫨  姐滅  ロ  餉．職  81．爪  5．D％  28．0％  

叱由制♯打護のtl■丁鱒廿   2．  82．51  37・5竜  1ホ  引け  ヰ．  7丁．外  董且J■  3．ヰ篤  柑．0％   

汚  象れほ疇欄膚1の疇舌j皮下雛でt手鷹室外で〕   l．  ¢2．弘  87・毒草  劃h  ．■串．  m  71れ  27．川  l．3篤  25．8繋   

124  皮膚表面の麻酔（注射）  j 陀劇  3丁＋l声  l．0l  q血   叫  止  封．1l  2．7l  2l．7Ii   

帥  心嚢ドレーン抜毛   甲l  已丁．    岨鱒  11，鱒  D．8≠  川＝ほ   

11   



医療地歴項目   

柑ヱ  地軸への診療依渾   川．隅  2l、○％  1【l．5％  58．8亀  」帽．2％  ‖u帽  2S．8鴇   

帽3  利尿剤の遥膿・使用   tl－tl  之t．4㌔  88．8％  58．匂％  疇8．川  82．3％  柑．8㌔  

乃  皮下腰痛の切開・祷層巨皮下細織まで   

1叩  抗精神病薬の選択・使用   1了，5％  tT．3％  30．4～  引‖消  50．0～  35．4篤  14．8覧   

モ仲  末梢静飾挿入ま静脈カテーテル（Pl¢C）挿入   

4さ  血流評価換糞（A81／PWWSPP）検査の給黒の辞8   lD．川  2一．4鷺  1．0駕  82．1l  I7戯  2．ユ％  15．5％   

ロ  ¢T、日印検査の菓鹿の決定   

11l  術中の麻酔・呼吸・瞥環管理（麻酔果皮の調臥靂蘭・酸♯投与き度、輸液iヰの償塵）   t．  al．1％  l．0％  85．5l  l▲．5ヽ  l．3％  1jH2～   

t，き  地利H馳院への鯵痴情嶺儒儲暮作成（紹介および返せ）   

91  小児のm・MRl検査時の軌≠実施の決定   ＆1t  2d」凰  t．l  的，qゝ  之8∬鼠  3、払  18．もヽ   

1■丁  倖圧剤の選択・使用   

砧  小児の人工呼吸器の選択：HFO対応か青か   乙  29，3l  0．8】‘  75．9％  2りち  0．鍋  23＿2篤   

侍1  ド、Cl、Haの遇択・使用   8   ■ ＝    t－■   川．  之t．0～  2l．5％  59．2l  ヰ0朗  之＆丁％  川．2島   

1ヰ庁  高騰血痕用刑の選択・使用   t0．1ゝ  20．8覧  27．0†i  55．5～  JHj■  之血Tt  15．丁％   

1帥  副作用症状の確偏による薬剤の中止、油土、変更の決定   6．  24．0％  8．0％  83．1l  ・封u  ・l．王l  28．一瓢   

1埴  排尿障害造應葉の退顔・使用   g、傭  之0．5％  2丁．3％  ら丁．朗i  職．鷹  ね朋  †4．5罵   

15  カテコラミン直幸択・慎用   11，熱  l了．9％  29．2諷  8l。1l  ・88．紳  払刊  12，5†i   

⊂  霹．軸覆和事東・嘩用   8．5％  19．4も  32．4％  5王．9l  4丁．l  aO．飢  t6．5甘   

I■  鮒細■軸ひラヘルパー等】の挿入   t．丁      竜二‘華挙   ユ．ユ■  25．2％    75  皇■．8暮  ま2l  22．8鶏   

押  小鷹戚■カチ：■一l■棚惑梓橋保   l．l  3．6諷  2二】．鍋  0．℡l  l乙肪  8．¢％  0．罰  ．丁．！鴨   

1TI  鴨簗樽奪綱呵膚■く腐生剤等）の選択（全身投与、局所規与零）   ▲  7－j熟  28．0％  lユ．t  17．耶i■  8乙2％  l乙川  之0．1％   

丁一  非轟触糧食：放下相槌から筋屈まで（手術皇外で）   皿  lt    ．＝主軸   3．鵬  23．鍋  0．ち  書見丁％  1ヰ．81  ○劇  13．5Ii   

1郭  子宮収婦抑制剤の退択・使用   辱．l  1  軸  頑   且訊  柑．8㌔  ヱ2．  帆7％  35．訴  量†加  川．川   

丁  治癒効果判定のための検持株査特異の評価   1      T＿≡軸   5．ユl  2【l．0㌔  a  別．丁駕  18．ユヽ   
lI  腹部超音波検査の給果の評個   ■■■   l．2  2l．隅  m●  ■●．銚  lユ2％   

引  感下内視鏡検査の実施   こ1坤   3．鵬  20．る鴛  OJ  引．丁罵  18．3弘  l．汎  川．8，i   

tTl  胡t綱■鎗嘲d畏ま．董王■期中狭＃   ！．      i∴鱒   4．1l  19．4篤  丁．l   Tl二l算  20，！雌  丁．俄  2t，さ％   

1¢  ■■恥輌巾由鱒価   l．      ご．‘モーj嘩   5．1■  18▲与～  正  TT．甘％  22．帽  l†l  柑．5％   

‖闇  「リ  m    韓≠  ・車重     1えロー  【  80．宣％  13．肪  l．1t  12．7％   

T71】  血中■慶モニタリングに射応した義和よ鋼ゐ喪用   ］．  ⊥‾  JI■  ■掛   ユユl  t■乱1罵  柑．5％  89．4駕  30．耶  ほ舗  11．3l   

四  患者の入院と退院の判断   ∂．1      ∴車中   且之≠  博．丁％  4．了≠  68．ヰl  3t．帥  8．那i  2之8％   

2童  心鴇超音波儀億の緒果の評価   ∴■岬   2．鴇  19．3％  0．4駕  89．2％  lO－8Il  0．¢％  10．之％   

！f  兼tl♯バルーンバンビングチューブの抜垂   仇        二膿瘍  l．Il  20．0％  0．3％  的＿用  8．鈍  0．5％  ¢．4，i   

さl  ■ヰ撃tの韓果の辞■   ○      ：■と：軸   3．3t  川．8篤  0．一偶  87．3鶉  12．丁％  1．7，i  11、II   
〃  脾■・鱒チューブの入九■え   tヱl      南東   t．柑  16．5諷  0．3篤  g5．8％  4．2鶏  仇8亀  8、9ち   

1山  ■亨欄   t二鵬        四  t．8曳  1コ．ヰ駕  D．8裂  g二】．跳  6．鴎  8．4篤  8．01l   

117  全身麻酔の導入   t．0㌔  14．憎  1．2＄  引u消  9．1乳  1．0％  8．ヰ駕   

ほ○  局所麻酔（硬膜外・腰椎）   仇      r二．  l群  ロ．8％  13．5％  0．5％  94．1惰  5．卵  0，ら％  5．4鶏   

8ら  腹腔穿利く一時的なカテー〒一肘曇■を含む）   l．0l        叫．■  l．†％  1之．6％  0．2駕  94．5鶉  5．与％  ○二滴  5   

ほ  OT．川田検査の画像評価   0．    無＝  ≡頑   2．5％  1D．4％  0．桝i  89，0％  lt，○％  l．1■  ！，   

8t  中心静脈力干－Jテル挿入   ○  ．i二    一 二：＃♯  0．略  11．8％  0．まち  的．9篤  且l％  0．tt  

87  ＝凋±・   ○，      ・＝叫   D＿9も  9．9鼠  0．1％  96．由  き＿印  血1t  乱■l   

1詑  神経ブロック   ○    ●I  ⊥赫   D．8篤  8＿○】i  0．3％  95且i  ヰ．師  nll  ヰ．4も   

【現在について】  
・A【現在奄淡味が買足している）：すべての回答（①にの匡行為は実棍されていない」王道択Lた可暮毛織く。）のうち．②r■■鰐が累施している」雪道択した回書の調合   

【今後l＝ついて】 （【現在について】で．¢にの臨行為lよ冥施主れていない」王道択した匝草書は．【今陛について】の国雪はしていない）  
▲鋸臨師が累施すぺ引：すべての回答のうち．④r医師が実施すべき一書道択した回書の割さ  
・¢咋蹟味棚可能）：すべての司書巾うち、⑪「暮瓦師の実施が可惟：一般奄性師」⑥「看蹟師の巽臨が可能＝佃定電琵師く仮称）」のどちらか王道罰した国事の糾合  
・Pl看護印一触）  ：丁べての屑篭のうち、旬r●■師の蛾が可能：一眼t醜訂1書道択した匝碁の引合  
・E（情完窄伽（伝称）：すべての督書のうち、⑥r■丘瞬の栗橋が可籠：特毒舌穣即厚称〉」書道罰した回書の羽合  
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医療処置項目別回答状況：之－2．「今後看護師の≠施が可能」（看護師回答）の降順リスト  

－■∃∈＝5ii ■  

医療処置項巳   

lさ2  低血糖時のブドウ糖召与   

187  訪問著儲の必要性の判断、佑奴   34．5％  13．8覧  86．2鴇  47，3ぢ  38．9㌔  81I－    ・頑  6⊆I．8曳  」24．2†i   

28  12誘導心電図検査の美應   ¢3．0Ii  ヰ．71  95．3％  78．8馬  川．訊  88．   担i  t3  8【I．1％  13．5鵠   

103  導屈■留置カテーテルの挿入の実施   70．2鵠  8．0も  92．01i  丁ヰ．丁篤  17．き■  86．51  ． 

1コヰ  末梢血管静脈ルートの確償と輸液剤の振与   63．8鴇  7．1l  92．6≠  72．2！i  20．ヰ  7丁．  二 串  闊1  78．8％  11．さI   

19書  患者・家族・医療従事者教育   4年．8  】5．0¶  85．0％  4ヰ．5！i  ヰ0．4  78．  丁  拡1事  57．8％  34．2％   

1紳  割拠柿覆材（ドレッシンゲ材）の遥朴使用   4ヰ．4  1ウ．6％  80．4駕  50．8％  田．7Ii  78．4  叫    椚．3篤  25．ヰ鴇   

扇  創部洗浄・消毒   57．4  9．3％  90．7％  66．9％  之3．8l  85．  ⊂  ：．軸  8了．5％  21．由   

8丁  浣腸の実施の決定   4≦l．1先  16．2篤  88．81  63．寧l  20．訊  5t；．8l  ：■1已・11  ・毎  89▲8l  18．3％   

19丁  栄♯士への食事指導依輝【既存の指示内容せ   22．7％  1l．01  86．0賀  I8．】 

135  ・訓蹄停止患者への気道確保、マスク換気   ヰ0．5†i  15．8l  84．ヰ％  55．1駕  29．3  68．  ・」  叫  68．b％  18，5罵   

1g且  他の介旗サービスの実施可・不可の判断川ハビリ、血圧・体温など〉   20．5  糾．鍋  75．丁！i  42．耶i  33．1．  ヰ5．  l由  田  58．了％  32．丁％   

巧6  下刑（生薬も含む）の遡粁使用   12．1  22．川  77．的  5¢．弛  21．ユh  朋．1l  ・叫押  準  68，lゝ  1tS．7l   

柑9  リハビリテーション（喀下、呼臥運動機絶アップ■）の必手性8押J軋依頼   18．∃  封．的  丁8．1％  35．3％  4之さ鶉  311  ■事桓    45．：摘  3丸Il   

11l  拘束の開始と解除の判断   18．講  8t－丁ヽ  5ロ．5％  81．1亀  5g．5  11叫  串．．  陀．的  2l．8l   

58  酸素投与の開始、中止．抒与上の調整の判＃   37．ユ  四．11i  丁鼠9鴨  伯．Tl  3●J  l－j  鴫鵬  8如l  5乱丁％  32．8l   

l02  導尿一切置カテーテルの挿入及び抜毛の淡貢   Tl．鵬  13．Tli  2丁．丁  5き．8も  1．   

丁5．Ot  封．2覧  2き．  5丁．8  l糞   

l  動脈ラインからの採血   83．4l  ¢．Zt  電柑、椚  70．1I  15．ユ  ユ乙1  ・一項  ・如  i3．●l  1さ．6l   

18■  日々の病状，接遇の補足説明（時間をかけた覿明）   48．5  1丁．Ot  8ユ．【粍  4宅l．刊  83．8％  5g．  ■■叫1l  ■l■＝∴  58．1l  25．0ち   

ユ1  感染症検査（インフルエンサノロウィルス零）の実施   10．丁≠  80，3l  6轟．醜  22．7  ヰ8．  1叫  書画   59．訊  22．血   

1粥  晋腹療法・カウンセリングの依錮   之乙  1ti．2l  83．8Il  4t．1覧  12．8  31．  l  れ封  4且柑  鳳Jヽ   

整腸剤の遥択一使用   2＝〉．5  28．軌  71．之％  47．0％  24．2．  哺．箱  封  牛丸  如．鍋  I審．4～   

l印  制吐剤の選択・使用   3吼5l  柏．！鵜  ヰ5．9％  ヱ3．8 和．9     ≠  59．11l  川部   

18】  止痢剤のj芭択・使用   ロ  83．；拍  66．7，i  4コ．4％  23．ユ  引．4  ：ヰt■阜    58．8l  19．3l   

1田  解熱瀾の邁椚・使用   87．1  30．舛  69．1％  4¢．鴎  22．7Ii  51】．0  ヰ血  7丁  軸．鵬  1さ．4l   

16Z  嘲の遺罰・せ用   31月  83．Tt  66．3％  4＝l．TIi  之2．6■  57．宅  鮫崩  坤．  57．叫  20．†篤   

111  安■廣・活動や清潔の範囲の決定   28．  24．4駕  75．8～  40．6，i  35．0l  王7．    ■  n11   沌加  38．，t   

27  12帥t四檎暮の稟施の決定   25．7Il  2ヰ．才￥  75．7！i  4乱4Ii  27．3等  3l．丁‾  艶  叫．  5I．Tl  ヱ4．8t   

川○  ・脳 ■ 「・   即．  柑．8l  8丁．2％  83．1％  別．1  ■9．Ot  瓢  1甲・  ゴー．鈍  †8．（疇   

柑：I  ≡ ＿l  ＝■・．l ■扇   8．丁  41．眺  58．1％  18．5S  39．6㌔  2＆2      さ丁．4l  37．8t   

I，l  電柵士・1ヰ運動指導士への運動柿導依鶴   9．  iき．きl  7¢．5％  3Z、1l  小l．1㌔  15．1  jt丸  丁嶋．  ユ¢．仇  剖L川   

l】2  ネブライザーの■拍、任用薬腐の選択   之9．肌  TO，2I  40．即i  2‡l．即i  88．  申罰  71  15．1l  28．鍋   

158  ■♯：■鈷蠣曝撫刑の選択・使用   上0．了  a3．5Ii  66．5†；  化卵  之ユ．7！i  」川」  壬h  E  54．2％  19．7，i   

15丁  ■幕：■書洞の選択・使用   1【l．乃  3丁．柑  8Z．9％  39．4％  23．5％  小l．   寧劇  五7■  5ヰ．1鴇  19．6馬   

3  艶■ラインの嶺皇・圧迫止血   33．0†i  1乙3％  即．丁も  59．‡％  28．81  二和．  軒『  適  41i．2㌔  2¢．7篤   

136  心♯＃上土書への電気的除紆勤実施   18．g％  19．0稟  8†．OI；  43．3％  37．耶i  20．卯i  曲    3ヰ．那i  35．即l   

2【P  認知・行動療法の依鰯   6．用  3l．4篤  68．5翳  28．1％  40．5繁  †3．  皐l■  ナ血州・  27．即i  12．31   

Z8．き翳  71．7篤  36．a％  35，4雪  25．  ユ6．8篤  ココ．2㌔   

ユー．嶋  も乙即t  ユも．2ち  ユー．5ち  18 ‥      ユ●．  も5．t％   

tOI  睡眠剤の選択・使用   3T．8  ヰ1．劫  58．7Ii  37．4笛  2l．抽  52．  申  50．8l  1さ．ヰ兄   

皿  経菅栄養用の胃管の挿入、入れ替え   28．9  28．さ駕  71．2鴇  35．4％  35．8篤  35．】    掛1  ヰ乱覇  25．7，i   

叩6  治探食〔換▲禁書■含む）内容の決罵・変更   15．4  さ11ヽ  即．！惰  25．91  42．0％  1t；．  jl  ■世  23．2I  45．4≠   

a7  軌生物学襖壬の軸ニスワブ法   15．Tl  84．3島  引．3ち  2ユ．1等  10．    ． 闊．陣  ヰ9．3！l  18．桔   

10与  食事の削・中止の蹟．定   11．用  39．8覧  80．2乳  26．0曳  84．2～  1了．3  ：叫  脚  ‡t、1＼  35．11   

3【I  感染症検査（インフルエンザ・ノロウィルス等）の菜摘の決定   7．粥  29．加i  7l，Dも  ユ9．即i  8†．5当  8．  臨笥  30．1島  35．1㌔   

1霹  痛みの箇さや副作用症状に応じた非才ピオイド・餌痛補助薬の迫択と投与且・用法調 暮：州10方式がん序瘍治療法専  6．0ぢ  耶．1翳  53．9％  8．一覧  45．8％  1乙  g象  llごIl  8．9㌔  54．6％   
ほ  籠示された■簡内に築がなくなった鏡台の絶続礫欄化生般）の闘襖翔   l臥  31．挑  68，1、  耶．酌  ユ0．ユ先  30．  鵠    3丁．2鴨  26．‘柑   

7†  ♯爪亜量（ニッパー．ワイヤーを用いた処置）   呈3．81l  ■ 33．0t  6丁．0％  33．3罵  33．7†i  23．4  個    22．9駕  利I。7幣   

Z01  認知▼行動環法の実施・評価   7．丁  38．1l  61．9鴇  2l．2ぢ  40．7覧  1【l、．  町中    15．7Ii  4＄．即；   

18ヰ  痛みの強さや副作用症状に応じたオビオイドの投与鼠欄諷■■ 

．畳走されたオビオ イドローテーションの実施時期舌：l竹崎方式がん痔痛治鼻遺書  5、  l0．珊  与0．丁篤  丁．2！i  43．4％  11．1  ■j托  蝕JI  8．9％  53．5≠   
202  支持的精神療法の実施の決定   14．  30．8醜  6g．Zぢ  2丁．3㌔  41．g†i  1l．Tl  折  嘲．什  20．朋i  41．8≠   

1コ   



（医師2．ヰ20、看経師5．柑I）  

医療勉産額目  

89  撫オの壊死儒織のデブリードマン   

†11  血糖値に応じたインスリン投与tの判師   2さ．9％  38．D％   

帥  人工呼吸器装欝中の患者のウイニングスケジュール作成と実施   

186  がんの転移」乱軌二伴う苦痛丘状のための菓剤の選択と評価   

℡  小児のミルクの種類・■・濃度の決定   

一門  草本的な輸液：精算輸嵐電解質抽液   28月％  31．0ち   

正  一帖∴′・・・ト＝＝   ヱ8．7鶉  15．了％  

■下遭■ゐ♯■の決定   t．即i  5乙3％  dT．丁，も  1印篭  3t   †月    ≡二‘■哺   丁．‖i  ユ7．2％   

ロ  t軸■軸によ与採血   2．q＼  粥，8篤  悶．2繋  1丁．   

l■】  ■■外チューブかちの俵痛刑の投与（投与1の調整）   g．0  50．7k  ▲凱韻  吋・ら   tT．01  26．9篤   

けl  御■の丘棚時のステロイド築の選択、局所注射の実施   57．Tl  ●と跳  丁．   

⊂  ▼ちもーちうのチューブ抜圭   81、8t  像n  ！t．！h  ▲P．師  王．   W4l  坤  川，1l  32．9S   

1■さ  他科へ唖榊   3．  餌．ヰ％  35．8㌔  14．6％  21劇  【   ：‾紳  17．9l  25．訊   

t2丁  軸■■や手栴器練の把持及び保持（気管切盟専の小手鞭職辛）   に  ・コ■    15．¢％  2了．3葛   

丁4  の■丘臍州法の実施   ＿  ll．1Ii  31．5茅   

8望  中心静脈カテーテル抜去   3．0㌔  34．0％  も¢．蛾  28．8～  3乳3％  主  ■ 醐  10．7㌔  封．的   

1ヰ   



薬剤感受性検査車埴の決定   

126  手簡疇句境平作手間繊の癒持及び師（宇和筆r・讐三助判   I仇  罰‖摘  8ヰ．1％  il．3I  4乙l鴇  ＆    ・ こ・  tl．謳  tl．丁ち   

妃  ■肌－・ン鮒（カツH   ●t郡  55崩  19．9～  35．9駕  d．  r川  亡フ．（穐   

■‾■」．■  

150  手書収縮抑制剤の選択・住用  職Iヽ  2¢．8％  駄机  19．即i  2a  21．  川．1）l   

封  薬物血中暴虎換茸n‾DM凍施の策定   1．  lT．鵬  S2．2S  1丁，○諷  コ良和  と．    J．－  Tl   良  Il．5■   

2占  下肢血管甜音衰榛暮¢♯丘の細 巴  咤≠  4丁．卵i  1乙跳  3ま仇  l；  ＝こ・鵬加 ・■－こ．  ■ 匹  i  19．鵬   

用  腹部超音波検査中震撼   棚  51．朋  且跳  45．2も   ロ    2．畿  82．縄   

○  治療効果判定のた姑の♯杓肘脚決定   58．1儀  13．4ち  叩．gヽ  32．5島   

ロ  牡酢超音波検査の隻麓¢決鷹 l．  Eu川  ヰ乙9貞  1～．4～  さ0．5篤  1．  由    5．諏  29．（■   

113  膀胱ろうカテ一千JLの交換   扇  噸  59、8l  †丁．∃『  ヰ2．0駕  l  画    丁．Tli  別は■   

ロ  創部ドレーン植去  疇5．飾  54．朋i  柑．耶  35．4％  0．6l  ＝由≠    1  九†l   

即  54．4％  20．丁％  83．8覧  乳  15  主6．鶉   

川j  前立腺がん検診：触診・PSAオーダト次1亨リー三郷   ■丁．冊  52．5罵  用．即i  88．伽i  且7  l．謂  か．（駕   

文4  秦荘超菅波横寺の実施の決定   Oj  与才．了鴇  48．3駕  ‖．8蒐  3d．4㌔  巴  l＿、■＝  軸  r門  加．闘   

拍  皮下膿瘍の切開・柳罵：丘下寵■まで   l．1l  軸  糾．耶；  6．1％  ヱ8．了％  l  2．鍋  29．8鶉   

8ユ  陣営・胆管チューブの管理：洗浄   34．0㌔  乱  ‾1‾  ■  轍  g．8Ii  22．8気   

5ユ  眼底検査の実施   ヨ．  章寅    8．2ち  2ヰ．1％   

1丁ユ  惑畑糊（耗生繭書】の雛【全身亜嬉し■祈投与等）  ーむ川  27．1％  丁．2も  2m肌  柑．t  l乙1鴇  帥．1≠   

5ヱ  囁底畿量の蜘訣寛  5：I．5ち  朋‖消  12．71  3諷†鶉  ロ  ■ 一 ・    5．85  28瓜   

21P  聖者の入院と退院の判断   廿．2t  15．7髄  t  l  8．8㌔  22．8篤   

叩  電気凝国メスによる止血（樗膚部）．   ＝  血Tt  ＝柑．  4．7！l  3ヰ．構  n      1．8ち  2l．丁％   

8¢  腹腔ドレーン抜羞（腹腔穿刑後の埴針含む〉   乙7l  ■，朋  50．t  17．■  32．跳  ？．    鱒  射的  22．即l   

】帥  在宅で終末期ケアを実権してきた患者の死亡t認   2．2％  ¢0．ヰ1  ；柑．鴨  13．  2且8ち  ヰ．  扁．  8．3ゝ  22．8㌔   

4之  膀胱内圧測定実施の決定   0．丁  闘  き7．7Ii  11▲  25，コち  l．  さ．0鴇  26．0％   

77  医碩用ホッチキスの使用（手術室外で）   しl  詑  17．醜  1つ r  37．2㌔  m3   

1丁6  血中濃眉モニタリングに対応した抗不整朋應の使用   3．  一丁．gち  22．1％  13篤  t8＿7～  18．  1くl．3％  tT．3ヽ   

n  GT、HRl捜査の実施の決定   1．5  8t鵬  84．0鴇  乱4～  24．6篤  t．   4．5†i  25。8曳   

44  血流評価検査（ABレPWV′SPP）換査の実施の決定   1．¢  剖）j％  49．5㌔  1了．3％  ユ2．1曳  □  画  ■・l・■  4．0篤  25．】㌔   

IO  直腸内圧測定・肛門内圧■定実施の決定   0．8  瓜鱒  39．4㌔  柑．3篤  26．1㌔  1．  卿潤    4．6粗  25．3鴇   

押  小児のCT・MR腺査時鴎紳の睾施   11．¢  5も．挑  43．了㌔  16．3篤  2丁．ユ覧  15．1      lヰ．41  15．2篤   

3S  真西検査の編長の評■   8毛．軌  引．2Ii  14．丁篤  28．小i  乙      7．5†；  210l   

2t  心焦慮曹演検査の実施   0．3％  50．的  49．ヰ％  4．6駕  44．8㍍  0．  阜  1．丁†i  2丁．4篤   

15   



tT4  榊鵬榊欄¢決定、＝責更時期の決定   

●腰  血軸叫岬腑／守門細中止事細   

⊂  鱒固唾蜘鱒血鱒  

85  鮎琴如【一時的なカテーテル留置を含む）   王離  

℡．壷   

【現在について】  
・A（現在雪駄師が翼屯しているlこすべての旬昔（①rこの臣行為lま翼施されていない」を認訳した回答を除く，）のうち、②rモ牧師が未施しているl毛池択した回答の軋含   

【今後について】 （【現葛について】で．〈prこの臣帯封ま実施軌ていない」看過択した回答書は．【今後lこついて】の回沓はしていない〉  
・鋸臣節が貫徹すべさ）：すべての回答のうち．啓「医師が実施すべき」香道択した回答の割合  
・C（着牲師が箋施可脚 ＝すべての回管のうち、捏「雪旺師の実施が可熊：一般窄Ⅷ別電汀看護箭の実篤が可能て特定専旺師（仮称＝のとちらか宅過択した回答の調合  
・D（看護師一線〉  ：すべての固着のうち、⑤rモ杖時の実施が可能：一般書講師」を選択した回答の割合  
・E（♯更■■岬（仮挿）＝すべての回答のうち、⑥r辛温顔の実施が可能＝特定者頭師（仮称）」香道択した匠沓の割合   



医療処置項目別回答状況：3．「今後について」図   

■医師が実施すべ．舌 ■特定看護師（仮称）の実施が可静 ■看護師一般の実施が可能  

○医師回答  

・0看護師回答   



「現在看護師が実施」から「今後看護師の実施が可能」へのベクトル図   

1．全医療処置項目   
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医師の回答   



2．カテゴリー別散布周  

◆検査一検査の実施の決定（む  
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医師の回答  

12誘＃心t圃検査の実施の決定  

術後下肢動脈ドップラー検査の実施の決定  
経腹部的膀胱超音波検査（残尿測定目的）の実施虎決定  
感染症検壬くインフルエンザ・ノロウイルス等）の実施の決定  

AGTく活性化凝固時間）の測定実施の決定  

トリアージのための検体検査の実施の決定  
微生物掌検査実施の決定  
手術前検査の実施の決定  
単純X線碓影の実施の決定  

治療効果判定のための検休検査の実施の決定  
真菌検査の実施の決定  
薬剤感受性検査実施の決定  
スパイロメトリー町案施の決定   



◆検査一検査実施の決定②・  
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

凰靡  
葦l塵  今鍾  

■         ■                     掴  血講評価検査（A日1／PWV／評印税iの細由■決き   l．1鞘  舶加  拍甘  如加   
48  県下造影の実施の決定   ‖兆  dT．丁㌔  1．挑  ヰ4．al   

‖  d千．陶検査町寮施の決定   1．5％  34．0％  1．9％  30．3％   

ヰ丁  1．4％  

2古・  蜘決定  1．ユ％   

1丁  鹿部超音波検査の実施中訣恵   l．用  42．9％  1．4％  34．3％   

5【】  ．内視鏡検査の実施の訣・定   1．1％  4l．7％  1．2篤  37．1侶   

2q  む嵐超音波検査の実施中決雇   0．訓i  40．9％  l．2％  2¢．7駕   

24  表在超音波検査の実施¢鶉麿   0．8％  46．3％  l．3，i  33ヱ％   

18  直腸内圧測定・肛門内圧加崖実施の決定   0．89i  39．4鴇  1．即i  2乱9？i   

伯  鹿胱内圧測定実施の決壷   0．7覧  3丁．7号i  1．3％  31．0％   

之ヨ  艶動脈超音波検査中実施の決定   0．6％  44．1篤  0．8％  28．1％   

昆2  腸瞳土台奄：重量痍の臨曽  ∩5％  A65覧  1ユ†i  116％  



◆検査（実施）  
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医師の回答  
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1主軸むモ属検査中幸徳  
感染症検査（インコ叶工ンザ・ノロウイルス等）の実施  

迫 

検 地  

：スウブ法  

止血  
造影剤の投与   

萱（残席測定目的）の実施  

血流評価損査（鯛両肌／SPP）検査の実施  
直腸内圧測定・旺円内圧測定の舞姫  
眼底捜査血素髄  
直接動脈藷秋草よる採血  
隣胱内圧測定中華層  
佃・痛切働■脈穿批カテーテル挿入・抜去の一部実地  
腹部超音波検査の実施  



◆検査（実施の評価）  
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医師の回答  

帳薩襖査の結果の評価  
感染症検査（インフルエンザ・ノロウイルス等）の結果の評価  

12誘導心電図検査の結果の評価  
トリ7－ジのための検体検査縮果の評価  
治療効果判定のための検体検査結果の評価  
単純X線撮影の画像評価  
真薗検査の柘果の評価  
骨密度検査の結果の評価  
CT、MR】検査の画像評価  
血講評価検査（ABl′PWV／SPP）検査の轄果の評価  
心臓超音波検査の寵果の評価   



◆呼吸器  

紬
回
Q
岳
冊
仲
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％
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4
 
 
 
3
 
 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

地殻与の隕臥中止、投書1嘲中軸坤唖  
捧管チューブむ位t諷節（深さの詞垂）  

人工呼吸管理下の鎮静管理  
人工呼吸器モードの設定・変更の判断・莫  
経口・程鼻挿管チューブの抜管  
気管カニユーレの選択・交換  
種口・経鼻挿菅の実施  
NPPV開始、中止、モード設定  
人工呼吸器装着中叩患者のウイニンゲスケジュール作成と実施  
桂皮的気管穿刺針什ラヘルパー等）の挿入   



◆処置・創傷処置①  

紳
回
e
塩
鮨
脚
 
 

鮎
川
 
 
 
％
 
0
 
 
 
0
 
 

ご
U
 
 
 
5
 
 ％
 
 
 
％
 
 

0
 
 
 
0
 
 

4
 
 
 
3
 
 

0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

専尿・留置カテーテルα  
創部洗浄・消毒  
浣腸の実施の決定  
導尿一留置カテーテルの挿入及び抜圭の決定  
巷爪処置（ニッパー、ワイヤーを用いた処竜）  
脾脂・鵜眼処置（コーンカッター専用いた処置）  

胸腔ドレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定・変更  
小児のCT・MRI検査時の鎮静の実施  
創傷の陸圧閉鎖療法の実施  
障管・胆管チューブの管理：洗浄  

裾瘡の壊死組織のデブリードマン  
「一時的ペースメーカー」の操作・管理  
幹細胞移植＝接続と滴政調重  

夫梢静脈挿入式静脈カテーテル（PICC）挿入  

中心静脈カテーテル抜去  
PCPS等補助循環の管理・操作  
腹腔ドレーン抜去（腹腔穿刺後の抜針含む）  

小児のCT・MR【検査時の鎮静実施の決定  

隅
鍋
肌
戯
朝
肌
用
用
鍋
鍋
鵬
澗
鍋
鍋
朋
鵬
鍋
Ⅷ
 
服
 

8
5
 

1
 



◆処置・創傷処置②   

％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 

6
 
 
 
5
 
 
 
4
 
 
 
3
 
 

紳
回
Q
岳
拙
腑
 
 

0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  
■l   

医師の回答  



◆日常生活関係  

紬
回
Q
思
惟
腑
 
 

％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 

0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 

6
 
 
 
5
 
 
 
4
 
 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

‘
ル
 
巴
川
 
叱
川
 
岨
叫
 
境
川
 
鴨
川
 
鮎
川
 
％
∵
％
‖
 
鴇
∵
％
二
 
 

5
 
3
 
T
 
I
U
 
ウ
」
 
8
 
2
 
3
 
8
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9
 
「
J
 
 

g
一
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【
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▲
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1
 
n
O
 
7
 
4
 
ヰ
 
2
 
｛
上
 
 

．
■
コ
 
▲
J
 
■
フ
ー
ワ
 
■
1
 
1
・
一
－
・
－
 
 

拘束の蘭始と解除の判断  
経菅栄重用の胃管の挿入、入れ替え  
安静度・活動や清潔の範囲の決定  
隋敵の開始と解除の判断  
治療食（撞膿栄養含む）内容の決定・変更  

小児由ミルクの種類・土・濃度の決定  
飲水の醜始・中止の決定  
食事の湘・始・中止の決定  
膀胱ろう力幸一テルの交換  
小児の撞口篭解質液の開始と濃度、圭の決定  
胃ろう、勝ろうのチューブ抜去  

丘
リ
 
ー
 
4
 
■
－
■
 
6
 
7
 
4
 
■
．
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▲
コ
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△
○
エ
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2
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・
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l
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．
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．
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■
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↓
t
 
 

戯
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鞘
鍋
鍋
肌
調
消
閑
柑
橘
眺
 
 

．
 

幻
6
9
け
6
9
 

朋
都
側
朋
朋
劇
創
部
劇
霜
完
完
 
↓
－
1
 
5
 
1
 
了
 
（
○
 
ク
ー
（
U
 
9
 
8
 
2
 
7
 
貞
）
 
「
－
一
7
 
丁
 
8
 
氏
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8
 
丘
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【
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【
J
 
8
 
5
 
 

罵ろうチコ丁フ・ボタンの交換 日l王．去月ヽ♯Ⅰコ ‡1＿．づ′T11」  



◆手術  

100％  

90％  

80％  

70％  

60％  

50％   

40兎   

30％  

20％  

10％  

0％  

触
回
Q
塩
鮭
腑
 
 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

手術執刀までの準爛M  
術前サマリーの作成  
手術時の鹿器や手術器械の把持及び保持（気管切開等の小手術助手）  

手術サマリーの作成  
麻酔の補足説明：“麻酔医による患者とのリスク共有も含む説明”  

を補足する時間をかけた説明  
手術の補足説明こ‘一両看による患者とのリスク共有も含む説明■’を  
補足する時間をかけた説明  
手術時の臓器や手術器械の把持及び保持（手術の第一・第二助手  
術中の麻酔・呼吸・循環管理（麻酔深度の調節、薬剤・酸素投与  
濃度、輸液圭等の調整）  
硬膜外チューブの抜去  
全身麻酔の導入  
麻酔の覚醒  
局所麻酔（硬膜外・腰椎）  

神経ブロック  

％
 
r
7
■
 
熟
 
叱
叩
 
叱
用
 
 

■
J
 
8
8
 
8
（
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1
 
0
 
人
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∧
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鴇
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叱
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取
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」
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■
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▲
3
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・
一
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∧
U
 
∧
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％
 
牡
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監
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．
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■
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．
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ヰ
 
 

つ
J
 
 
 
・
l
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．．1  

◆緊急時対応  ■ ■   
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．
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

1l   



◆予防医療   

％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 
 
0
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緋
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濫
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腑
．
 
 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の′回答  

甜鼎■醒臼   
：・：‾■  

覆   ヰ踵  

Tヰ○守 臣種の実施  40，al  
T41特定健診などの健康診査の実施  19．之乍i   

T44大腸がん検診二便潜血オーダ（一次スケ」－ニング）  9．0％  

139予防接種の秦施判晰  4．1‰   

142子宮辛がん検診：細胞診のオーダ（一次スクリーニング）、検体採取      3．9％  64．7告i  ロ．即i  ユ8．0†i  

145乳がん検診：観診こ触診（一次スクリーニング）  3．0％  

－一 2．6覧         143前廿嘘舟電んI合致・血塾諭・P宍Aオ・ゼJ二射又々11－ニ、ノ・ヴ1  

12   



◆薬剤の選択・使用一投与中薬剤の病態に応じた薬剤使用   

％
 
 
 
％
 
 
 
％
 
 
 
％
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0
 
 
 
0
 
 
 
0
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3
 
 

触
回
Q
岳
拙
腑
 
 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

指示された無間付こ畢がなくなった鷹合の蕎■＃損現生鮒の軸鏡野  

利尿剤の選択・使・用  
カテコラミニ 竪択・任用  
脾圧制の逸甘、庫用  
基本的な輸液：幕力bリー♯液  

糖尿病治療薬の選択・使用  
K、01、Haの選択・使用  
萬脂血症用剤の選択・使用  
排尿障害治療薬の選択・使用  

風
車
仇
戯
調
満
都
離
職
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◆薬剤の選択・使用一臨時薬  

紬
回
Q
塩
鮭
肘
 
 

敬
川
 
 
 
％
 
 
 
敬
川
 
∩
）
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ご
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‾」0％10％．20％ 30％ 40％」蹴鞠 60％ 70％ 80％ gO％10加島i   ■・・・・・・・■   
． 

●＝．・■b  

lこ・：・  

●：・： ・＝L－  －≠r t・■｝ －■一■  

▲  

一二千≠‘一医師の回答  － －「・■－  

r■  

■∴⊥＿＿∴一」上ユ＿＿．」  

下剤（生薬も含む）の羞］  

解熱剤の選択・使用  
外用薬の選択・使用  
鎮痛剤の選択・使用  
睡眠剤の選択・使用  
制吐剤の選択・使用  
ネブライザーの開始、使用薬液の選択  
止痢割の選択・使用  
整腸剤の選択・使用  
胃薬：胃粘膜保護剤の選択・使用  

胃薬：制酸剤の選択・使用  

抗不安柔の選択・使用  
去癌剤川、児）の選択・使用  
抗けいれん薬（小児）の選択・使用  

抗精神病薬の選択・使用  
インフルエンザ薬の選択・使用  
基本的な輸液：糖質輸液、電解質輸液  
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感染微候時の薬物（抗生剤等）の選択（全身投与、局所投与等） ⊥．．l■－」ヨビ．■■■1■i■■⊥l．．■．■．．l．山一■ヽヽ．．L．．．▲．■  ．，．l－＿・＝・＿▲．A■t■一■ヽ■⊥ ■▲＿  
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◆薬剤の選択・使用一特殊な薬剤等   

％
 
 
 
％
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ハ
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帥
回
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

医師の回答  

硬幕舛チューブから¢抽湘の綬与伸与t中庸書）  
乾草療法劇作用出現時の丘状緩和の薬剤苫準．処■  
自己血糖加窟開始の決定  
痛みの強さや副作用症状に応じた非オビオイド・鎮痛補助薬の選択と投  

l
 
】
ヽ
”
鴇
∴
繋
 
 

8
 
■
つ
・
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9
 
 

9
▲
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8
3
．
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1
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1
 
之
 
り
▲
 
l
 
 

主・用法■書：㈲10方式がん療病治療法等  

痛みの強さや刑作用症状に応じたオピオイドの投与量・用法調整、想定さ  
たオピオイドローテーションの実施時期定：WHO方式がん痺痛治療法等  

放射線卦蘭こよる副作用出現時の外用粟の選択  
がんの竜移、饅覿に伴う苦痛症状のための薬剤の選択と評価  
抗確剤等の皮下庸出時のステロイド薬の選択、局所注射の実施  
割作前症状の確龍による薬剤の中止、減丑、変更の決定  
血中濃度モニタリングに対応した坑不整脈割の使用  
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叩
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◆その他   

％
 
 
 
敬
川
 
 
 
％
 
 
 
鮎
川
 
6
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5
0
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0
・
知
 
 

触
回
Q
岳
醜
腑
 
 

0％10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％■90％100．％  

医師の回答  

患者・家族一医療従事者敏幸  
日々の病状、経過の補足説明（時間をかけた説明）  
訪問着譲の必要性の判断、依頼  
栄養士への食事指ヰ依頼（既存の指示内容で）  

家族療法・カウンセリングの依頼  
他の介娃サービスの実施可・不可の判断川ハビリ、血圧・体温など）  
リハビリテーション（感下、呼吸、運動機能アップ等）の必要性の判断、依  
支持的精神療法の実施の決定  
理学療法士・健康運動指導士への運動指導依頼  
退院サマリー（病院全体）の作成  

認知・行動療法の実施・評価  
整形外科領域の補助具の決定、注文  
認知・行動療法の依頼  
他科への診療依頼  
患者の入院と退院の判断  
在宅で終末期ケアを実施してきた患者の死亡確認  
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叱
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r現在看護師が実篤していない昆布為についてモの理由J  
及び「暮書師が美擁している状況一に関する集計豪果  

1．現在看講師が実施していない直行為について  

○看護師が医行為を実施していない理由  ※複数回答項目  
医師  看護師  合計  

回答数  ％  回答数  ％  回答数  ％   
技術や知識が不足しているから   1．892  78．5％  4，677  82．8％  6．56g  81．3％   

法律の問題   1．733  71．9％  4，793  84．6％  6．52（；  80．8％   

マンパワーの問題   518  21．5％  2，600  45．9％  3．118  38．6％   

必要と思わないから   232   9．6％  590  10．4％  822  10．2％   

その他・   380  15．8％  572  10．1％  952  11．8％   

2．現在看護師が実施している匿行為について  

（D看護師が医行為を実施している状況  
医師  看護師  合計  

1司答数  ％  回答数  ％  回答数  ％   

系統だった院内教育や実習などを経た上で行ってしJる  1，433  59．2％  4．212  74．1％  5．645  69．7％   

何となく行われている   987  40．8％  1，472  ■25．9％  2．459  30．39i   

合計   2．420  ・100．0％  5．684  100．0％  8．104  100．0％  

医師  看護師  合計  

回答数  ％  回答数  ％  回答数  ％  

明確になっている   1，450  59．g％  3，202  56．3％  4．652  57．4％  
明確ではない一   970  40．1％  2，482  43．7％  3，452  42．6％  

合計   2．420  100．0％  5．684  100．0％  8．104  100．0％  

医師  看護師  合計  
回答数  ・％  回答数  ％  回答数  ％  

医師の責任   805  55．5％  816  25．5％  1，621   34．8％  

看護師の責任 ′   81   5．6％  716  22．4％  々97  17．1％  

共同責任   5（；4  3臥9％  1．670  52．2％  2、234  48．0％  

合計   1，450  100．0％  3，202  100．0％  4．652  100．0％   

④医行為を実施している場合の給与面でのインセンティブ  
医師  看護師  合計  

回答数  ％  回答数  鱒  回答数  ％   

ある   714  29．5％  2．182  38．4％  2．896  35．7％   
ない   1．706  70．5％  3．502  61．6％  5．208  64．3％   
合計   2，420  100．0％  5．684  100．0％  8，104  100．0％  



第3回チーム医療推進のための看護業務検討ワーキンググループ（資料1－り訂正資料  

Ⅱ 回答状況  

2．施設区分別施設数・回答者数一回答率  

（第3回ワーキンググループ資料）  

施設区分   回答施設数  回答者数（人）  配布音数（人）   回答率   

特定機能病院   83施設   2．292（28．3％）  （推計）3，598   （推計）63．7％   

特定機能病院以外の病院   503施設   4，455（55．0％）  （推計）40．811   （推計）10．9％   

診療所   229施設   253（3．1％）   1，500   ・16．9％   

訪問看護ステーション   169施設   169（2．1％）   由3   31．1％   

専門看護師  277（3．4％）   415   66．7％   

認定看護師  658（8．1％）   1，’163   ■56．6％   

合計   984施設   8，104（100％）   （推計）48，030   （推計）16．9％   

（訂正後）  

施設区分  回答施設数  回答者数（人）  配布者数（人）   回答率   

特定機能病院   83施設   2，292（28．3％）  （推計）3，598   （推計）63．7％   

特定機能病院以外の病院   503施設   4，455（55，0％）  （推計）40，793   （推計）10．9％   

診療所   229施設 253（3．1％）   1．500   16．9％   

訪問看護ステーション   169施設   169（2．1％）   543   31．1％   

専門看護師  277（3．4％）   415   66．7％   

認定看護師  658（8．1％）   1，163   56．6％   

合計   粥4施設   8，104（100％）   （推計）48，012   （推計）16．9％  



4．病床規模別施設数・回答者数（特定機能病院、特定機能病院以外の病慌）  

（第3回り「キンググループ資料）  

（訂正後）  

回答施設数   
回答者数（人）  

塁  病床規模区毅「  医師  」」  看護   
20～99床・  73．（12．．5％）  60（2．7％）  141（3．1如  
100～199床   107（18．3％）   109（4．9％）   ′311（鱒．9％）  

20ひ⊥299床   71（12．1％）   148（6．7％）   33g（7．5％）■  

300～卵9床   90（15．4％）   257（1■1．6町   5由（12．細  

400～4由床   55（9．4％）   2－dl（9．0％）   446（9．9％）  

500床以上   190（32．4％）   1，449（65．2％）   2．701（59．7％）  

合計   586（10咄）   2，224（100％）   4，523■．（100％）  

6．年齢区分別回答者数  

（第3「回ワーキンググループ資料）  

∴．ナl   

（訂正後）  

意華 年齢区分   医師（人）  冨  蘭書 旨護師（人）蔚堅塁   

ん29歳   81（3．3％）   322（5．7％）   

・30～39歳   511（21．1％）   1，‘562（27．5％）   

40－49歳   898（37．1％）   2．499（44．0％）   

50歳以上   928（3臥3％）   1，300（22．9％）   

不詳   2（0．1％）、   1（0．0％）   

合計   2．420（100％）   5，684（‘100％，）   

②  



看護業務実態調査 

（学会への質問紙調査及び聞き取り調査） 

（平成22年度厚生労働科学特別研究事業 主任研究者 防衛医科大学校教授 前原正明） 

 

１．目的  

○ 学会から、看護師が医行為を実施する上での安全性の基準等につ

いて情報を得る。 

２．調査時期  

○ 平成 22 年 10～11 月 

３．調査対象  

○ 広告可能な医師の専門性に関する資格を認定する学会等：58学会 

○ 日本看護系学会協議会：37学会 

○ その他の学会（多職種により構成される学会）：16学会 

４．調査内容  

○ 各学会の領域において作成されている看護師が医行為を実施する

上での安全性の基準（ガイドラインやプロトコール） 

※ 例えば、褥瘡処置のガイドライン、苦痛緩和に関するガイドライン、高齢者の胃ろう

閉鎖プロトコール等の患者に対して看護師が行う医行為に関連するガイドラインやプロ

トコール 

○ 上記のガイドラインやプロトコールに関連した研修の実施状況 

５．調査方法案  

○ 質問紙調査 

○ 面接による聞き取り調査 

調査票の回答をもとに聞き取り調査が必要な学会に対し、面談に

よる聞き取り調査を実施。 

資料５ 

①  
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